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はじめに

このガイドでは、Oracle Database for Microsoft Windows (32ビット)およびMicrosoft Windows x64のインストールおよび構成の方法について説明します。また、Optimal Flexible Architectureの情報や、Oracleホームのクローニング、インストールに関する問題のトラブルシューティング、およびデータベース・ソフトウェアの削除手順についても取り上げます。




	
関連項目:

サポートされるオペレーティング・システムの詳細は、「Oracle Databaseのソフトウェア要件」を参照してください。







ここでは、次のトピックについて説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
ドキュメントへのアクセス


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

『Oracle Databaseインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』は、単一のコンピュータにOracle Databaseのインストールを実施する担当者を対象としています。Oracle Real Application Clusters、Oracle Grid Infrastructure、Oracle Database ExamplesおよびOracle Enterprise Manager Grid Controlの他のインストレーション・ガイドについては、次に示すOracle Technology Networkから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html

このマニュアルを使用するには、次のものが必要です。

	
コンピュータ・システムにインストールされ、テスト済のサポート対象のMicrosoft Windowsオペレーティング・システム


	
Oracle Databaseソフトウェアをインストールするコンピュータでの管理権限


	
オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念の知識







	
関連項目:

	
デフォルト設定を使用したOracle Databaseのインストールは、『Oracle Databaseクイック・インストレーション・ガイド for Microsoft Windows(32-bit)』を参照してください。


	
デフォルト設定を使用したOracle Databaseのインストールは、『Oracle Databaseクイック・インストレーション・ガイド for Microsoft Windows x64(64-Bit)』を参照してください。
















ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





ドキュメントへのアクセス

このリリースには、プラットフォーム固有のドキュメントと汎用の製品ドキュメントがあります。


プラットフォーム固有のドキュメント

プラットフォーム固有のドキュメントには、特定のプラットフォームでのOracle製品のインストールおよび使用に関する情報が含まれます。

この製品のプラットフォーム固有のドキュメントは、PDF形式とHTML形式の両方でOracle Technology Networkから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html





製品のドキュメント

製品のドキュメントには、各プラットフォームでOracle製品を構成、使用または管理する方法が記載されています。Oracle Database 11gリリース2 (11.2)製品の製品ドキュメントは、HTML形式とPDF形式の両方でOracle Technology Network (OTN)の次の場所から入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html







関連ドキュメント

詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
『Oracle Database概要』


	
『Oracle Database新機能ガイド』


	
『Oracle Databaseライセンス情報』


	
『Oracle Databaseプラットフォーム共通日本語README』


	
『Oracle Databaseリリース・ノート for Microsoft Windows』


	
『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイド for Microsoft Windows and UNIX Systems』


	
『Oracle Database Clientインストレーション・ガイド for Microsoft Windows』


	
『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』


	
『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』


	
『Oracle Gridインフラストラクチャ・インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイドfor Microsoft Windows』


	
『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』




Oracleエラー・メッセージの情報は、『Oracle Databaseエラー・メッセージ』を参照してください。Oracleエラー・メッセージのドキュメントはHTML形式でのみ提供されます。Oracle Database 11gリリース2(11.2)オンライン・ドキュメント・ライブラリにのみアクセスできる場合は、範囲を指定してエラー・メッセージを参照できます。特定の範囲を検出したら、ブラウザの「このページの検索」機能を使用して特定のメッセージを検索します。インターネットに接続している場合、Oracleオンライン・ドキュメントのエラー・メッセージ検索機能を使用して、特定のエラー・メッセージを検索できます。

ドキュメント・セットの多くのマニュアルでは、シード・データベースのサンプル・スキーマが使用されています。このスキーマはOracleをインストールする際にデフォルトでインストールされます。スキーマの作成方法および使用方法の詳細は、『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』を参照してください。

リリース・ノート、インストール・ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関連ドキュメントは、Oracle Technology Networkから無償でダウンロードできます。Oracle Technology Networkを使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次のWebサイトから無償で行えます。

http://www.oracle.com/technetwork/community/join/overview/index.html

すでにOracle Technology Networkのユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次の場所でOracle Technology Network Webサイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















Oracle Database 11gリリース2(11.2)の新機能

この項では、このマニュアルに記載された新機能について説明し、詳細の参照先を示します。

	
Oracle Database 11gリリース3 (11.2.0.3)の拡張機能


	
Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)の新機能


	
Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.1)の新機能


	
Oracle Database 11gリリース2(11.2)での非推奨事項


	
Oracle Database 11gリリース2 (11.2)でのサポート終了





Oracle Database 11gリリース3 (11.2.0.3)の拡張機能

Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)以降、ソフトウェア更新のダウンロードの詳細を指定する際、プロキシ・レルム情報を入力できます。プロキシ・レルムは、認証に使用されるセキュリティ・データベースを識別します。プロキシ・レルムがない場合、「プロキシ・ユーザー名」、「プロキシ・パスワード」および「プロキシ・レルム」の各フィールドにエントリを入力する必要はありません。これは、大/小文字が区別されます。

このプロキシ・レルムは、ソフトウェア更新のダウンロードのみを対象とします。





Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)の新機能

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)の新機能または拡張機能を次に示します。

	
拡張パッチ・セットのインストール


	
新しいソフトウェア更新オプション


	
Oracle Database Clientのインプレース・アップグレード





拡張パッチ・セットのインストール

Oracle Database 11gリリース2の11.2.0.2パッチ・セットのリリース以降、Oracle Databaseのパッチ・セットはOracle Databaseソフトウェアのフル・インストールになりました。新しいパッチ・セット・パッケージの変更点を次に示します。

	
前のリリース(11.x、10.x)から最新のパッチ・セットへの直接のアップグレードをサポートします。


	
アウトオブプレース・アップグレードにより、新しい別のOracleホームにパッチ・セットをインストールする方法が、推奨されるベスト・プラクティスです。インプレース・アップグレードは、サポートされていますが、推奨されません。


	
基本リリースをインストールしてから特定のパッチ・リリースへのアップグレードを実行する必要なしに、最新のパッチ・セットをインストールできます。







	
関連項目:

次のURLでMy Oracle SupportのNote 1189783.1(11.2.0.2以降のOracle Databaseパッチ・セットの重要な変更)を参照してください。
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=ANNOUNCEMENT&id=1189783.1













新しいソフトウェア更新オプション

ソフトウェア更新の新機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)で使用できます。ソフトウェアの更新機能を使用して、ソフトウェア更新の動的なダウンロードおよび適用をOracle Databaseインストールの一部として実行します。または、-downloadUpdatesオプションを使用して更新を別途ダウンロードしておき、後で更新が保存された場所を指定してインストールの際に適用することもできます。




	
関連項目:

「ソフトウェアの更新オプション」











Oracle Database Clientのインプレース・アップグレード

この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降で使用できます。Oracle Database Clientのインプレース・アップグレード機能を使用して、既存のOracle Database Client 11gリリース2(11.2)バージョンを最新バージョンにアップグレードします。




	
関連項目:

インプレース・アップグレードの詳細は、『Oracle Database Clientインストレーション・ガイド for Microsoft Windows』を参照してください。













Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.1)の新機能

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.1)の新機能または拡張機能を次に示します。

	
新しいOracle Grid Infrastructureインストール・オプション


	
新しい「デスクトップ・クラス」と「サーバー・クラス」オプション


	
タイムゾーン付きタイムスタンプ・データ型の夏時間のアップグレード


	
SYSASM権限


	
新しいツールによるカスタム・インストール・オプションの構成


	
削除ツール


	
インテリジェント・データ配置


	
Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム


	
データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポート


	
データベースを自動的に再起動するOracle Restartの使用


	
クラスタ内の単一インスタンス・データベースでのSRVCTLサポート





新しいOracle Grid Infrastructureインストール・オプション

Oracle Grid Infrastructureのインストールが、Oracle Database 11gリリース2で導入されました。単一インスタンスのデータベースの場合、Oracle Grid InfrastructureにはOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)、リスナーおよびOracle Restartが含まれます。Oracle Restartは、Oracle Databaseインスタンス、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスおよびリスナーを含むOracle Database環境を監視および管理し、障害の発生時にこれらを自動的に再起動する新しい機能です。クラスタ環境の場合、Oracle Grid InfrastructureにはOracle Clusterware、Oracle ASMおよびリスナーが含まれます。

Oracle Grid Infrastructureは、64-bit Windowsでのみ使用可能です。

スタンドアロン・サーバーでOracle Grid Infrastructureを使用する場合は、データベースをインストールする前に、Oracle Grid InfrastructureメディアからOracleソフトウェアをインストールする必要があります。




	
関連項目:

第3章「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure」











新しい「デスクトップ・クラス」と「サーバー・クラス」オプション

Oracle Database 11gリリース2では、新しいオプションが導入され、データベースがインストールされるシステム・タイプを指定できます。ラップトップまたはデスクトップにインストールする場合は「デスクトップ・クラス」オプションを選択し、それ以外の場合は「サーバー・クラス」オプションを選択してサーバーにインストールします。これらのオプションは、「サーバー・クラス」画面で使用できます。

いずれかのオプションを選択した後にインストールされるソフトウェアに差異はありませんが、「デスクトップ・クラス」オプションでは、拡張構成オプションなしに単一インスタンス・データベースがインストールされます。




	
関連項目:

「デスクトップ・クラス」と「サーバー・クラス」オプションの詳細は、「対話型のインストール・タイプ」を参照してください。











タイムゾーン付きタイムスタンプ・データ型の夏時間のアップグレード

夏時間の変更によってタイムゾーン・バージョン・ファイルが更新されると、TIMESTAMP WITH TIMEZONE(TSTZ)データは古くなります。以前のリリースでは、データベース管理者がSQLスクリプトutltzuv2.sqlを実行してタイムゾーン・バージョンの変更の影響を受けるTSTZデータを検出し、広範囲に及ぶ手作業を実行してTSTZデータを更新していました。

このリリースでは、TSTZデータは、新たに提供されるDBMS_DST PL/SQLパッケージを使用した非常にわずかな手作業で透過的に更新されます。また、クライアントでタイムゾーン・データファイルにパッチを適用する必要がなくなりました。




	
関連項目:

	
タイムゾーン付きタイムスタンプ・データのアップグレード準備の詳細は、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。


	
タイムゾーン・ファイルおよびタイムゾーン付きタイムスタンプ・データのアップグレード方法の詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。


	
異なるバージョンのタイムゾーン・ファイルで動作するクライアントおよびサーバーのパフォーマンスの影響の詳細は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』を参照してください。
















SYSASM権限

11gリリース2以降では、Oracle ASM管理はSYSASM権限を使用して行う必要があります。SYSASM権限は、Oracle ASMインスタンスでパスワード認証を使用して付与することもできます。

OPERATOR権限(SYSASM権限のサブセット、Oracle ASMの起動および停止を含む)は、Oracle ASMグループ用のORA_OPERのメンバーに指定できます。

Oracle ASM管理にSYSASM権限を使用すると、Oracle ASM管理とデータベース管理の対象をより明確に分離できます。




	
関連項目:

SYSASM権限、ASMSNMPアカウントおよびORA_DBAオペレーティング・システム・グループの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。











新しいツールによるカスタム・インストール・オプションの構成

Oracle Universal Installerでは、個別のコンポーネントのカスタム・インストール・オプションを提供しなくなりました。choptツール(ORACLE_HOME\binディレクトリにあるコマンドライン・ユーティリティ)を使用して、データベース・オプションを構成します。




	
関連項目:

「データベース・オプションの有効化および無効化」











削除ツール

新しい削除ツール(deinstall)は、Oracle Technology Networkからダウンロードしたり(インストール前)、インストール後にOracleホーム・ディレクトリで、Oracle Databaseソフトウェアを削除するために使用できます。

詳細は、「削除ツールについて」を参照してください。





インテリジェント・データ配置

インテリジェント・データ配置機能により、Oracle ASMディスク上のディスク・リージョンを指定して、高いパフォーマンスを提供する一番外側(ホット)のトラックに、頻繁にアクセスされるデータを確実に配置できます。




	
関連項目:

Oracle ASMインテリジェント・データ配置の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。











Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム

Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム(Oracle ACFS)は、マルチプラットフォームかつスケーラブルな新しいファイル・システムで、Oracle ASMテクノロジを拡張して単一インスタンス構成とクラスタ構成の両方でOracle ASMに格納できないデータをサポートするストレージ管理設計です。また、Oracle ACFSには、Oracle ACFSシステムのコピー時のスナップショット機能が用意されています。

Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システムの必要なソフトウェアは、Oracle Grid Infrastructureのインストールによりインストールされます。




	
関連項目:

	
「Oracle ACFSおよびOracle ADVMのサポート」


	
Oracle ACFSの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。
















データ・ポンプ・エクスポートおよびデータ・ポンプ・インポート

データ・ポンプが提供するレガシー・モードにより、データ・ポンプ・エクスポートおよびインポートの操作の際、元のエクスポートおよびインポート・パラメータを使用できます。




	
関連項目:

データ・ポンプのレガシー・モードの詳細は、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。











データベースを自動的に再起動するOracle Restartの使用

Oracle Restartはこのリリースに含まれる新機能です。この機能により、単一インスタンス環境でのOracleデータベースの可用性が向上します。Oracle Restartをインストールし、データベース、リスナー、Oracle ASMインスタンスなどのOracle Databaseソフトウェア・スタックの一部が一時的に失敗した場合、失敗したコンポーネントはOracle Restartによって自動的に再起動されます。また、データベース・ホスト・コンピュータの再起動の際、これらのすべてのコンポーネントがOracle Restartにより起動されます。コンポーネントは、コンポーネント間の依存性も考慮に入れて適切な順序で起動されます。




	
関連項目:

Oracle Restartの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』の第4章「Oracleデータベースの自動再起動の構成」を参照してください。








Oracle Automatic Storage Managementの新しいインストール方法

過去のリリースでは、Oracle ASMのインストールは、Oracle Databaseインストールの一部として実行されました。Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、Oracle ASMのインストールは、Oracle Grid Infrastructureコンポーネントをインストールする際に実行され、Oracle Real Application Clustersなどでクラスタにインストールされる場合はOracle Clusterware、単一インスタンス・データベースの場合はOracle RestartとOracleホームを共有します。

既存のOracle ASMをアップグレードするには、Oracle Grid Infrastructureのアップグレードを実行してOracle ASMをアップグレードする必要があります。Oracle ASMがインストールされていない場合、Oracle ASMを記憶域オプションとして使用するには、Oracle Databaseのインストールを開始する前に、Oracle Grid Infrastructureのインストールを完了してください。




	
関連項目:

Oracle Grid Infrastructureソフトウェアのインストールの詳細は、「Oracle Grid Infrastructure」を参照してください。













クラスタ内の単一インスタンス・データベースでのSRVCTLサポート

SRVCTLが拡張され、スタンドアロン・サーバーおよびOracle Clusterwareを使用したクラスタで、Oracle Restartを備えた単一インスタンス・データベースがサポートされています。SRVCTLは、Oracle Restartを使用する際に、Oracle Database(データベース・インスタンス、リスナー、Oracle ASMインタフェース)を管理するために使用するコマンドライン・インタフェースです。SRVCTLを使用すると、Oracle Restart構成の管理、Oracle Restartで管理されるプロセスのステータスの確認、およびOracle Databaseなどのプロセスの開始や停止が可能です。




	
関連項目:

SRVCTLコマンドの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』の第4章「Oracleデータベースの自動再起動の構成」を参照してください。













Oracle Database 11gリリース2(11.2)での非推奨事項

Oracle Database 11gリリース2では、次のことが非サポートになるか、使用できなくなりました。

	
Oracle Universal InstallerまたはDatabase Configuration Assistantを使用したインストールでは、データファイルをRAWデバイスに直接インストールできなくなりました。ファイル・システムかOracle ASMを使用してください。


	
「カスタム」インストール・オプション


	
Windows Server 2000


	
Oracle Ultra Search








Oracle Database 11gリリース2 (11.2)でのサポート終了

Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、次の機能のサポートが終了しました。

削除ツールの-cleanupOBaseフラグはサポートされなくなりました。このフラグの代替機能はありません。











 
1 Oracle Databaseのインストールの概要

この章では、Oracle Databaseの様々なインストール・タイプと、Oracle Databaseのインストール前に考慮が必要な問題について説明します。

	
このリリースでインストールされる新しいOracle製品および機能


	
インストールの計画


	
インストールの考慮事項


	
移行の考慮事項


	
Oracle Databaseのインストール方法


	
ソフトウェアの更新オプション


	
Oracle Databaseのエディション


	
データベース構成オプション


	
データベース記憶域オプション


	
データベース管理オプション


	
データベース・バックアップおよびリカバリ・オプション


	
電子メール通知オプション


	
アップグレードの考慮事項






1.1 このリリースでインストールされる新しいOracle製品および機能

このリリースでは、様々な新しい機能および製品がインストールされます。「Oracle Database 11gリリース2(11.2)の新機能」を参照してください。






1.2 インストールの計画

Oracle Databaseのインストール・プロセスは、次の6つの段階で構成されます。

	
リリース・ノートの参照: インストールを開始する前に、Oracle Databaseのリリース・ノートを参照してください。リリース・ノートは、プラットフォーム固有のマニュアルとともに使用可能です。リリース・ノートの最新バージョンは、次の場所のOracle Technology Networkから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html


	
ライセンス情報の確認: メディア・パック内のインストール・メディアには多くのOracleコンポーネントが含まれていますが、使用可能なのは、ライセンスを購入したコンポーネントのみです。

Oracleサポート・サービスでは、ライセンスを購入していないコンポーネントに対するサポートは提供していません。




	
関連項目:

『Oracle Databaseライセンス情報』








	
インストールの計画: この概要に関する章では、インストールできるOracle製品と、インストール開始前に考慮が必要な問題について説明します。

また、付録Gでは、サイトでOracleのアプリケーションを使用している場合や、複数のOracle Databaseクライアント接続が必要な場合のOracle Databaseのインストール方法など、Oracle Databaseコンポーネントのインストールに関するよくある質問の参照が必要な場合もあります。

複数のインストールを実行する計画の場合、サイレント・インストールまたはレスポンス・ファイル・インストール、およびOracleホームのクローニングについて、付録Cを参照してください。

Oracle Database Clientは別個にインストールします。Oracle Databaseインストール時にOracle Database Clientをインストールすることはできません。


	
インストール前の作業の完了: 第2章では、Oracle Databaseをインストールする前に完了しておく必要のある作業について説明します。また、Oracle Restartのインストール前の作業については第3章を参照してください。


	
ソフトウェアのインストール: 次の項を参照してOracle Databaseをインストールします。

	
第4章: Oracle Universal Installerを使用して、Oracle Databaseをインストールする方法およびOracleホームをクローニングする方法について説明します。


	
第3章: Oracle Universal Installerを使用して、Oracle Grid Infrastructureのメディアからスタンドアロン・サーバー用のOracle Grid InfrastructureおよびOracle Automatic Storage Managementをインストールする方法について説明します。


	
第7章: Oracle Databaseソフトウェアを削除する方法について説明します。


	
付録C: サイレント・インストールまたはレスポンス・ファイル・インストールの実行方法について説明します。これらの方法は、Oracle Databaseの複数インストールを実行する場合に使用します。


	
付録D: 異なる言語でOracleコンポーネントをインストールして使用する方法について説明します。


	
付録F: インストールで問題が発生した場合のトラブルシューティングに関するアドバイスを提供します。





	
インストール後の作業の完了: 第5章では、インストール後の作業について説明します。


	
Oracle Databaseの使用開始: 次の項を参照してOracle Databaseの使用を開始します。

	
第6章: インストールされたOracle Databaseの内容の確認方法、データベースおよびその他の各種Oracleツールの起動方法、および各種ファイルの検索方法について説明します。


	
「Oracleホームのクローニング」: 既存のOracle Databaseホームをクローニングする方法について説明します。


	
付録B: Optimal Flexible Architectureについて説明します。Optimal Flexible Architectureは、メンテナンスをほとんど必要としない信頼性の高いOracleインストールを保証する一連のガイドラインです。


	
付録D: グローバリゼーション・サポート情報について説明します。


	
付録E: Oracle Databaseのポート番号を管理する方法について説明します。












1.3 インストールの考慮事項

この項には、この製品のインストール方法を決定する前に考慮する必要のある情報が記載されています。この章には次の項目があります。

	
WindowsシステムとUNIXシステムのインストールの相違


	
推奨ファイル・システム


	
ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理


	
ハードウェアおよびソフトウェアの動作保証


	
複数のOracleホームのサポート


	
スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure


	
Oracle Cluster Synchronization Services


	
Oracle Universal Installerの概要


	
Oracleベース・ディレクトリ


	
Oracleホーム・ディレクトリ


	
Oracle Data Guard環境へのOracle Database Vaultのインストール


	
Oracle Database Vaultのデフォルトの監査ポリシーおよび初期化パラメータ






1.3.1 WindowsシステムとUNIXシステムのインストールの相違

UNIX環境でのOracleコンポーネントのインストール経験がある場合、UNIXで必要な多くの手動設定作業は、Windowsでは不要な点に注意してください。UNIXとWindowsでのインストールの主な相違点は次のとおりです。

	
サービスの起動および停止

Windowsでは、Oracle Universal Installerで、ホスト・コンピュータの起動時にOracleソフトウェア・コンポーネントが自動的に起動されるよう構成可能なサービスがインストール時に作成されます。LinuxおよびUNIXシステムでは、データベースまたはシステム管理者がoratabファイルを手動で構成する必要があります。


	
環境変数

Windowsでは、Oracle Universal Installerで、PATH、ORACLE_BASE、ORACLE_HOME、ORACLE_SIDなどの環境変数がレジストリに設定されます。UNIXシステムでは、このような環境変数は手動で設定する必要があります。

複数のOracleホームがインストールされている場合、レジストリに設定されるのは最後のOracleホームのSIDのみです。Oracleホームの管理の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』を参照してください。


	
オペレーティング・システム・グループ

Windowsシステムでは、Oracle Universal InstallerはORA_DBA、ORA_OPER、ORA_SID_DBAおよびORA_SID_OPERグループを作成します。これらはオペレーティング・システムのOracleインスタンスに対する認証に使用されます。LinuxおよびUNIXシステムでは、これらのオペレーティング・システム・グループを手動で作成する必要があります。これらは、様々なOracleソフトウェア・リソースへのアクセス許可の付与およびオペレーティング・システムによる認証に使用されます。Windowsでは、Oracleインベントリ・グループは使用されません。


	
Oracle Universal Installerを実行するアカウント

Windowsでは、管理者権限でログインします。別個のアカウントは必要ありません。LinuxおよびUNIXシステムでは、ソフトウェア所有者のユーザー・アカウントを作成および使用する必要があり、このユーザーはOracleインベントリ・グループに属している必要があります。







	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の付録「Oracle DatabaseのWindowsとUNIXでの相違点」












1.3.2 推奨ファイル・システム

Oracleデータベース・ホーム(Oracleデータベース・バイナリ、トレース・ファイルなど)をOracle ACFSまたはNTFSにインストールすることを強くお薦めします(Oracle ACFSを使用する場合は、データベース・ファイル自体をOracle ASMに置く必要があり、それ以外の場合は、NTFSに置くことができます)。これらのファイルのセキュリティのため、Oracle ACFSおよびOracle ASMまたはNTFSを、FAT32のかわりに使用することをお薦めします。




	
関連項目:

Oracle Universal InstallerおよびDatabase Configuration Assistantを使用してOracle Databaseソフトウェアをインストールする際のデフォルト権限の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド for Microsoft Windows』の「ファイル権限」を参照してください。












1.3.3 ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理

コンピュータ上で信頼性のあるアプリケーションのみを実行するようにするため、Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2ではユーザー・アカウント制御を備えています。このセキュリティ機能を有効にしてある場合、Oracle Universal InstallerではOracle Databaseのインストール時に同意または資格証明がその設定に応じて求められます。必要に応じて同意するか、Windows管理者の資格証明を示します。

Database Configuration Assistant、Net Configuration Assistant、OPatchなど一部のOracleツールを実行する場合、あるいはOracleホーム内の任意のディレクトリに対して書込みを行うツールやアプリケーションを実行する場合には、管理者権限が必要です。ユーザー・アカウント制御が有効になっている場合に、ローカルの管理者としてログインすると、通常の方法で正常にこれらのコマンドを実行できます。ただし、管理者グループのメンバーとしてログインしている場合は、Windows管理者権限で明示的にこのようなタスクを起動する必要があります。管理者権限が必要なすべてのOracleショートカットは、クリックすると自動的に管理者として起動されます。ただし、このツールをWindowsコマンド・プロンプトから実行する場合は、管理者コマンド・プロンプトで実行する必要があります。OPatchにはショートカットがないため、管理者コマンド・プロンプトから実行する必要があります。




	
関連項目:

詳細は、Oracle Databaseのプラットフォーム・ガイドのWindowsユーザー・アカウント制御を使用したツールの実行に関する項を参照してください。








Windows管理者権限でコマンド・プロンプト・ウィンドウを起動する手順:

	
デスクトップで、コマンド・プロンプト・ウィンドウのショートカットを作成します。デスクトップにそのショートカットのアイコンが表示されます。


	
新規作成したショートカットのアイコンを右クリックし、「管理者として実行」を指定します。




このウィンドウを開くと、タイトル・バーに「管理者: コマンド プロンプト」と表示されます。このウィンドウ内から実行されるコマンドは、管理者権限で実行されます。






1.3.4 ハードウェアおよびソフトウェアの動作保証

このマニュアルに記載されているプラットフォーム固有のハードウェア要件とソフトウェア要件は、このマニュアルの発行時点での最新情報です。ただし、このマニュアルの発行後にプラットフォームおよびオペレーティング・システム・ソフトウェアの新バージョンが動作保証される場合があるため、動作保証されたハードウェア・プラットフォームおよびオペレーティング・システムのバージョンの最新リストは、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトで動作保証マトリクスを確認してください。このWebサイトでは、互換性のあるクライアントおよびデータベースのバージョン、パッチおよび不具合の解決策についても記載しています。My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトは、次の場所で参照できます。


https://support.oracle.com/


My Oracle Supportを使用するには、オンライン登録する必要があります。ログイン後、メニュー・オプションから「動作保証」タブを選択します。「動作保証」ページで、「動作保証検索」オプションを使用して、製品、リリースおよびプラットフォーム別で検索します。製品デリバリやライフタイム・サポートなどの、「動作保証クイック・リンク」のオプションを使用して検索することもできます。




	
関連項目:

「Windowsの動作保証およびWebブラウザのサポート」








1.3.4.1 Oracle SQL Developer用のサード・パーティ・データベースの動作保証

Oracle SQL Developerを使用して、複数のOracle以外のデータベースのメタデータおよびデータを表示できます。詳細は、『Oracle SQL Developerインストレーション・ガイド』のSQL Developer (Oracleおよびサード・パーティ)用のデータベースの動作保証に関する項を参照してください。








1.3.5 複数のOracleホームのサポート

Oracle Databaseでは複数のOracleホームがサポートされます。このリリース以前のソフトウェアを、同じシステムの異なるOracleホーム・ディレクトリに複数回インストールできます。これによって、データベース・ソフトウェアを柔軟にデプロイおよびメンテナンスできます。たとえば、同一システムでバージョンの異なるデータベースを同時に実行したり、他の実行中のデータベースに影響を及ぼさずにシステムの特定のデータベース・インスタンスをアップグレードすることができます。ただし、1つのシステムに複数のOracleホームをインストールしている場合は、Oracleホームを共存させるため、この複雑性の考慮が必要になることがあります。




	
関連項目:

複数のOracleホーム環境での問題の詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetalink)のNote 460054.1を参照してください。








1.3.5.1 OracleソフトウェアがインストールされているシステムへのOracle Databaseのインストール

この製品は、新規のOracleホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。Oracle Databaseのあるリリースから別のリリースのOracleホーム・ディレクトリには、製品をインストールできません。たとえば、既存のOracle9iのOracleホーム・ディレクトリにOracle Database 11gリリース2(11.2)のソフトウェアをインストールすることはできません。

このリリースは、別のOracleホーム・ディレクトリにインストールするかぎり、同じシステムに複数回インストールできます。








1.3.6 スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureは、単一インスタンス・データベースが含まれたエンタープライズ・グリッド・アーキテクチャのインフラストラクチャを提供します。Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、これらのインフラストラクチャ製品が、Oracle Grid Infrastructureホームと呼ばれる1つのソフトウェア・インストールに組み込まれています。単一インスタンス・データベースの場合、Oracle Grid InfrastructureホームにはOracle RestartおよびOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)ソフトウェアが含まれます。

Oracle Automatic Storage ManagementまたはOracle Restartを使用する場合は、データベースのインストールおよび作成を行う前に、まず、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。そうでない場合は、データベースを手動でOracle Restartに登録する必要があります。




	
関連項目:

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールの詳細は、第3章「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure」を参照してください












1.3.7 Oracle Cluster Synchronization Services

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureをインストールすると、Oracle Universal Installerで、単一ノードのOracle Cluster Synchronization Services (CSS)が構成されます。

CSSサービスは、Oracle ASMインスタンスと、データベース・ファイル記憶域をOracle ASMに依存しているデータベース・インスタンスとの同期のめに必要です。CSSサービスは、Oracle ASMインスタンスまたはデータベース・インスタンスの起動時にすでに実行されている必要があるため、Oracle ASMが起動される前にOracle Restartによって自動的に起動されます。Oracleデータベースのデータベース・ファイルの記憶域にOracle ASMを使用している場合、このプロセスは実行中である必要があります。

単一インスタンスのインストールの場合、CSSがインストールおよび実行されるOracle Grid Infrastructureホームで、Oracle ASMも実行されます。




	
注意:

Oracle RACがインストールされているクラスタ・システムでは、CSSはOracle Clusterwareのインストール時に構成されます。Oracle Clusterwareを実行中のシステムで、Oracle RACまたはOracle Clusterwareを削除する方法の詳細は、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』を参照してください。










	
関連項目:

「Oracle Automatic Storage Management」












1.3.8 Oracle Universal Installerの概要

Oracle Universal InstallerはJavaベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)ツールであり、これによってOracleソフトウェアをインストールできます。Oracle Universal Installerには次の機能があります。

	
コンポーネントおよびスイートのインストール


	
グローバリゼーション・サポート


	
分散インストールのサポート


	
レスポンス・ファイルを使用したアンアテンド・サイレント・インストール


	
インストール済コンポーネントの削除


	
複数のOracleホームのサポート




Oracle Universal Installerでは、レスポンス・ファイルを使用してOracleソフトウェアのサイレント・インストールまたはレスポンス・ファイル・インストールを実行できます。詳細は、付録C「レスポンス・ファイルを使用したOracle Databaseのインストールおよび構成」を参照してください。

Oracle Universal Installer 11gを使用して、Oracle Database 11gリリース2(11.2)のOracleホーム・ディレクトリをインストールする必要があります。

Oracle Universal Installerにより、Java Runtime Environment(JRE)のOracleバージョンが自動的にインストールされます。Oracle Universal Installerおよび複数のOracleアシスタントを実行するには、このバージョンが必要です。My Oracle Support (以前のOracleMetaLink)で提供されるパッチで変更しないかぎり、JREを変更しないでください。ダウンロードするOracleパッチについては、次のサイトを参照してください。


https://support.oracle.com/


Oracle Universal Installerを実行すると、dbhome_nディレクトリが作成されます。これは、インストールしているコンポーネントを追跡します。このディレクトリの内容を変更しないでください。デフォルトでは、このディレクトリはORACLE_HOMEと同じディレクトリ・レベルにあります。






1.3.9 Oracleベース・ディレクトリ

他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータにOracle Database 11gリリース2(11.2)をインストールする場合、Oracle Universal InstallerではOracleベース・ディレクトリを作成します。Oracleソフトウェアがインストール済の場合、1つ以上のOracleベース・ディレクトリが存在します。インストール済であれば、Oracle Universal InstallerではOracle Databaseをインストールするディレクトリを選択できます。

デフォルトのWindowsインストールでは、Oracleベース・ディレクトリは次のように表示されます。


DRIVE_LETTER:\app\username





	
注意:

システムに他のOracleベース・ディレクトリが存在する場合にも、Oracleベース・ディレクトリを作成するように選択できます。












1.3.10 Oracleホーム・ディレクトリ

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracleホーム環境の内容


	
複数のOracleホーム・コンポーネント






1.3.10.1 Oracleホーム環境の内容

Oracleホーム・ディレクトリは、Oracleベース・ディレクトリの下に配置されます。たとえば、デフォルトのWindowsインストールでは、Oracleホーム・ディレクトリにdbhome_1を指定すると、Oracleベース・ディレクトリで次のように表示されます。


DRIVE_LETTER:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1


Oracleホームは、Oracleコンポーネントが実行される環境に対応します。この環境は次のもので構成されます。

	
インストール済コンポーネント・ファイルの位置


	
インストール済コンポーネントのバイナリ・ファイルを参照するPATH変数


	
レジストリ・エントリ


	
サービス名


	
プログラム・グループ




Oracleホームにはそれ自体に関連付けられた名前もあり、これはインストーラによって自動的に割り当てられます。






1.3.10.2 複数のOracleホーム・コンポーネント

すべてのOracleコンポーネントは、同一コンピュータの複数のOracleホームにインストールできます。ただし、一部のコンポーネントでは、一度にサポートできるアクティブ・インスタンスは1つのみです。現行(最新)のインストールによって以前のものが非アクティブになります。このようなコンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Administration Assistant for Windows


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitor


	
Oracle Objects for OLE


	
Oracle Provider for OLE DB







	
注意:

Oracle Objects for OLEは、Windows x64ではサポートされていません。














1.3.11 Oracle Data Guard環境へのOracle Database Vaultのインストール

Oracle Data GuardをOracle Database Vaultとともに使用する場合は、次のURLのMy Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトでNote 754065.1を参照してください。


https://support.oracle.com/






1.3.12 Oracle Database Vaultのデフォルトの監査ポリシーおよび初期化パラメータ

Oracle Database Vaultにより、ベースラインのデータベース監査ポリシーがインストールされます。このポリシーは、Database Vaultのデータベース表に格納されるアクセス制御構成情報、Oracle Catalogに格納される情報(ロールバック・セグメントや表領域など)、システム権限の使用、およびOracle Label Security構成を網羅しています。Oracle Database Vaultをインストールすると、セキュリティ固有のデータベース初期化パラメータがデフォルト値で初期化されます。




	
関連項目:

データベースの監査ポリシーの詳細は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』を参照してください。














1.4 インストールの考慮事項

32ビットWindows用のOracle Database 11gリリース2(11.2)データベースは、64ビットWindow用のOracle Database 11gリリース2(11.2)データベースに移行できます。移行の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイドfor Microsoft Windows』のOracle Database 11gリリース2 (11.2)のデータベースの移行に関する項を参照してください。






1.5 Oracle Databaseのインストール方法

Oracle Databaseをインストールする際は、次のような様々な方法を選択できます。

	
対話型のインストール・タイプ


	
レスポンス・ファイルを使用した自動インストールの方法






1.5.1 対話型のインストール・タイプ

対話型の方法を使用してデータベースの作成および構成オプションを選択してOracle Databaseをインストールする場合は、Oracle Universal Installerに表示される一連の画面で、Oracle Databaseソフトウェアのインストールや、データベースの作成に必要な情報をすべて指定できます。

Oracle Universal Installerには、次のオプションがあります。

	
デスクトップ・クラス: ラップトップまたはデスクトップ・クラス・システムにインストールする場合に、このオプションを選択します。このオプションには初期データベースが含まれ、最小構成が可能です。このオプションは、データベースを短時間で設定して実行するユーザーを対象としています。


	
サーバー・クラス: 本番データ・センターにOracleをデプロイする際に使用するようなサーバー・クラス・システムにインストールする場合に、このオプションを選択します。このオプションでは、より拡張された構成オプションを使用できます。このオプションで使用できる拡張構成オプションには、Oracle RAC、Oracle Automatic Storage Management、バックアップおよびリカバリ構成、Enterprise Manager Grid Controlとの統合、より細かいメモリー・チューニングなどがあります。

さらに、「サーバー・クラス」オプションには、次のインストール・タイプが用意されています。

	
標準: Oracle Databaseを簡単にインストールするには、このインストール方法を選択します。このインストール・タイプでは、ユーザー入力が最小限で済みます。この方法では、ソフトウェアがインストールされ、画面上で指定する情報を使用することにより、汎用のデータベースがオプションで作成されます。このインストール・タイプはデフォルトです。


	
詳細: 次のいずれかのタスクを実行する場合は、このインストール・タイプを選択します。

	
データベース・キャラクタ・セットまたは異なる製品言語の選択


	
インストール時のEXAMPLE表領域の作成


	
ソフトウェアとは異なるファイル・システムでのデータベースの作成


	
管理スキーマに対する異なるパスワードの指定


	
自動バックアップまたはOracle Enterprise Manager通知の構成


	
Oracle Configuration Managerの構成


	
「データベース・エディションの選択」画面で、「Enterprise Edition」を選択すると、ほとんどの顧客がOracle Databaseのインストールに際して必要とするコンポーネントが自動的に選択されます。「オプションの選択」をクリックしてコンポーネント・リストのコンポーネントをカスタマイズすることも可能です。




	
関連項目:

「コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照」





















1.5.2 レスポンス・ファイルを使用した自動インストールの方法

レスポンス・ファイルを作成し、それをOracle Universal Installerの起動時に指定することにより、Oracle Databaseのインストールの手順の一部またはすべてを自動化できます。これらの自動インストール方法は、類似構成のシステムに複数インストールを実行する必要がある場合に便利です。

レスポンス・ファイルを使用すると、必要な情報をすべて指定したかどうかによって、次のいずれかのモードでOracle Universal Installerを実行できます。

	
サイレント・モード: 必要な情報をすべて指定したレスポンス・ファイルを使用し、Oracle Universal Installerの起動時に-silentオプションを指定すると、Oracle Universal Installerはサイレント・モードで実行されます。Oracle Universal Installerの画面は表示されません。


	
レスポンス・ファイル・モード: レスポンス・ファイルに必要な情報を一部指定しない場合、Oracle Universal Installerはレスポンス・ファイル・モードで実行されます。




これらのモード、およびレスポンス・ファイルを使用したインストールの実行方法の詳細は、付録Cを参照してください。








1.6 ソフトウェアの更新オプション

ソフトウェアの更新機能を使用して、Oracleでの最新の更新(個別パッチの更新、クリティカル・パッチの更新、Oracle Universal Installerの更新、最新のパッチ・セット更新など)を動的にダウンロードし、適用します。この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)以降で使用できます。

My Oracle Supportの資格証明を入力して最新の更新をダウンロードするか、以前にダウンロードした更新を適用できます。または、-downloadUpdatesオプションを使用して更新を別途ダウンロードしておき、後で更新が保存された場所を指定してインストールの際に適用することもできます。




	
関連項目:

-downloadUpdatesオプションおよびインストールの際の動的なソフトウェア更新の適用の詳細は、Oracle Databaseソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。












1.7 Oracle Databaseのエディション

Oracle Database 11gのインストール時には、次のインストール・タイプから1つ選択できます。

	
Enterprise Edition: 「Standard Edition」を選択した場合にインストールされる全製品に加えて、ライセンス供与可能なOracle Databaseオプションとデータベース構成および管理ツールがインストールされます。また、データ・ウェアハウスおよびトランザクション処理で普及している製品もインストールされます。このオプションを使用すると、コンポーネント・リストのコンポーネントを個別に有効または無効にすることもできます。


	
Standard Edition: このインストール・タイプは、部門またはワークグループ・レベルのアプリケーションおよび中小企業(SME)向けのオプションです。コア・リレーショナル・データベース管理サービスおよびオプションを提供するように設計されています。管理ツール、完全分散、レプリケーション、Web機能およびビジネス集中型アプリケーション構築機能の統合セットがインストールされます。


	
Standard Edition One: このインストール・タイプは、部門またはワークグループ・レベルのアプリケーション、Webアプリケーション向けのオプションです。中小企業の単一インスタンス環境から、多くの部門に分散されている環境まで、Oracle Database Standard Edition Oneには、ビジネス集中型アプリケーションの構築に必要なすべての機能が備わっています。


	
Personal Edition: 「Enterprise Edition」インストール・タイプと同じソフトウェアをインストールしますが、Enterprise EditionおよびStandard Editionと完全互換が要求される単一のユーザー開発およびデプロイメント環境のみがサポートされます。Oracle RACは「Personal Edition」ではインストールされません。







	
関連項目:

	
Oracle Database Clientを別にインストールする必要があります。Oracle Databaseインストール時にインストールすることはできません。インストール手順は、Oracle Database Clientのインストレーション・ガイドを参照してください。


	
各Oracle Databaseエディションで使用可能な機能の詳細とライセンスの情報は、『Oracle Databaseライセンス情報』を参照してください。















	
注意:

	
インストール・プロセスはすべてのデータベース・エディションで同じです。


	
必ず有効なライセンスがある製品のみをインストールしてください。

















1.8 データベース構成オプション

インストール・プロセス中にOracleデータベースを作成できます。Oracleデータベースの作成を選択すると、Oracle Universal InstallerではOracle Database Configuration Assistantを使用してOracleデータベースを作成します。様々な異なるアプリケーション用に設計されている事前構成済データベース・タイプの1つを作成するか、事前構成済データベース・タイプの1つを変更するか、または自分の要件に適したカスタマイズ・データベースを作成できます。

この項では、次のデータベース構成オプションについて説明します。

	
事前構成済データベース・タイプ


	
データベースの作成に影響するインストールの選択


	
インストール後のデータベースの作成






1.8.1 事前構成済データベース・タイプ

Oracleでは、インストール時に作成またはカスタマイズできる次の事前構成済データベース・タイプを提供しています。

	
汎用目的、トランザクション処理


	
データ・ウェアハウス




これらの事前構成済データベース・タイプの説明は、Oracle Universal InstallerまたはOracle Database Configuration Assistantのオンライン・ヘルプを参照してください。






1.8.2 データベースの作成に影響するインストールの選択

Oracle Universal Installerは、インストール時の選択により、次の2通りのモードでOracle Database Configuration Assistantを実行します。

	
サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モード

「Enterprise Edition」、「Standard Edition」または「Personal Edition」のデータベース・エディションを選択した場合、事前構成済データベース・タイプを作成するよう選択してください。Oracle Universal Installerでは、選択したタイプのデータベースの作成に必要な最低限の情報がプロンプトで表示されます。この場合、ソフトウェアのインストール後に、Oracle Database Configuration Assistantがサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行され、データベースが作成されます。




	
注意:

以前にデータベースを作成していない場合、この方法を使用してデータベースを作成することをお薦めします。








	
対話モード

Oracle Universal Installerを使用してデータベースをインストールし、OracleホームからOracle Database Configuration Assistantを起動します。Oracle Database Configuration Assistantは対話モードで実行されます。Oracle Database Configuration Assistantの画面を使用すると、事前構成済データベース・タイプのうち1つを変更するか、データベースをカスタマイズできます。




	
注意:

この方法を選択してデータベースを作成する場合、Oracle Database Configuration Assistantの各画面で指定の必要な情報の説明を表示するには、その画面にある「ヘルプ」ボタンをクリックしてください。















1.8.3 インストール後のデータベースの作成

インストール時にデータベースを作成しない場合は、Oracle Database Configuration Assistantを使用してソフトウェアのインストール後にデータベースを1つ作成できます。




	
関連項目:

インストール後にOracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成する方法の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。














1.9 データベース記憶域オプション

インストール時にデータベースを作成するように選択した場合は、データベース・ファイルについて次の記憶域オプションを指定できます。

	
ファイル・システム


	
Oracle Automatic Storage Management







	
注意:

インストールの際、RAWデバイスにファイルをインストールするオプションは使用できません。ファイル・システムまたはOracle Automatic Storage Managementを使用する必要があります。









1.9.1 ファイル・システム

ファイル・システム・オプションを選択すると、Oracle Database Configuration Assistantにより、コンピュータ上のファイル・システムのディレクトリにデータベース・ファイルが作成されます。オペレーティング・システムまたはOracleソフトウェアで使用されるファイル・システムとは異なるファイル・システムを選択することをお薦めします。次のいずれかのファイル・システムを選択できます。

	
システムに物理的に接続されているディスク上のファイル・システム

論理ボリュームまたはRAIDデバイス以外の基本ディスクにデータベースを作成する場合は、Optimal Flexible Architecture(OFA)推奨事項に従い、データベース・ファイルを複数のディスクに分散させてください。


	
論理ボリューム・マネージャ(LVM)またはRAIDデバイス上のファイル・システム

LVMまたはRAID構成で複数のディスクを使用している場合は、Stripe-And-Mirror-Everything(SAME)方法論を使用してパフォーマンスと信頼性を高めることをお薦めします。この方法論を使用すると、データベース記憶域用に複数のファイル・システムのマウント・ポイントを指定する必要がなくなります。


	
動作保証されているネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスからマウントされたネットワーク・ファイル・システム(NFS)。Direct NFS機能の使用を選択することもできます。この機能を使用すると、NFS構成の管理が簡素化され、パフォーマンスも向上します。




	
関連項目:

Direct NFS機能の詳細は、「Direct NFSクライアント」を参照してください。







オラクル社によってNASデバイスが動作保証されている場合、これらにデータベース・ファイルを格納できます。




「詳細」データベース作成オプションを選択すると、新規データベースでOracle Managed Filesの機能を使用するように選択することもできます。この機能を使用すると、データベース・ファイルを作成または削除するときに、ファイル名ではなく、データベース・オブジェクト名を指定すれば実行できます。




	
関連項目:

Oracle Managed Filesの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。












1.9.2 Oracle Automatic Storage Management

Oracle Automatic Storage Managementは、高パフォーマンスのストレージ管理ソリューションです。Oracle Databaseファイルでは、データベースの作成やレイアウトおよびディスク領域の管理など、動的なデータベース環境の管理作業を簡素化します。

Oracle Automatic Storage Managementは、単一データベース・インストール環境、複数データベース・インストール環境、およびOracle RAC環境で使用できます。また、Oracle Database 10gリリース1(10.1.0.3以上)で作成されたデータベースで使用できます。ただし、Oracle Database 11gリリース2 (11.2)のデータベースでは、Oracle Database 11gリリース2 (11.2)以上のOracle Automatic Storage Managementを使用する必要があります。Oracle Automatic Storage Managementは、Oracle Grid Infrastructureのインストールの一部としてインストールされます。Oracle Automatic Storage Managementを使用する場合は、データベースのインストールおよび作成を行う前に、Oracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。Oracle Automatic Storage Managementの既存のインストールをアップグレードするには、Oracle Grid Infrastructureのアップグレードを実行してOracle Automatic Storage Managementをアップグレードする必要があります。




	
関連項目:

Oracle Grid Infrastructureソフトウェアのインストールの詳細は、第3章「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure」を参照してください







Oracle Automatic Storage Managementでは、REDOログ、制御ファイル、データ・ポンプ・エクスポート・ファイルなど、すべてのデータベース・ファイルの記憶域が管理されます。Oracle Automatic Storage Managementでは、Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイルシステムを使用してファイル・システムを作成することで、Oracle Databaseの実行可能バイナリ・ファイルおよび他のデータベース以外のファイルを管理できます。Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイルシステムがクラスタ対応でも、単一のインスタンス・データベースでファイル・システムとして機能します。

Oracle Automatic Storage Managementを使用するため、ストライプ化およびミラー化を考慮して、パーティション化したディスクをOracleに割り当てます。Oracle Automatic Storage Managementでディスク領域が管理されるため、論理ボリューム・マネージャ(LVM)のような従来のディスク管理ツール、ファイル・システムおよび両者の管理に必要となる数多くのコマンドが不要になります。Oracle Automatic Storage Managementとデータベース・インスタンスとの同期化は、Oracle Cluster Synchronization Services(CSS)により処理されます。




	
関連項目:

Oracle Automatic Storage Management Cluster File Systemの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。








1.9.2.1 Oracle Automatic Storage Managementのコンポーネント

Oracle Automatic Storage Managementでは次のコンポーネントを使用します。

	
Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループ


	
Oracle Automatic Storage Managementインスタンス





Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループ

ディスク・グループとは、Oracle Automatic Storage Managementにより1つのユニットとして管理されるディスク・デバイスの集合です。各ディスク・デバイスには、個別の物理ディスク、RAIDストレージ・アレイや論理ボリュームなどの複数のディスク・デバイス、または物理ディスク上のパーティションを使用できます。ただし、ほとんどの場合、ディスク・グループは1つ以上の個別物理ディスクで構成されます。Oracle Automatic Storage Managementでディスク・グループ内のI/Oと記憶域のバランスを適切に調整できるように、ディスク・グループ内のすべてのデバイスの記憶容量とパフォーマンスが、完全に同じでなくとも類似していることを確認する必要があります。

Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループ・テンプレートを使用すると、ディスク・グループ内の個別ファイル・タイプの冗長性属性およびストライプ化属性を設定できます。ディスク・グループを作成すると、Oracle Automatic Storage Managementにより、そのディスク・グループ用に一連のデフォルト・テンプレートが作成されます。デフォルトのテンプレート設定は、ディスク・グループのタイプに応じて異なります。たとえば、標準の冗長性のディスク・グループの場合、制御ファイルのデフォルト・テンプレートは3方向ミラー化に設定されます。その他のファイル・テンプレートはすべて双方向でミラー化されます。高冗長性ディスク・グループの場合、デフォルトのミラー化を変更できません。つまり、高冗長性ディスク・グループでは、すべてのファイルが常に3方向でミラー化されます。デフォルト・テンプレートは、サイト固有の要件に合せて変更できます。詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Automatic Storage Managementはディスク・グループのデバイスすべてにデータを均等に分散させて、パフォーマンスと使用率を最適化します。データベースを停止せずに、ディスク・グループにディスク・デバイスを追加または削除できます。ディスクを追加または削除すると、Oracle Automatic Storage Managementによりディスク・グループ内の各データファイルのバランスが再調整されます。複数のディスク・グループを作成し、日常のファイル格納アクティビティに加えて、バックアップおよびリカバリ操作のような特定のタスクを処理できます。

ディスク・グループにデバイスを追加するときに、そのデバイスの障害グループを指定できます。障害グループにより、同じコントローラに接続されているデバイスなど、共通の障害特性を持つディスク・デバイスが識別されます。コントローラに障害が発生すると、そこに接続されているデバイスがすべて使用不可能になります。デフォルトでは、各デバイスはそれぞれの障害グループにも属しています。Oracle Automatic Storage Managementでは、指定の障害グループを使用してデータをディスク・グループ内のデバイス間に分散し、コンポーネント障害によるデータ消失の危険性を最小限に抑えることができます。


Oracle Automatic Storage Managementインスタンス

Oracle Automatic Storage Managementインスタンスは、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループを管理する特殊なOracleインスタンスです。Oracle Automatic Storage ManagementインスタンスおよびASMSNMPアカウントは、Oracle Grid Infrastructureホームの一部として作成されます。Oracle Enterprise Managerでは、このアカウントを使用してOracle ASMインスタンスが監視され、Oracle ASM関連のデータ・ディクショナリ・ビューからデータが取得されます。ASMSNMPアカウントは、作成時にステータスがOPENに設定され、SYSDBA権限が付与されます。

Oracle ASMインスタンスは、ホストで実行されているデータベース・インスタンス数に関係なく各ホストに1つのみです。




	
関連項目:

	
「手順3: Oracle Automatic Storage Managementのディスクの手動による構成」


	
ASMSNMPユーザーの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のOracle Enterprise ManagerによるOracle ASMユーザーの管理に関する項を参照してください。





















1.10 データベース管理オプション

データベース管理を容易にするために、OracleではOracle Enterprise Managerと呼ばれるWebベースの管理ツールが提供されています。

Oracle Enterprise Managerは、2通りの方法によりデプロイできます。

	
Oracle Enterprise Managerを環境の中心にデプロイ。

Oracle Enterprise Managerを中心にデプロイするには、1つ以上のOracle Management Repositoryと1つのOracle Management Serviceを自分の環境にインストールした後、すべてのコンピュータにOracle Enterprise Management Agentをインストールする必要があります。その後、単一のHTMLインタフェースを使用して、それらの全システムのソフトウェア・ターゲットおよびハードウェア・ターゲットを管理および監視できます。ターゲットには、Oracleデータベース、アプリケーション・サーバー、Netリスナーおよびサード・パーティのソフトウェアを含めることができます。この単一のインタフェースは、Oracle Enterprise Manager Grid Control(または簡単にGrid Control)と呼ばれています。




	
注意:

	
Oracle Enterprise Managerは、Oracle Enterprise Manager Grid Controlインストール・メディアで別に提供されています。


	
最新の動作保証の詳細は、次のURLからMy Oracle SupportのNote 412431.1(Oracle Enterprise Manager Grid Controlの動作保証チェッカー)を参照してください。


https://support.oracle.com/













	
Oracle Enterprise Manager Database Controlをデータベース・システム上にローカルにデプロイ。

Oracle Enterprise Manager Database Controlソフトウェアは、Oracle Databaseのインストール時にデフォルトでインストールされます。このローカルでのインストールにより、Oracle Enterprise Manager Database Controlと呼ばれるWebベース・インタフェースが提供されます。Database Controlは、Grid Controlの機能と類似していますが、Database Controlの場合は単一のデータベースのみを管理できます。このシステム上で複数のデータベースを管理する場合は、データベースごとに別のDatabase Controlを構成するか、またはOracle Enterprise Manager 11g Grid Controlをインストールする必要があります。







	
関連項目:

Oracle Enterprise Managerの詳細は、『Oracle Enterprise Manager概要』および『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』を参照してください。







この章の内容は次のとおりです。

	
事前構成済データベースの管理オプション


	
カスタム・データベースの管理オプション


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlで使用できる機能






1.10.1 事前構成済データベースの管理オプション

インストール時に事前構成済データベースを作成する場合は、データベースを管理するためのOracle Enterprise Managerインタフェースを選択する必要があります。次のオプションを使用できます。

	
中央データベース管理にGrid Controlを使用。

このオプションは、Oracle Management Agentがシステム上にインストールされている場合にのみ使用できます。Oracle Universal Installerにより、システム上でOracle Management Agentが検出された場合は、このオプションを選択して、データベースを管理するためのOracle Management Serviceを指定できます。

Oracle Management Agentがインストールされていない場合、データベースの管理にDatabase Controlを使用する必要があります。しかし、Oracle Databaseのインストール後にOracle Management Agentをインストールする場合には、このデータベースの管理にGrid Controlを使用できます。


	
ローカル・データベース管理にDatabase Controlを使用。

このオプションは、Oracle Management Agentがシステム上にインストールされていない場合に、デフォルトで選択されます。ただし、Management Agentがインストールされている場合でも、Database Controlを構成してデータベースを管理できます。









1.10.2 カスタム・データベースの管理オプション

Oracle Universal Installerを使用してデータベースをインストールし、OracleホームからOracle Database Configuration Assistantを起動します。Oracle Database Configuration Assistantは対話モードで実行されます。Oracle Database Configuration Assistantの画面では、データベースを管理するOracle Enterprise Managerインタフェースを指定できます。または、Enterprise Managerを使用してデータベースを構成しないことを選択できます。

インストール時にEnterprise Managerを使用するようにデータベースを構成することをお薦めします。ただし、インストール時にEnterprise Managerを使用するようデータベースを構成しないことを選択した場合は、インストール後にOracle Database Configuration Assistantを使用して、Enterprise Managerを使用するようにデータベースを構成できます。






1.10.3 Oracle Enterprise Manager Database Controlで使用できる機能

Oracle Enterprise Manager Database Controlは、Oracle Databaseとともにデフォルトでインストールされ、Oracleデータベースの監視、管理および保守に使用できるWebベースのユーザー・インタフェースが提供されます。これを使用して、すべてのデータベース管理タスクを実行できます。また、データベースに関する情報の確定にも使用できます。

	
インスタンス名、データベースのバージョン、Oracleホームの位置、メディア・リカバリ・オプションおよびその他のインスタンス・データ


	
現行のインスタンスの可用性


	
データベース・アラート情報


	
セキュリティ・アラートの自動通知


	
パッチ適用機能


	
セッションおよびSQL関連のパフォーマンス情報


	
領域使用メトリック











1.11 データベース・バックアップおよびリカバリ・オプション

インストール時にOracle Enterprise Manager Database Controlを使用する場合は、オプションでオラクル社推奨のデフォルト・バックアップ方法を使用する自動データベース・バックアップを有効にできます。

インストール時に自動バックアップを有効にする必要はありません。Oracle Enterprise Manager Database ControlまたはGrid Controlを使用して、ソフトウェアをインストールしてデータベースを作成した後に自動バックアップを構成できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
自動バックアップの有効化


	
バックアップ・ジョブのデフォルト設定







	
関連項目:

	
Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用した自動バックアップの構成やカスタマイズ、またはバックアップしたデータベースのリカバリの詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
バックアップ方法の定義と、Oracleデータベースのバックアップおよびリカバリの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。














1.11.1 自動バックアップの有効化

自動バックアップを有効にすると、Oracle Enterprise Managerでは、高速リカバリ領域と呼ばれるディスク上の記憶域にすべてのデータベース・ファイルをバックアップするOracle Database Recovery Manager(RMAN)を使用して、日常的なバックアップ・ジョブがスケジュールされます。高速リカバリ領域のサイズは、バックアップが必要なデータベースのサイズによって決まります。バックアップ・ジョブの初回実行時には、データベースの全体バックアップが作成されます。その後のバックアップ・ジョブでは、増分バックアップが実行され、先行する24時間におけるどの時点の状態にもデータベースをリカバリできます。オンライン・バックアップを作成する場合は、ARCHIVELOGモードでバックアップ・ジョブを実行する必要があります。

自動バックアップ・ジョブをインストール時に有効にするには、次の情報を指定する必要があります。

	
高速リカバリ領域の場所

高速リカバリ領域には、ファイル・システム・ディレクトリまたはOracle Automatic Storage Managementディスク・グループのいずれかを使用できます。高速リカバリ領域に構成されるデフォルトのディスク割当て制限は、2GBです。Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループでは、必要なディスク領域は選択するディスク・グループの冗長性レベルにより決定します。高速リカバリ領域の場所を選択する方法およびそのディスク領域要件の詳細は、第2章を参照してください。


	
バックアップ・ジョブのオペレーティング・システムのユーザー名およびパスワード

Oracle Enterprise Managerでは、バックアップ・ジョブの実行時に指定するオペレーティング・システムの接続情報が使用されています。指定するユーザー名は、データベース管理者を識別するWindowsグループ(ORA_DBAグループ)に属している必要があります。このユーザーは、Logon As A Batch Job権限も備えている必要があります。









1.11.2 バックアップ・ジョブのデフォルト設定

インストール時に事前構成済データベースの1つを選択した後に自動バックアップを有効にすると、自動バックアップは次のデフォルト設定で構成されます。

	
バックアップ・ジョブは毎晩午前2時に実行されるようにスケジュールされます。


	
高速リカバリ領域のディスク割当て制限は、2GBです。




インストール時またはインストール後のいずれかの時点で、Oracle Database Configuration Assistantを使用して自動バックアップを有効にすると、様々なバックアップ・ジョブの開始時間および様々な高速リカバリ領域のディスク割当て制限を指定できます。








1.12 電子メール通知オプション

Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用するようにインストール時に選択した場合は、特定のイベントが発生した場合に電子メールを送信するようにEnterprise Managerを構成できます。これらのイベントには、ディスク領域のクリティカル制限(しきい値)への到達、またはデータベースの予期しない停止などの状態変化を含めることができます。

電子メール通知を有効にする場合は、次の情報を指定する必要があります。

	
Simple Mail Transport Protocol(SMTP)サーバーのホスト名。


	
アラートを受信する電子メール・アドレス。

電子メール・アドレスには、個人のアドレス、共有電子メール・アカウントまたは配布リストを指定できます。




Enterprise Manager Database Controlを使用すると、データベースの作成後に電子メール通知を設定、変更またはカスタマイズできます。




	
注意:

電子メール通知を有効にするオプションは、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)以降使用できません。












1.13 アップグレードの考慮事項

Oracle Database 11gリリース2(11.2)は、新しいOracleホーム・ディレクトリにインストールすることをお薦めします。以前にインストールしたOracle8iまたはOracle9iコンポーネントが格納されているOracleホーム・ディレクトリに、Oracle Database 11gリリース2(11.2)をインストールする必要がある場合は、新規インストールの開始前にOracle Universal Installerを使用してこれらのコンポーネントを削除してください。

既存のデータベースのアップグレードを決定する前に、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。サポートされているアップグレード・パスおよびアップグレード手順については、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。ただし、ここでは『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』の手順を実行する前に把握しておく必要のあるWindows固有の問題について説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
データベースのアップグレード前のオペレーティング・システムのアップグレード


	
Oracle Grid InfrastructureとともにインストールされるOracle Automatic Storage Management


	
夏時間のアップグレード


	
クライアントおよびアプリケーション・ソフトウェア・インストールのポリシー


	
データベースのダウングレード






1.13.1 データベースのアップグレード前のオペレーティング・システムのアップグレード

新しいリリースのOracle Databaseにアップグレードする場合、オペレーティング・システム要件が変更されている可能性があります。必要に応じて、Oracle Databaseをアップグレードする前にオペレーティング・システムをアップグレードします。サポートされているオペレーティング・システムの一覧については、第2章「Oracle Databaseのインストール前の要件」を参照してください。

オペレーティング・システムをアップグレードしてからデータベースのアップグレードを実行するには、次のいずれかの手順を実行します。

	
オペレーティング・システムのアップグレード


	
新しいコンピュータへの移行






1.13.1.1 オペレーティング・システムのアップグレード

オペレーティング・システムをアップグレードします。次に、手動またはOracle Database Upgrade Assistantでデータベースをアップグレードします。






1.13.1.2 新しいコンピュータへの移行

次のいずれかの方法を使用して、新しいコンピュータに移行します。

	
新しいコンピュータでデータベースをアップグレードするには、次のようにします。

	
前のオペレーティング・システムを実行しているコンピュータから、サポートされているオペレーティング・システムを実行しているコンピュータに、データベース・ファイルをコピーします。


	
サポートされているオペレーティング・システムを実行しているコンピュータに制御ファイルを再作成します。


	
『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』に説明されている方法を使用して、データベースを手動でアップグレードします。







	
注意:

この方法では、Oracle Database Upgrade Assistantは使用できません。ただし、前のデータベースに戻す処理は容易になります。








	
また、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』に説明されている、エクスポート/インポート・ユーティリティの方法を使用して、データベースをアップグレードすることも可能です。




	
関連項目:

現在のデータベース・リリースのアップグレード方法の詳細は、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』のOracle Databaseをアップグレードする場合にサポートされるアップグレード・パスに関する項の表を参照してください。

















1.13.2 Oracle Grid InfrastructureとともにインストールされるOracle Automatic Storage Management

以前のリリースでは、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)は、Oracle Databaseのインストールの一環としてインストールされました。Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、Oracle Automatic Storage Managementは、クラスタ用またはスタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールに含まれます。

Oracle Automatic Storage Managementの既存のインストールをアップグレードするには、Oracle Grid Infrastructureのアップグレードを実行してOracle Automatic Storage Managementをアップグレードする必要があります。Oracle Automatic Storage Managementをインストールしておらず、Oracle Automatic Storage Managementを記憶域オプションとして使用する場合は、Oracle Grid Infrastructureのインストールを完了した後にOracle Databaseのインストールを開始する必要があります。




	
関連項目:

『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』












1.13.3 夏時間のアップグレード

夏時間のアップグレードの詳細は、「タイムゾーン付きタイムスタンプ・データ型の夏時間のアップグレード」を参照してください。






1.13.4 クライアントおよびアプリケーション・ソフトウェア・インストールのポリシー

11gリリース2(11.2)にOracle Databaseをアップグレードする場合、クライアント・ソフトウェアもOracle Database 11gリリース2(11.2)にアップグレードすることをお薦めします。サーバーとクライアント・ソフトウェアを同じリリース番号で維持することによって、アプリケーションの安定性が最大限に確保されます。また、最新のOracleクライアント・ソフトウェアでは、前のリリースにはなかった機能性が追加され、パフォーマンスが向上しています。






1.13.5 データベースのダウングレード

ワード・サイズの変更の手順も含め、データベースのダウングレード手順については、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。













 
2 Oracle Databaseのインストール前の要件

この章では、Oracle Universal Installerを起動する前に完了しておく必要がある作業について説明します。

このマニュアルには、Oracle Database 11gリリース2 (11.2)をインストールするために必要な情報が含まれています。Oracle Database 11gをインストールするプラットフォームに関連した情報を必ず確認してください。




	
注意:

	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle Restartを使用するには、データベースのインストールおよび作成を行う前に、まず、Oracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。そうでない場合は、データベースを手動でOracle Restartに登録する必要があります。「既存データベース用のOracle Grid Infrastructureのインストール」を参照してください。


	
また、データベースのインストール前の作業を続行する前に、「Oracle Grid Infrastructureのインストール要件」を参照してください。












内容は次のとおりです。

	
Oracle Databaseのハードウェア要件


	
Oracle Databaseのソフトウェア要件


	
Windowsの動作保証およびWebブラウザのサポート


	
オペレーティング・システムの一般的なセキュリティの措置の確認


	
ホスト名解決の確認


	
ネットワーク設定の確認


	
個々のコンポーネントの要件






2.1 Oracle Databaseのハードウェア要件

この項では、ハードウェア・コンポーネントおよびハードディスク領域の要件について説明します。

	
Windows(32-bit)のハードウェア・コンポーネントの要件


	
Windows x64のハードウェア・コンポーネントの要件


	
ハードディスク領域の要件


	
ハードウェア要件の確認






2.1.1 Windows(32-bit)のハードウェア・コンポーネントの要件

次の表では、Windows(32-bit)のOracle Databaseで必須のハードウェア・コンポーネントを示します。


表2-1 Windows(32-bit)のハードウェア要件

	要件	値
	
システム・アーキテクチャ

	
プロセッサ: Intel(x86)、AMD64、Intel EM64T

注意: Oracle Database for Windowsには、32ビット(Windows x86)および64ビット(Windows x64)のバージョンがあります。


	
物理メモリー(RAM)

	
1GB(最小)

Windows 7、Windows 8、Windows 8.1では、2GB以上


	
仮想メモリー

	
	
物理メモリーが2GBから16GBの間の場合、仮想メモリーはRAMのサイズの1倍に設定します。


	
物理メモリーが16GBを超える場合、仮想メモリーを16GBに設定します。





	
ディスク領域

	
「標準インストール」タイプ合計: 5.35GB

「拡張インストール」タイプ合計: 4.89GB

詳細は、表2-3を参照。


	
ビデオ・アダプタ

	
256色


	
画面解像度

	
1024 X 768以上











	
関連項目:

	
「Oracleデータファイルおよびリカバリ・ファイルのディスク記憶域の構成」


	
「Oracleデータファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成」


	
「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」


	
「最小のメモリー要件でのインストール」

















2.1.2 Windows x64のハードウェア・コンポーネントの要件

次の表では、Windows x64のOracle Databaseで必須のハードウェア・コンポーネントを示します。


表2-2 Windows x64のハードウェア要件

	要件	値
	
システム・アーキテクチャ

	
プロセッサ: AMD64およびIntel EM64T

注意: Oracle Database for Windowsには、32ビット(Windows x86)および64ビット(Windows x64)のバージョンがあります。


	
物理メモリー(RAM)

	
1GB(最小)

Windows 7、Windows 8、Windows 8.1では、2GB以上


	
仮想メモリー

	
	
物理メモリーが2GBから16GBの間の場合、仮想メモリーはRAMのサイズの1倍に設定します。


	
物理メモリーが16GBを超える場合、仮想メモリーを16GBに設定します。





	
ディスク領域

	
「標準インストール」タイプ合計: 5.39GB

「拡張インストール」タイプ合計: 5.89GB

詳細は、表2-4を参照。


	
Windows x64プロセッサ

	
最小550MHz


	
ビデオ・アダプタ

	
256色


	
画面解像度

	
1024 X 768以上











	
関連項目:

	
「Oracleデータファイルおよびリカバリ・ファイルのディスク記憶域の構成」


	
「Oracleデータファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成」


	
「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」


	
「最小のメモリー要件でのインストール」

















2.1.3 ハードディスク領域の要件

このセクションでは、NT File System(NTFS)を使用するWindowsプラットフォームのシステム要件を示します。Oracleデータベース・ホーム(Oracleデータベース・バイナリ、トレース・ファイルなど)をOracle ACFSまたはNTFSにインストールすることを強くお薦めします(Oracle ACFSを使用する場合は、データベース・ファイル自体をOracle ASMに置く必要があり、それ以外の場合は、NTFSに置くことができます)。これらのファイルのセキュリティのため、Oracle ACFSおよびOracle ASMまたはNTFSを、FAT32のかわりに使用することをお薦めします。

この項で示すNTFSのシステム要件は、Oracle Universal Installerのサマリー・ウィンドウで報告されるハードディスクの値より正確です。サマリー・ウィンドウには、ディスク領域、データベースの作成に必要な領域、またはハード・ドライブで展開される圧縮ファイルのサイズの正確な値は表示されません。

Oracle Databaseコンポーネントのハードディスク要件には、オペレーティング・システムがインストールされているパーティションにJava Runtime Environment(JRE)およびOracle Universal Installerをインストールするために32MBが含まれます。 十分な領域が検出されない場合、インストールは失敗し、エラー・メッセージが表示されます。

表2-3に、Windows(32-bit)のNTFSでのディスク領域要件を示します。

表2-4に、Windows x64のNTFSでのディスク領域要件を示します。初期データベースの場合、必要なディスク領域は720MBです。

この表の数値には、初期データベースが含まれています。FAT32の場合、必要な領域は若干大きくなります。


表2-3 NTFSのWindows(32-bit)のディスク領域要件

	インストール・タイプ	TEMP領域	SYSTEM_DRIVE:\ Program Files\Oracle	Oracleホーム	データファイル *	合計
	
標準インストール

	
500MB

	
4.0MB

	
3.6GB

	
1.9GB

	
5.99GB


	
拡張インストール: すべてのエディション

	
500MB

	
4.0MB

	
3.6GB **

	
1.9GB **

	
5.99GB **









表2-4 NTFSのWindows x64のディスク領域要件

	インストール・タイプ	TEMP領域	SYSTEM_DRIVE:\ Program Files\Oracle	Oracleホーム	データファイル *	合計
	
標準インストール

	
500MB

	
4.0MB

	
3.80GB

	
1.9GB

	
6.22GB


	
拡張インストール: すべてのエディション

	
500MB

	
4.55MB

	
3.80GB **

	
1.9GB **

	
6.22GB **








* ORACLE_BASEディレクトリ内のadmin、cfgtoollogs、flash_recovery_areaおよびoradataディレクトリの内容を指します。

** このサイズは、選択したインストール・オプション(言語や追加コンポーネントなど)によって値が大きくなる場合があります。自動バックアップを有効にしてOracle Databaseをインストールする場合、データファイルのディスク領域用に2GB以上を追加してください。




	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「NTFSファイル・システムとWindowsレジストリの権限」












2.1.4 ハードウェア要件の確認

システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

	
物理RAMサイズを確認します。

たとえば、Windows Server 2003のコンピュータの場合、Windowsのコントロール パネルの「システム」をダブルクリックして、「全般」タブをクリックします。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、Windowsのコントロール パネルの「システムとセキュリティ」をクリックして、「システム」をクリックします。

システムにインストールされている物理RAMのサイズが必要サイズより小さい場合は、先に進む前にメモリーを増設する必要があります。


	
構成済の仮想メモリーのサイズ(ページング・ファイル・サイズ)を確認します。

たとえば、Windows 2003を使用するコンピュータの場合、「システム」をダブルクリックし、「詳細設定」タブをクリックし、「パフォーマンス」セクションの「設定」をクリックします。次に、「詳細設定」タブをクリックします。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「システムとセキュリティ」をクリックし、「システム」をクリックして、「システムの詳細設定」をクリックし、「システムのプロパティ」ページで「詳細」タブをクリックし、「パフォーマンス」セクションの「設定」をクリックします。次に、「パフォーマンス オプション」ページで「詳細」タブを選択します。

「仮想メモリ」セクションに仮想メモリーが表示されます。

追加の仮想メモリーを構成する方法は、必要に応じてオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。


	
システムの空きディスク領域量を確認します。

たとえば、Windows 2003を使用するコンピュータの場合、「マイ コンピュータ」をダブルクリックし、Oracleソフトウェアをインストールするドライブを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「マイ コンピュータ」を右クリックして、「開く」をクリックします。


	
tempディレクトリ内の使用可能なディスク領域の量を確認します。これは、空きディスク領域の合計容量からOracleソフトウェアをインストールするために必要な容量を引いた値になります。

Windows 32-bitの場合、tempディレクトリで使用可能なディスク領域が500MB未満の場合は、不要なファイルをすべて削除します。それでもtempディスク領域が500MB未満の場合は、TEMPまたはTMP環境変数が別のハード・ドライブの場所を指すように設定します。

Windows x64では、tempディレクトリで使用可能なディスク領域が500MB未満の場合は、まず不要なファイルをすべて削除します。それでもtempディスク領域が125MB未満の場合は、TEMPまたはTMP環境変数が別のハード・ドライブの場所を指すように設定します。

たとえば、Windows Server 2003のコンピュータで環境変数を変更するには、「システム」をダブルクリックし、「詳細設定」タブをクリックして、「環境変数」をクリックします。

Windows Server 2008 R2のコンピュータの場合、「システムとセキュリティ」をクリックし、「システム」をクリックして、「システムの詳細設定」をクリックし、「システムのプロパティ」ページで「詳細」タブをクリックし、「環境変数」をクリックします。











2.2 Oracle Databaseのソフトウェア要件

表2-5に、Windows(32-bit)上のOracle Databaseのソフトウェア要件を示します。

表2-6に、Windows x64上のOracle Databaseのソフトウェア要件を示します。


表2-5 Windows(32-bit)のソフトウェア要件

	要件	値
	
オペレーティング・システム

	
32ビットWindows対応のOracle Databaseは、次のオペレーティング・システムでサポートされています。

	
Windows Server 2003 - すべてのエディション


	
Windows Server 2003 R2 - すべてのエディション


	
Windows XP Professional


	
Windows Vista - Business、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows Server 2008 - Standard、Enterprise、DatacenterおよびWebエディション。


	
Windows 7 - Professional、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows 8 - ProおよびEnterpriseエディション


	
Windows 8.1 - ProおよびEnterpriseエディション




Windows Multilingual User Interface Packがサポートされています。

サーバー・コア・オプションは、すべてのWindows Serverオペレーティング・システムでサポートされていません。

注意: Hyper-Vサポートの詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1563794.1


関連項目: 最新のシステム要件へのアクセス方法は、「ハードウェアおよびソフトウェアの動作保証」を参照してください。


	
コンパイラ

	
Pro*COBOLは、Net Express 5.0でテストおよび動作保証されています。

次のコンポーネントは、Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0、Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0およびIntel 10.1 Cの各コンパイラでサポートされています。

	
Oracle Call Interface


	
外部コールアウト


	
Pro*C/C++


	
XDK




Oracle C++ Call Interfaceは、次のコンパイラでサポートされています。

	
Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0


	
Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0 - OCCIライブラリは、ORACLE_HOME\oci\lib\msvc\vc9にインストールされています。OCCIアプリケーションをMSVC++ 9.0で開発する場合、リンクや実行用にこのディレクトリのOCCIライブラリが正しく選択されていることを確認します。


	
Intel 10.1 C++ compilerとMicrosoft Visual C++ .NET 2005 STL。





	
ネットワーク・プロトコル

	
Oracle Net foundationレイヤーでは、Oracle Protocol Supportを使用して、業界標準の次のネットワーク・プロトコルと通信します。

	
TCP/IP


	
SSL付きTCP/IP


	
Named Pipes














	
関連項目:

	
「リモート・デスクトップ・サービス」













表2-6 Windows x64のソフトウェア要件

	要件	値
	
オペレーティング・システム

	
Oracle Database for Windows x64は、次のオペレーティング・システムでサポートされています。

	
Windows Server 2003 - すべてのx64エディション


	
Windows Server 2003 R2 - すべてのx64エディション


	
Windows XP Professional x64エディション


	
Windows Vista x64 - Business、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows Server 2008 x64 - Standard、Enterprise、DatacenterおよびWebエディション


	
Windows Server 2008 R2 x64 - Standard、Enterprise、Datacenter、WebおよびFoundationエディション


	
Windows 7 x64 - Professional、EnterpriseおよびUltimateエディション


	
Windows 8 x64 - ProおよびEnterpriseエディション


	
Windows 8.1 x64 - ProおよびEnterpriseエディション




注意: Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)以降、Oracle Databaseでは、Standard、Datacenter、EssentialsおよびFoundationエディションでWindows Server 2012 x64およびWindows Server 2012 R2 x64がサポートされています。Windows Server 2012 R2 x64には、Windows Databaseバンドル・パッチ11.2.0.4.14以上が必要となります。

注意: Windows Multilingual User Interface Packがサポートされています。

注意: サーバー・コア・オプションは、すべてのWindows Serverオペレーティング・システムではサポートされていません。

関連項目: Hyper-Vサポートの詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1563794.1


関連項目: 最新のシステム要件へのアクセス方法は、「ハードウェアおよびソフトウェアの動作保証」を参照してください。


	
コンパイラ

	
Pro*COBOLは、Net Express 5.0でテストおよび動作保証されています。

次のコンポーネントは、Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0、Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0およびIntel 10.1 Cの各コンパイラでサポートされています。

	
Oracle Call Interface


	
外部コールアウト


	
Pro*C/C++


	
XDK




Oracle C++ Call Interfaceは、次のコンパイラでサポートされています。

	
Microsoft Visual C++ .NET 2005 8.0


	
Microsoft Visual C++ .NET 2008 9.0 - OCCIライブラリは、ORACLE_HOME\oci\lib\msvc\vc9にインストールされています。OCCIアプリケーションをMSVC++ 9.0で開発する場合、リンクや実行用にこのディレクトリのOCCIライブラリが正しく選択されていることを確認します。


	
Intel 10.1 C++ compilerとMicrosoft Visual C++ .NET 2005 STL。





	
ネットワーク・プロトコル

	
Oracle Net foundationレイヤーでは、Oracle Protocol Supportを使用して、業界標準の次のネットワーク・プロトコルと通信します。

	
TCP/IP


	
SSL付きTCP/IP


	
Named Pipes














	
関連項目:

	
「リモート・デスクトップ・サービス」

















2.3 Windowsの動作保証およびWebブラウザのサポート

動作保証について次の各項で説明します。

	
リモート・デスクトップ・サービス


	
Webブラウザのサポート


	
デフォルトの共有構成要件






2.3.1 リモート・デスクトップ・サービス

Oracleでは、リモート・デスクトップ・サービス(以前のWindowsのターミナル・サービス)を介してOracle Databaseのインストール、構成および実行がサポートされます。Oracle Databaseをインストールする場合、あらゆる構成ツールをサーバーのTerminal Serverコンソール・セッションから(mstsc/consoleを使用して)開始することをお薦めします。

プラットフォーム固有のサポート情報は、次のとおりです。

	
Windows Server 2003およびWindows Server 2003 R2: 管理者モードまたはターミナル・サーバー・モードのリモート・デスクトップでターミナル・サービスを使用するようにWindows Server 2003およびWindows Server 2003 R2を構成できます。


	
Windowsクライアント・オペレーティング・システム: リモート・デスクトップを使用できるのは、単一ユーザー・モードの場合のみです。


	
Windows Server 2008以上: 複数のリモート・デスクトップ・セッションを持つことができます。







	
関連項目:

	
リモート・デスクトップ・サービスの詳細は、次のURLのMicrosoftのホームページを参照してください。

http://www.microsoft.com/


	
最新のターミナル・サービスおよびリモート・デスクトップの情報は、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のWebサイトを参照してください。

https://support.oracle.com/
















2.3.2 Oracle Services for Microsoft Transaction Server

Windows Vistaで実行するOracle Services for Microsoft Transaction Serverは、最低Service Pack 1以上が必要です。






2.3.3 Webブラウザのサポート

Oracle Databaseのインストールには、Webブラウザは不要です。ただし、ドキュメントにアクセスしたり、Oracle Enterprise Manager Database ControlおよびOracle Application Expressを使用するには、Webブラウザが必要です。WebブラウザがJavaScriptおよびHTML 4.0標準とCSS 1.0標準をサポートしている必要があります。

Oracle Enterprise Managerでは次のブラウザをサポートしています。

	
Netscape Navigator 8.1


	
Netscape Navigator 9.0


	
Microsoft Internet Explorer 10.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.3以上をサポート)


	
Microsoft Internet Explorer 9.0


	
Microsoft Internet Explorer 8.0


	
Microsoft Internet Explorer 7.0 SP1


	
Microsoft Internet Explorer 6.0 SP2


	
Firefox 21.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Firefox 17.0.6 ESR (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Firefox 3.6


	
Firefox 3.5


	
Firefox 3.0.7


	
Firefox 2.0


	
Safari 4.0.x


	
Safari 3.2


	
Safari 3.1


	
Google Chrome 27.0 (Oracle Enterprise Manager Database Control 11.2.0.4をサポート)


	
Google Chrome 4.0


	
Google Chrome 3.0







	
関連項目:

Oracle Application Expressでサポートされるブラウザの一覧については、『Oracle Application Expressインストレーション・ガイド』を参照してください。












2.3.4 デフォルトの共有構成要件

Oracle Databaseのインストール中の前提条件チェックでは、コンピュータのシステム・ドライブにデフォルト共有が構成されている必要があります。net useコマンドを使用して、たとえば次のように検証します。


C:\> net use \\hostname\c$
The command completed successfully


現在のユーザー、つまり管理者グループのユーザーにデフォルト共有のすべての権限が付与されていることを確認してください。








2.4 オペレーティング・システムの一般的なセキュリティの措置の確認

セキュアなオペレーティング・システムは、一般的なシステム・セキュリティの重要な基本です。オペレーティング・システムのデプロイメントが、オペレーティング・システム・ベンダーのセキュリティ・ガイドに記載されている一般的なセキュリティの措置に準拠していることを確認してください。






2.5 ホスト名解決の確認

通常、Oracle Databaseをインストールするコンピュータはネットワークに接続されています。ドメイン・ネーム・システム(DNS)、ネットワーク情報サービス(NIS)、または集中管理されているTCP/IPホスト・ファイル(/etc/hostsなど)を介して、コンピュータのホスト名が解決可能であることを確認してください。コンピュータのホスト名が解決可能かどうかを確認するには、pingコマンドを使用します。次に例を示します。


ping myhostname
pinging myhostname.example.com [192.0.2.2] with 32 bytes of data:
Reply from 192.0.2.2: bytes=32 time=138ms TTL=56


コンピュータのホスト名が解決されない場合は、システム管理者に問い合せてください。






2.6 ネットワーク設定の確認

通常、Oracle Databaseをインストールするコンピュータはネットワークに接続され、Oracle Databaseインストールを格納するためのローカル記憶域があり、ディスプレイ・モニターとメディア・ドライブを備えています。

この項では、このような標準的な構成とは異なるコンピュータにOracle Databaseをインストールする方法を説明します。内容は次のとおりです。

	
複数のIPアドレスを持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
複数の別名を持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
ネットワークに接続されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール


	
ループバック・アダプタのインストール






2.6.1 複数のIPアドレスを持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール

複数のIPアドレスを持つコンピュータ(マルチホーム・コンピュータ)にOracle Databaseをインストールできます。通常、マルチホーム・コンピュータには複数のネットワーク・カードがあります。各IPアドレスにはホスト名が関連付けられており、ホスト名には別名を設定できます。デフォルトでは、Oracle Universal InstallerはORACLE_HOSTNAME環境変数の設定を使用してホスト名を検索します。 

クライアントは、ホスト名を使用して(またはこのホスト名の別名を使用して)コンピュータにアクセスできる必要があります。これを確認するには、短縮名(ホスト名のみ)および完全名(ホスト名とドメイン名)を使用して、クライアント・コンピュータからホスト名をpingします。どちらも動作する必要があります。


ORACLE_HOSTNAME環境変数の設定

ORACLE_HOSTNAME環境変数を設定する手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」で「システム」を表示します。


	
「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスで、「詳細設定」をクリックします。


	
「詳細設定」タブで、「環境変数」をクリックします。


	
「環境変数」ダイアログ・ボックスで、「システム環境変数」の下の「新規」をクリックします。


	
「新しいシステム変数」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力します。

	
変数名: ORACLE_HOSTNAME


	
変数値: 使用するコンピュータのホスト名。





	
「OK」をクリックし、続いて「環境変数」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。


	
「環境変数」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックしてから、「システムのプロパティ」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。









2.6.2 複数の別名を持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール

複数の別名を持つコンピュータは、ネーミング・サービスに1つのIPアドレスと複数の別名で登録されます。ネーミング・サービスでは、これらの別名のいずれかが同じコンピュータに解決されます。この種のコンピュータにOracle Databaseをインストールする前に、ORACLE_HOSTNAME環境変数に、使用するコンピュータのホスト名を設定してください。






2.6.3 ネットワークに接続されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール

Oracle Databaseを非ネットワーク・コンピュータにインストールできます。ラップトップなどのコンピュータがDHCP用に構成されており、Oracle Databaseのインストール後にコンピュータをネットワークに接続する予定の場合は、Oracle Databaseを非ネットワーク・コンピュータにインストールする前に、次の手順を実行します。

	
ループバック・アダプタをコンピュータにインストールします。

ループバック・アダプタとローカルIPアドレスは、ネットワーク化されたコンピュータをシミュレートします。コンピュータをネットワークに接続した場合も、Oracle DatabaseはローカルIPアドレスおよびホスト名を使用します。




	
関連項目:

「ループバック・アダプタのインストール」








	
DRIVE_LETTER:\system32\drivers\etc\hostsファイル内にある、ホスト名のみおよび完全修飾名を使用して、コンピュータを自身からpingします。

たとえば、ループバック・アダプタをmydomain.comドメインのmycomputerというコンピュータにインストールした場合、次の項目をチェックします。


DRIVE_LETTER:\>ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.
DRIVE_LETTER:\>ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.





	
注意:

コンピュータを自身からpingすると、pingコマンドはローカルIPアドレス(ループバック・アダプタのIPアドレス)を返します。







pingコマンドに失敗した場合は、ネットワーク管理者に問い合せてください。





インストール後のコンピュータのネットワーク接続

インストール後にコンピュータをネットワークに接続すると、コンピュータ上のOracle Databaseインスタンスはネットワーク上の他のインスタンスと連携できます。コンピュータにループバック・アダプタがインストール済である必要があることに注意してください。コンピュータは、接続しているネットワークに応じて静的IPまたはDHCPを使用できます。






2.6.4 ループバック・アダプタのインストール

ループバック・アダプタのインストール時に、ループバック・アダプタはコンピュータのローカルIPアドレスを割り当てます。ループバック・アダプタをインストールすると、コンピュータのネットワーク・アダプタは、独自のネットワーク・アダプタとループバック・アダプタの少なくとも2つになります。WindowsでOracle Databaseを実行するには、ループバック・アダプタをプライマリ・アダプタとして設定します。

アダプタのバインド順は、ループバック・アダプタを再インストールせずに変更できます。プロトコルに対するアダプタのバインド順は、アダプタが使用される順序を示しています。ループバック・アダプタがTCP/IPプロトコルに対して最初に使用される場合、TCP/IPにアクセスするすべてのプログラムは、まずループバック・アダプタを調査します。Oracle Enterprise Managerなどのツールには、ローカル・アドレスが使用されます。異なるイーサネット・セグメントを使用するその他のアプリケーションは、ネットワーク・カードにルーティングされます。

ループバック・アダプタは、次の場合に必要です。

	
DHCPコンピュータにインストールする場合


	
非ネットワーク・コンピュータにインストールし、インストール後にコンピュータをネットワークに接続する予定の場合。




	
関連項目:

「ネットワークに接続されていないコンピュータへのOracle Databaseのインストール」










この項の内容は、次のとおりです。

	
ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうかのチェック


	
Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2またはWindows XPへのループバック・アダプタのインストール


	
Windows VistaおよびWindows Server 2008へのループバック・アダプタのインストール


	
Windows 7およびWindows Server 2008 R2へのループバック・アダプタのインストール


	
Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2でのMicrosoft KM-TEST Loopback Adapterのインストール


	
ループバック・アダプタの削除






2.6.4.1 ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうかのチェック

ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうかをチェックするには、ipconfig /allコマンドを実行します。


DRIVE_LETTER:\>ipconfig /all





	
注意:

コンピュータにインストールされているループバック・アダプタは、プライマリ・ネットワーク・アダプタとされている必要があります。







ループバック・アダプタがインストールされている場合、そのループバック・アダプタの値をリストするセクションが表示されます。次に例を示します。


Ethernet adapter Local Area Connection 2:
Connection-specific DNS Suffix  . :
Description . . . . . . . . . . . : Microsoft Loopback Adapter
Physical Address. . . . . . . . . : 02-00-4C-4F-4F-50
DHCP Enabled. . . . . . . . . . . : No
IP Address. . . . . . . . . . . . : 10.10.10.10
Subnet Mask . . . . . . . . . . . : 255.255.0.0






2.6.4.2 Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2またはWindows XPへのループバック・アダプタのインストール

Windows 2003、Windows Server 2003 R2、またはWindows XPでループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」を開きます。


	
「ハードウェアの追加」をダブルクリックして、ハードウェアの追加ウィザードを開始します。


	
「ようこそ」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアは接続されていますか?」ウィンドウで、「はい、ハードウェアを接続しています」を選択して、「次へ」をクリックします。


	
「次のハードウェアは既にコンピュータ上にインストールされています。」ウィンドウで、インストール済ハードウェアのリストから「新しいハードウェア デバイスの追加」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます。」ウィンドウで、「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「共通ハードウェアの種類」リストから、「ネットワーク アダプタ」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の選択を行います。

	
製造元: 「Microsoft」を選択します。


	
ネットワーク アダプタ: 「Microsoft Loopback Adapter」を選択します。





	
「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアのインストールの開始」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアの追加と削除ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了」をクリックします。


	
Windows 2003を使用している場合は、コンピュータを再起動します。


	
デスクトップで「マイ ネットワーク」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。「コントロール パネル」の「ネットワーク接続」が表示されます。


	
作成された接続を右クリックします。通常、これは「ローカル エリア接続2」です。「プロパティ」を選択します。


	
「全般」タブで、「インターネット プロトコル (TCP/IP)」を選択し、「プロパティ」をクリックします。


	
「プロパティ」ダイアログ・ボックスで、「次のIPアドレスを使う」をクリックして、次の処理を実行します。

	
IPアドレス: ループバック・アダプタのルーティング不能IPを入力します。次のルーティング不能アドレスをお薦めします。

	
192.168.x.x(xは0から255の任意の値)


	
10.10.10.10





	
サブネット マスク: 255.255.255.0を入力します。


	
入力した値を記録します。この値は、この手順で後で必要になります。


	
その他すべてのフィールドは空白のままにします。


	
「OK」をクリックします。





	
「閉じる」をクリックします。


	
「ネットワーク接続」を閉じます。


	
コンピュータを再起動します。


	
DRIVE_LETTER:\ WINDOWS\system32\drivers\etc\hostsファイルで、localhostの行の直後に次の形式の行を追加します。


IP_address   hostname.domainname   hostname


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
IP_addressは、手順16で入力したルーティング不能IPアドレスです。


	
hostnameはコンピュータ名です。


	
domainnameはドメイン名です。




次に例を示します。


10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer


	
ネットワーク構成をチェックします。




	
注意:

ドメイン名はオプションです。







	
「コントロール パネル」で「システム」を開き、「コンピュータ名」タブを選択します。Windows VistaおよびWindows Server 2008では、「コンピュータ名」タブはありません。「フル コンピュータ名」に、ホスト名とドメイン名がsales.us.example.comのように表示されていることを確認します。


	
「変更」をクリックします。「コンピュータ名」にホスト名が表示され、「フル コンピュータ名」にホスト名とドメイン名が表示されていることを確認します。前述の例を使用すると、ホスト名はsales、ドメインはus.example.comです。


	
「詳細」をクリックします。「このコンピュータのプライマリDNSサフィックス」に、ドメイン名がus.example.comのように表示されます。












2.6.4.3 Windows VistaおよびWindows Server 2008へのループバック・アダプタのインストール

ループバック・アダプタをWindows VistaまたはWindows Server 2008にインストールする手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」を開きます。


	
「ハードウェアの追加」をダブルクリックして、ハードウェアの追加ウィザードを開始します。


	
「ようこそ」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます。」ウィンドウで、「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択してください。」ウィンドウの「ハードウェアの種類」リストから、「ネットワーク アダプタ」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の選択を行います。

	
製造元: 「Microsoft」を選択します。


	
ネットワーク アダプタ: 「Microsoft Loopback Adapter」を選択します。





	
「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアのインストールの開始」ウィンドウで、「次へ」をクリックします。


	
「ハードウェアの追加と削除ウィザードの完了」ウィンドウで、「完了」をクリックします。


	
前述の項の手順12に移動します。以降の手順はWindows Vistaの場合と同様です。









2.6.4.4 Windows 7およびWindows Server 2008 R2でのループバック・アダプタのインストール

ループバック・アダプタをWindows 7およびWindows Server 2008 R2にインストールする手順は、次のとおりです。

	
「スタート」をクリックして、検索ボックスにhdwwizを入力します。


	
hdwwizをクリックして、ハードウェアの追加ウィザードを開始します。


	
「Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2またはWindows XPへのループバック・アダプタのインストール」の手順3に進みます。以降の手順はWindows XPの場合と同様です。









2.6.4.5 Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2でのMicrosoft KM-TEST Loopback Adapterのインストール

Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2でループバック・アダプタをインストールする手順は、次のとおりです。

	
「Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2またはWindows XPへのループバック・アダプタのインストール」の手順1-5を実行します。


	
「ネットワーク アダプタの選択」ウィンドウで、次の選択を行います。

	
製造元: 「Microsoft」を選択します。


	
ネットワーク アダプタ: 「Microsoft KM-TEST Loopback Adapter」を選択します。




以降の手順は、Windows Server 2008の場合と同じです。









2.6.4.6 ループバック・アダプタの削除

ループバック・アダプタを削除する手順は、次のとおりです。

	
Windowsの「コントロール パネル」で「システム」を表示します。


	
「ハードウェア」タブで、「デバイス マネージャ」をクリックします。このタブは、Windows VistaおよびWindows Server 2008にはありません。かわりに「デバイス マネージャ」をクリックしてください。


	
「デバイス マネージャ」ウィンドウで、「ネットワーク アダプタ」を展開します。「Microsoft Loopback Adapter」が表示されます。


	
「Microsoft Loopback Adapter」を右クリックし、「削除」を選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
コンピュータを再起動します。


	
その他のWindowsオペレーティング・システムにループバック・アダプタをインストールした際に、DRIVE_LETTER:\WINDOWS\system32\drivers\etc\hostsファイルでlocalhostの行の後に追加した行を削除します。













2.7 個々のコンポーネントの要件

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracleデータファイルおよびリカバリ・ファイルのディスク記憶域の構成


	
Oracleデータファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成


	
Oracle Database Securityの強力な認証要件


	
Oracle Enterprise Manager要件


	
Oracle Managed Files要件


	
Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)


	
Oracle Volume Shadow Copy Service(VSS)ライター


	
Oracle Database Vaultのインストール前の要件







	
関連項目:

	
『Oracle Application Expressインストレーション・ガイド』の第2章「Oracle Application Expressのインストール要件」およびインストール前の推奨タスクに関する項


	
『Oracle Configuration Managerインストールおよび管理ガイド』および『Oracle Configuration Manager前提条件』のインストール前の要件に関する項(Oracle Configuration Managerのインストール前の要件)


	
Oracle Configuration Managerをインストールする際に使用できる有効な国コードのリストは、『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』の付録A「国コード」を参照してください。














2.7.1 Oracleデータファイルおよびリカバリ・ファイルのディスク記憶域の構成

この項では、Oracleデータファイルおよび必要に応じてOracleデータベース・リカバリ・ファイルを格納するための記憶域オプションについて説明します。各ファイル・タイプに使用する記憶域メソッドを選択した後、次の各項で必要な記憶域を構成します。

	
Oracleデータファイルの記憶域オプションの選択


	
Oracle Databaseリカバリ・ファイルの記憶域オプションの選択


	
ディスク記憶域の構成







	
注意:

各ファイル・タイプに、同じ記憶域オプションを使用する必要はありません。









2.7.1.1 Oracleデータファイルの記憶域オプションの選択

インストール時にデータベースを作成する場合、データファイルについて次の記憶域オプションのいずれか1つを選択する必要があります。

	
ファイル・システム


	
Oracle Automatic Storage Management




データベース・ファイルは、Oracle ACFSを使用する場合はOracle ASMに置く必要があります。それ以外の場合は、NTFSに置くことができます。






2.7.1.2 Oracle Databaseリカバリ・ファイルの記憶域オプションの選択

インストール時に自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイル(高速リカバリ領域)用に次の記憶域オプションのいずれか1つを選択する必要があります。

	
ファイル・システム


	
Oracle Automatic Storage Management




リカバリ・ファイルには、データファイルと同じ記憶域または別の記憶域のどちらでも選択できます。リカバリ・ファイルは、Oracle ACFSを使用する場合はOracle ASMに置く必要があります。それ以外の場合は、NTFSに置くことができます。






2.7.1.3 ディスク記憶域の構成

これらのオプションの詳細は、「データベース記憶域オプション」を参照してください。インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択するオプションに応じて次の各項を参照してください。

	
データベース記憶域またはリカバリ・ファイル記憶域にファイル・システムを使用する場合は、「Oracleデータファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成」を参照してください。


	
データベース記憶域またはリカバリ・ファイル記憶域にOracle Automatic Storage Managementを使用する場合は、「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」を参照してください。











2.7.2 Oracleデータファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成

ファイル・システムにOracle Databaseファイルまたはリカバリ・ファイルを格納する場合は、次のガイドラインを使用してファイルの格納場所を決定します。

	
Oracleデータファイルのファイル・システムの記憶域に関するガイドライン


	
Oracleリカバリ・ファイルのファイル・システムの記憶域に関するガイドライン


	
必要なディレクトリの作成






2.7.2.1 Oracleデータファイルのファイル・システムの記憶域に関するガイドライン

	
データファイルの格納には、単一のファイル・システムまたは複数のファイル・システムのどちらでも選択できます。

	
単一のファイル・システムを使用する場合は、データベース専用の物理デバイス上でファイル・システムを選択してください。

最適のパフォーマンスと信頼性を得るには、複数の物理デバイス上でRedundant Array of Independent Disks(RAID)デバイスまたは論理ボリュームを選択して、Stripe And Mirror Everything(SAME)方法論を実装します。


	
複数のファイル・システムを使用する場合は、データベース専用の個別物理デバイス上でファイル・システムを選択します。

この方法を選択すると、様々なデバイスに物理I/Oを分散させ、個別の制御ファイルを作成して信頼性を高めることができます。このメソッドを実装するには、インストール時に「詳細」データベース作成オプションを選択する必要があります。





	
インストール時に事前構成済データベースを作成する場合は、選択するファイル・システム(複数も可)に950MB以上の空きディスク領域が必要です。

本番データベースの場合は、データベースの用途に応じて必要なディスク領域の量を見積もる必要があります。


	
最適なパフォーマンスを得る場合は、データベース専用の物理デバイス上にあるファイル・システムを選択する必要があります。


	
Oracle Universal Installerにより提示されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルトの位置は、Oracleベース・ディレクトリのサブディレクトリです。ただし、このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。









2.7.2.2 Oracleリカバリ・ファイルのファイル・システムの記憶域に関するガイドライン




	
注意:

インストール時に自動バックアップを有効にする場合のみ、リカバリ・ファイルの位置を選択する必要があります。







ファイル・システムにOracleリカバリ・ファイルを格納する場合は、次のガイドラインを使用してファイルの格納場所を決定します。

	
データファイルとリカバリ・ファイルの両方が使用できなくなるディスク障害を防ぐには、リカバリ・ファイルをデータファイルと異なる物理ディスク上にあるファイル・システムに格納します。




	
注意:

または、データファイルとリカバリ・ファイルの両方にOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを使用します。








	
選択するファイル・システムには、2GB以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、高速リカバリ領域用に構成されたデフォルトのディスク割当て制限です(DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE初期化パラメータで指定されています)。

「拡張」データベース構成オプションを選択した場合、異なるディスク割当て制限値を指定できます。データベースの作成後、Oracle Enterprise Manager Grid ControlまたはDatabase Controlを使用して異なる値を指定することもできます。




	
関連項目:

高速リカバリ領域の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。








	
Oracle Universal Installerにより提示されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルトの位置は、Oracleベース・ディレクトリのサブディレクトリです。ただし、このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。









2.7.2.3 必要なディレクトリの作成




	
注意:

この手順を行う必要があるのは、Oracleベース・ディレクトリから個別のファイル・システム上にOracle Databaseファイルまたはリカバリ・ファイルを格納する場合のみです。







Oracleベース・ディレクトリから個別のファイル・システム上にOracleデータベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルのディレクトリを作成する手順は、次のとおりです。

	
Windowsのエクスプローラを使用して、ファイル・システム上の空きディスク領域を確認します。


	
表示される内容から、使用するファイル・システムを識別します。


	ファイル・タイプ	ファイル・システム要件
	データファイル	次のいずれかを選択します。
	
950MB以上の空きディスク領域を持つ単一のファイル・システム。


	
合計で950MB以上の空きディスク領域を持つ2つ以上のファイル・システム。





	リカバリ・ファイル	2GB以上の空きディスク領域を持つファイル・システムを選択します。






複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、各タイプに必要なディスク領域の量を加算して、必要なディスク領域の合計量を確認します。


	
指定したファイル・システム用のディレクトリの名前を書き留めます。


	
Oracle Automatic Storage Managementも使用する場合は、手順について「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」を参照してください。あるいは、「既存のOracleサービスの停止」を参照してください。











2.7.3 既存のOracleサービスの停止




	
注意:

Oracle Database 11g製品を既存のOracleホームに追加でインストールする場合、Oracleホームで実行中のすべての処理を停止します。実行中のプロセスで使用されているファイルは上書きできないので、この作業を完了する必要があります。







Oracle Grid InfrastructureまたはOracle Databaseをインストールする前に、次のことを考慮します。

	
Oracle Restartを使用する場合は、データベースをインストールして作成する前にOracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。データベースをインストールするときは、Oracle Grid Infrastructureのインストールの際に作成されたリスナーを使用する必要があるため、この項で示す手順を実行する必要はありません。

デフォルト・リスナーおよびその他のすべてのリスナーは、Oracle Grid Infrastructureホームで実行する必要があります。


	
Oracle Automatic Storage Management上ですでに動作しているOracle Database 11gリリース2(11.2)がある場合、既存のOracle ASMインスタンスをすべて停止します。Oracle Grid Infrastructureソフトウェアのインストールが終了した後に、Oracle ASMインスタンスを再び起動します。




インストール時にデータベースの作成を選択すると、ほとんどのインストール・タイプではTCP/IPポート1521とIPCキー値EXTPROCを使用して、デフォルトのOracle Netリスナーが構成および起動されます。しかし、既存のOracle Netリスナーが同じポートまたはキー値を使用している場合には、Oracle Universal Installerは次に使用可能な空きポート(1522など)を探し、そのポートで新しいリスナーを構成および起動します。






2.7.4 Oracle Database Securityの強力な認証要件

Oracle Databaseによる強力な認証(Kerberos、PKI)を使用できるように、ハードウェアおよびソフトウェアの要件を必ず満たしてください。






2.7.5 Oracle Enterprise Manager要件

Oracle Enterprise Manager製品は、すべて同じリリースであることが必要です。新しいリリースでは、旧リリースのEnterprise Managerはサポートされていません。




	
注意:

Oracle Enterprise Manager Database Controlを除くすべてのOracle Enterprise Manager製品は、Enterprise Manager Grid Controlインストール・メディアでリリースされています。Enterprise Manager Database Controlは、Oracle Databaseインストール・メディアに収録されています。










	
関連項目:

	
「Webブラウザのサポート」


	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』

















2.7.6 Oracle Managed Files要件

「詳細」データベース作成オプションを選択すると、新規データベースでOracle Managed Filesの機能を使用できます。この機能を使用すると、データベース・ファイルを作成または削除するときに、ファイル名ではなく、データベース・オブジェクト名を指定するのみで実行できます。Oracle Managed Filesを有効にするには、構成手順を実行する必要があります。




	
関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』のOracle Managed Filesの使用に関する項を参照してください。












2.7.7 Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)

Oracle RACまたはグリッド・コンピューティング環境をインストールする場合は、最初にクラスタ用のOracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。




	
関連項目:

Oracle Clusterwareインストール・メディアに収録されているOracle Real Application Clustersのインストレーション・ガイドおよびOracle Grid Infrastructureのインストレーション・ガイドを参照してください。












2.7.8 Oracle Volume Shadow Copy Service(VSS)ライター

Oracle Volume Shadow Copy Serviceライターは、Windows Serverオペレーティング・システムでサポートされています。Service Pack 1なしのWindows Server 2003では、システムに1つのデータベースのみを持つことができます。Service Pack 1以上では、システムに複数のOracleデータベースを持つことができます。




	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「VSSを使用したデータベースのバックアップおよびリカバリの実行」












2.7.9 Oracle Database Vaultのインストール前の要件

Oracle Database Vaultをインストールする場合は、DB_BLOCK_SIZE初期化パラメータを4096以上に設定します。この値が4096未満の場合は、変更できません。DB_BLOCK_SIZE値を変更するには、データベースを再作成する以外に方法はありません。




	
関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』のデータベース・ブロック・サイズの指定に関する項




















3 スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure




	
注意:

Oracle Grid Infrastructureは、64-bit Windowsでのみ使用可能です。







スタンドアロン・サーバーでのOracle Grid Infrastructureは、Oracle Databaseのボリューム管理、ファイル・システムおよび自動再起動などの機能をサポートするOracleソフトウェアです。Oracle RestartまたはOracle Automatic Storage Managementを使用する場合は、データベースのインストールおよび作成を行う前に、Oracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureは、Oracle RestartおよびOracle Automatic Storage Managementを含むソフトウェアです。2つのインフラストラクチャ製品は、1式のバイナリに結合され、Oracle Grid Infrastructureホームとしてインストールされます。

Oracle Automatic Storage Managementは、Oracleデータベース・ファイルのボリューム・マネージャおよびファイル・システムで、単一インスタンスOracle DatabaseとOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)の構成をサポートします。また、Oracle Databaseバイナリなど、アプリケーションの要件に対して汎用ファイル・システムもサポートします。Oracle Automatic Storage Managementは、従来のボリューム・マネージャ、ファイル・システムおよびRAWデバイスにかわるOracle推奨のストレージ管理ソリューションです。

Oracle Restartは、次のようにしてOracleデータベースの可用性を向上させます。

	
ハードウェアまたはソフトウェアに障害が発生した場合、すべてのOracleコンポーネント(Oracleデータベース・インスタンス、Oracle Netリスナー、データベース・サービス、Oracle Automatic Storage Managementなど)を自動的に起動します。


	
データベース・ホストの再起動時、コンポーネントを正しい順序で起動します。


	
定期的なチェックを実行してOracleコンポーネントの状態を監視します。チェック操作がコンポーネントで失敗すると、そのコンポーネントは停止し、再起動されます。







	
注意:

	
Oracle Automatic Storage ManagementまたはOracle Restartを使用する場合は、データベースのインストールおよび作成を行う前に、まず、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。そうでない場合は、データベースを手動でOracle Restartに登録する必要があります。


	
Oracle Restartは、単一インスタンス(非クラスタ)環境でのみ使用されます。












この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Grid Infrastructureのインストール要件


	
Oracle ACFSおよびOracle ADVMサポート


	
旧バージョンのデータベースのディスク・グループの管理


	
既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスのアップグレード


	
Oracle Automatic Storage Managementインストールの考慮事項


	
Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備


	
ソフトウェアのみのインストールを使用したOracle Grid Infrastructureのインストール


	
スタンドアロン・サーバーでのOracle Grid Infrastructureのインストールおよび構成


	
インストール後のOracle Grid Infrastructureバイナリの変更


	
Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの手動による構成


	
Oracle Automatic Storage Managementインストールのテスト






3.1 Oracle Grid Infrastructureのインストール要件

Oracle Grid Infrastructureをインストールする前に、システムが次の要件を満たしているか確認してください。

	
メモリー要件


	
ディスク領域要件






3.1.1 メモリー要件

1 GB以上のRAM(Oracle Databaseのインストールを含むスタンドアロン・サーバーのインストール用のOracle Grid Infrastructure)。






3.1.2 ディスク領域要件

Oracle Grid Infrastructureのインストールに必要なディスク領域は次のとおりです。

2.2GB以上のディスク領域。

%TEMP%ディレクトリで使用可能なディスク領域の容量は、空きディスク領域の合計容量からOracle Grid Infrastructureをインストールするために必要な容量を引いた値になります。

%TEMP%ディレクトリで使用可能な空きディスク領域が1GB未満の場合は、次のいずれかの手順を実行します。

	
ディスク領域の要件が満たされるように、%TEMP%ディレクトリから不要なファイルを削除します。


	
TEMP環境変数を設定します。「システムのプロパティ」に移動し、「環境変数」で"TEMP=C:\Temp\"にします。




Oracle Databaseをインストールする場合は、インストール前の追加要件を満たす必要があります。第2章「Oracle Databaseのインストール前の要件」を参照してください。








3.2 Oracle ACFSおよびOracle ADVMのサポート

Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイルシステム(Oracle ACFS)では、Oracle Automatic Storage Managementテクノロジが拡張され、単一のホストおよびクラスタ構成の両方でアプリケーション・データすべてをサポートします。Oracle Automatic Storage Management動的ボリューム・マネージャ(Oracle ADVM)では、ボリューム管理サービスおよびクライアントへの標準ディスク・デバイス・ドライバ・インタフェースが提供されます。Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイルシステムは、Oracle Automatic Storage Management動的ボリューム・マネージャ・インタフェースを介したOracle Automatic Storage Management上のレイヤーです。

Oracle ASM 11gリリース2 (11.2.0.1)の場合、Oracle ACFSおよびOracle ADVMはWindows Server 2003 (64ビット)およびWindows Server 2003 R2 (64ビット)でのみサポートされています。Oracle ASM 11gリリース2(11.2.0.2)から、Oracle ACFSおよびOracle ADVMは、Windows Server 2008(x64)およびWindows Server 2008 R2(x64)でもサポートされます。


表3-1 Oracle ACFSとOracle ADVMがサポートされるプラットフォーム

	リリース	プラットフォーム/オペレーティング・システム
	
11.2.0.1以上

	
Windows Server 2003(64-bit)およびWindows Server 2003 R2(64-bit)


	
11.2.0.2以上

	
Windows Server 2008(64-bit)およびWindows Server 2008 R2(64-bit)


	
11.2.0.3以上

	
Windows Server 2008(64-bit)およびWindows Server 2008 R2(64-bit)











	
関連項目:

Oracle ACFSとOracle ADVMがサポートされるプラットフォームおよびリリースの最新情報は、次の場所にあるMy Oracle Supportのノート1369107.1を参照してください。
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1369107.1












	
注意:

Oracleデータファイルは、Oracle ASMディスク・グループにインストールすることをお薦めします。Oracle ACFSファイル・システムでのOracleデータファイルのインストールはサポートされていません。Oracle ACFSは、Oracle Automatic Storage Managementが構成されている場合のみオプションとして使用できます。










	
関連項目:

	
サポートされているプラットフォームおよびリリースの最新情報は、Oracle Databaseのリリース・ノートを参照してください。


	
Oracle Automatic Storage Management クラスタ・ファイル・システムおよびOracle Automatic Storage Management 動的ボリューム・マネージャの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。












Oracle ACFSのリソースは、すべてのプラットフォームのOracle Restart構成に対してサポートされていません。システムの再起動後に、ACFSドライバを手動でロードする必要があります。

データベースのバージョンがOracle Database 11gリリース2以上の場合にのみ、Oracle DatabaseホームをOracle ACFSに格納できます。以前のリリースのOracle Databaseは、Oracle ACFS上にはインストールできません。






3.3 旧バージョンのデータベースのディスク・グループの管理

旧バージョンのOracle DatabaseをOracle Grid Infrastructureにインストールするときに、Oracle ASM Configuration Assistant (Oracle ASMCA)を使用して、ディスク・グループを作成および変更します。

Oracle Database 11gリリース2以前のリリースでは、Database Configuration Assistantを使用してOracle ASMで管理タスクが実行されました。11gリリース2(11.2)以降では、Oracle ASMはOracle Restartとともにインストールされます。Oracle DBCAを使用してOracle ASMで管理タスクを実行することはできなくなりました。




	
関連項目:

Oracle Database 11gを使用した、データベースに対するディスク・グループの互換性の構成に関する詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。












3.4 既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスのアップグレード

以前のリリースのOracle Automatic Storage Managementインストールが、使用するサーバーまたは既存のOracle Grid Infrastructureにインストールされている場合、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを使用して既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスを11gリリース2(11.2)にアップグレードし、次にディスク・グループ、Oracle Automatic Storage ManagementボリュームおよびOracle Automatic Storage Managementファイル・システムを構成します。




	
注意:

Oracle Automatic Storage Managementインスタンスをアップグレードするには、先に既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスを使用して、すべてのデータベースおよびアプリケーションを停止する必要があります。







インストール中にOracle Automatic Storage Managementの使用を選択し、以前のリリースのOracle Automatic Storage Managementが別のOracle Automatic Storage ManagementホームにインストールされていることをOracle Automatic Storage Management Configuration Assistantが検出した場合は、Oracle Automatic Storage Management11gリリース2(11.2)バイナリをインストールしてから、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを起動して既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスをアップグレードできます。






3.5 Oracle Automatic Storage Managementインストールの考慮事項

以前のリリースでは、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)は、Oracle Databaseのインストールの一環としてインストールされました。Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、Oracle Automatic Storage Managementは、クラスタ用またはスタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールに含まれます。

Oracle Automatic Storage Managementの既存のインストールをアップグレードするには、Oracle Grid Infrastructureのアップグレードを実行してOracle Automatic Storage Managementをアップグレードする必要があります(既存のOracle Automatic Storage Managementインストールのアップグレード)。Oracle Automatic Storage Managementをインストールしておらず、Oracle Automatic Storage Managementを記憶域オプションとして使用する場合は、Oracle Grid Infrastructureのインストールを完了した後にOracle Databaseのインストールを開始する必要があります。

Oracle ASMインスタンス、ディスク・グループ、ボリュームおよびOracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム(Oracle ACFS)のインストールおよび構成のためにOracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを実行する必要があります。また、ASMCAコマンドライン・インタフェースを使用できます。




	
関連項目:

Oracle ASMCAの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』の第11章「Oracle ASM Configuration Assistant」を参照してください。







Oracle Automatic Storage Managementをインストールする場合は、次のガイドラインを適用してください。

	
「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」で説明する手順を完了し、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループに使用するディスク・パーティションを準備する必要があります。


	
インストールを開始する前に、1つ以上のディスクがOracle ASMディスク・グループに適切に構成されていることを確認します。


	
Oracle Automatic Storage Managementのインストール時に、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantにより、そのOracle Automatic Storage Managementインスタンス用に別のサーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)とパスワード・ファイルが作成されます。Oracle Automatic Storage Managementをインストールすると、ASMSNMPスキーマおよびユーザーが作成されます。詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。


	
既存のディスク・グループを管理するOracle Automatic Storage Managementインスタンスは、Oracle Grid InfrastructureのOracleホーム・ディレクトリで実行されます。









3.6 Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備

Oracle Automatic Storage Managementを使用してデータベースのデータベース・ファイルを管理する場合は、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスをインストールする前に、この項の手順を使用してディスク・グループを準備します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Automatic Storage Managementを構成するための一般的な手順


	
手順1: Oracle Automatic Storage Managementの記憶域要件の識別


	
手順2: Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のDASまたはSANディスク・パーティションの作成


	
手順3: Oracle Automatic Storage Management用のディスクの手動構成







	
注意:

引用符で囲む必要があるため、識別子をデータベース・オブジェクト名に使用することをお薦めしません。これらの引用符で囲んだ識別子は、SQL CREATE文では名前(CREATE DISKGROUP "1data" ...など)として有効な場合がありますが、データベース・オブジェクトを管理する他のツールを使用する際は名前として有効ではない場合があります。









3.6.1 Oracle Automatic Storage Managementを構成するための一般的な手順

Oracle Automatic Storage Managementを構成するための一般的な手順は、次のとおりです。

	
サイトの記憶域要件を識別します。


	
新規のOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを作成する場合は、ダイレクト接続ストレージ(DAS)またはストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)ディスク用のパーティションを作成します。


	
asmtoolを使用して、Oracle Automatic Storage Managementに使用する前にディスクにスタンプを付けます。




	
関連項目:

ディスクへのスタンプ付けの詳細は、「手順3: Oracle Automatic Storage Management用のディスクの手動構成」を参照してください。








	
Oracle Automatic Storage Managementで使用するディスクを構成します。Oracle Grid Infrastructureのインストール中にOracle Automatic Storage Managementディスク構成情報を指定する必要があります。









3.6.2 手順1: Oracle Automatic Storage Managementの記憶域要件の識別

Oracle Automatic Storage Managementを使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数および空きディスク領域量を確認する必要があります。この作業を行う手順は、次のとおりです。

	
Oracleデータファイル、リカバリ・ファイル、またはその両方にOracle Automatic Storage Managementを使用するかどうかを判断します。




	
注意:

Oracle Databaseファイルとリカバリ・ファイルに同じ記憶域メカニズムを使用する必要はありません。一方のファイル・タイプにファイル・システムを使用し、もう一方にOracle Automatic Storage Managementを使用できます。
自動バックアップを有効にし、共有ファイル・システムを持たない場合は、リカバリ・ファイル記憶域にOracle Automatic Storage Managementを選択する必要があります。









データベースのインストール時に自動バックアップを有効にする場合は、高速リカバリ領域にOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイルの記憶域メカニズムとしてOracle Automatic Storage Managementを選択できます。インストール時のデータベース作成方法の選択により、次のオプションがあります。

	
対話モードでOracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを実行して、必要なディスク・グループを作成および構成できます。

データベースのインストール時に対話モードでDatabase Configuration Assistantを実行するインストール方法(「拡張インストール」タイプ)を選択する場合、Oracle ASMCAを使用して作成したディスク・グループを選択します。

データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイル両方にOracle ASMCAを使用して作成したディスク・グループを使用するオプションを持つか、各ファイル・タイプに別のディスク・グループを使用することを選択することができます。可能な場合は、データファイル用とリカバリ・ファイル用に個別のOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを作成する必要があります。


	
非対話モードでOracle ASMCAを実行する場合、データファイルとリカバリ・ファイルに同一のOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを使用する必要があります。データベースのインストール時(「標準インストール」タイプ)は、データファイルとリカバリ・ファイル両方に同一のディスク・グループを選択します。







	
関連項目:

	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のOracle ASMコンフィギュレーション・アシスタントのコマンドライン・インタフェースに関する項


	
「高速リカバリ領域ディスク・グループの作成」













	
作成するOracle Automatic Storage Managementディスク・グループごとに、Oracle Automatic Storage Managementの冗長性レベルを選択します。

Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループに冗長性レベルを選択すると、ディスク・グループにおけるOracle Automatic Storage Managementによるファイルのミラー化方法および必要なディスク数とディスク領域の量を判別できます。冗長性レベルは、次のとおりです。

	
外部冗長性

外部冗長性ディスク・グループには、1つ以上のディスク・デバイスが必要です。外部冗長性ディスク・グループの有効なディスク領域は、その全デバイスにおけるディスク領域の合計です。

Oracle Automatic Storage Managementでは外部冗長性ディスク・グループにデータがミラー化されないため、このタイプのディスク・グループでディスク・デバイスとして独自のデータ保護メカニズムを提供するRAIDまたは類似のデバイスのみを使用することをお薦めします。


	
標準冗長性

標準冗長性ディスク・グループでは、パフォーマンスおよび信頼性を最適化するために、Oracle Automatic Storage Managementによりデータファイルに対して双方向ミラー化、および制御ファイルに対して3方向ミラー化がデフォルトで使用されます。また、ディスク・グループの個々のファイルに対してミラー化の特性を選択できます。あるいは、2方向ミラー化を使用するか、ミラー化を使用しないこともできます。

2方向ミラー化を使用する場合、標準冗長性ディスク・グループには、2つ以上の障害グループ(または2つ以上のディスク・デバイス)が必要です。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、すべてのデバイスのディスク領域の合計の半分です。

Oracleでは、ほとんどのインストールに標準冗長性ディスク・グループの使用をお薦めします。


	
高冗長性

高冗長性ディスク・グループでは、Oracle Automatic Storage Managementは3方向ミラー化を使用して、パフォーマンスを高め、最高水準の信頼性を実現します。高冗長性ディスク・グループには、3つ以上のディスク・デバイス(または3つ以上の障害グループ)が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領域の合計の3分の1です。

高冗長性ディスク・グループでは最高水準のデータ保護が提供されますが、この冗長性レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスによりコストが高くなることを考慮する必要があります。





	
データファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計量を判別します。

次の表を使用して、インストールに必要な最小限のディスク数およびディスク領域を判別します。


	冗長性レベル	最小ディスク数	データファイル	リカバリ・ファイル	両方のファイル・タイプ
	外部	1	1.6GB	2.95GB	4.55GB
	標準	2	3.2GB	5.90GB	9.10GB
	高	3	4.8GB	8.85GB	13.65GB






Oracle Automatic Storage Managementインスタンスがシステム上にある場合、これらの領域要件を満たすように既存のディスク・グループを使用できます。必要に応じて、データベースのインストール時にディスクを既存のディスク・グループに追加できます。


	
オプションで、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループ・デバイスに対する障害グループを識別します。




	
注意:

Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを対話型モードで実行するインストール方法を使用する場合(「拡張」データベース構成オプションを選択する場合など)にのみ、この手順を実行する必要があります。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。







標準冗長性ディスク・グループまたは高冗長性ディスク・グループを使用する場合、ディスク・デバイスのセットをカスタム障害グループに関連付けることにより、ハードウェア障害に対するデータベースの保護を強化できます。デフォルトでは、デバイスごとに障害グループが構成されます。しかし、標準冗長性ディスク・グループの2つのディスク・デバイスが同じSCSIコントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生するとディスク・グループは使用できなくなります。この例のコントローラは、シングル・ポイント障害です。

たとえば、このような障害を回避するために、2つのSCSIコントローラ(それぞれが2つのディスクを持つ)を使用し、各コントローラに接続するディスクに対して障害グループを定義できます。この構成では、ディスク・グループによる1つのSCSIコントローラの障害の許容が可能になります。




	
注意:

カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長性ディスク・グループに対して2つ以上の障害グループ、および高冗長性ディスク・グループに対して3つ以上の障害グループを指定する必要があります。








	
システムに適切なディスク・グループが存在しないことが確実な場合、適切なディスク・デバイスをインストールまたは指定して、新しいディスク・グループに追加します。適切なディスク・デバイスを指定する場合は、次のガイドラインを使用します。

	
Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループのすべてのデバイスは、同じサイズである必要があり、また、同じパフォーマンス特性を持つ必要があります。


	
複数のパーティションを単一の物理ディスクにディスク・グループ・デバイスとして指定しないでください。Oracle Automatic Storage Managementでは、各ディスク・グループ・デバイスをそれぞれ個別の物理ディスクに配置するよう求められます。


	
論理ボリュームをOracle Automatic Storage Managementディスク・グループにデバイスとして指定できますが、それらの使用はお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは物理ディスク・アーキテクチャを非表示にすることで、Oracle Automatic Storage Managementにより物理デバイス全体のI/Oが最適化されるのを防止できます。







	
関連項目:

このタスクの実行の詳細は、「手順3: Oracle Automatic Storage Management用のディスクの手動構成」を参照してください。















3.6.3 手順2: Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のDASまたはSANディスク・パーティションの作成

Oracle Automatic Storage ManagementにDASまたはSANディスクを使用するには、そのディスクにパーティション表が必要です。ディスクごとに、全体を含むパーティションを1つのみ作成することをお薦めします。




	
注意:

パーティション化されていれば、任意の物理ディスクをOracle Automatic Storage Managementに使用できます。ただし、NASまたはMicrosoftのダイナミック・ディスクは使用できません。







この項の内容は、次のとおりです。

	
手順1: ディスク自動マウントの有効化


	
手順2: ディスク・パーティションの作成





手順1: ディスク自動マウントの有効化

Windowsでパーティションまたは論理ドライブを構成するには、ディスクの自動マウント機能を有効化する必要があります。次の機能を使用する場合、ディスク自動マウントを有効にしてください。

	
シングル・インスタンスおよびOracle RACインストール両方のディスク・パーティション


	
Oracle RAC用のクラスタ・ファイル・システム


	
Oracle Clusterware


	
単一ノード・データベース・インストール用のRAWパーティション


	
Oracle Automatic Storage Management用のプライマリまたは論理パーティション




自動マウント機能を有効化する手順は、次のとおりです。

	
コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。


DRIVE_LETTER:\> diskpart
DISKPART> automount enable
DISKPART> exit


	
コンピュータを再起動します。





手順2: ディスク・パーティションの作成

ディスク・パーティションを作成するには、オペレーティング・システムまたはサード・パーティ・ベンダーが提供するディスク管理ツールを使用します。次の管理ツールは、オペレーティング・システムで提供されています。

	
ディスク管理スナップイン(ディスク管理用のグラフィカル・ユーザー・インタフェース)。

このツールにアクセスするには、コマンド・プロンプトでdiskmgmt.mscと入力します。または、「スタート」メニューから「プログラム」を選択し、続いて「管理ツール」、「コンピュータの管理」の順に選択します。次に、「記憶域」ツリーの「ディスクの管理」ノードを選択します。

Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2では、新しいシンプル ボリューム・オプションを選択して、プライマリ・パーティションおよび論理ドライブを拡張パーティションに作成します。RAWデバイスを作成するには、ドライブ文字を割り当てて、パーティションの作成後にその文字を削除します。その他のWindows上では、ドライブ文字を割り当てることはできません。「このパーティションをフォーマットしない」を選択して、RAWパーティションを指定する必要があります。スパン・ボリュームやストライプ・ボリュームは使用しないでください。これらのオプションを使用するとボリュームがダイナミック・ディスクに変換されます。Oracle Automatic Storage Managementでは、ダイナミック・ディスクはサポートされていません。

その他のWindows上では、「新しいパーティション」オプションを選択して、プライマリ・パーティションを作成します。「新しい論理ドライブ」オプションを選択して、論理ドライブを作成します。


	
コマンドライン・ツールdiskpart.exe(プライマリ・パーティション、拡張パーティションおよび論理ドライブを作成可能)

このツールにアクセスするには、コマンド・プロンプトでdiskpart.exeと入力します。この項の手順では、次のような構文でdiskpart.exeを使用します。


DRIVE_LETTER:\> diskpart
DISKPART> select disk diskn
DISKPART> create partition primary | extended | logical size=sizen
DISKPART> 


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
diskpart.exeは、ディスク管理用のコマンドライン・ツールです。


	
disknは、パーティションを作成するディスクの番号です。


	
sizenは、パーティションのサイズです。500の場合、500MBを表しています。










	
関連項目:

使用している管理ツールのオンライン・ヘルプまたはドキュメント







diskpart.exeコマンドは、コマンドラインで直接入力できます。または、テキスト・ファイルにコマンドを入力し、このファイルをスクリプトとして使用してdiskpart /sを実行することもできます。

1つのディスクにプライマリ・ディスク・パーティションを5つ以上作成することはできません。それ以上必要な場合は、プライマリ・パーティションを3つ作成してから、4つめのパーティションを拡張パーティションとして作成し、その中に必要な数の論理パーティションを構成すると、この制限を回避できます。

たとえば、Windows x86ベースのシステムで、Disk 5にディスク・パーティションを作成し、それぞれにサイズを割り当てるには、次のように記述します。


DISKPART> select disk 5
DISKPART> create partition primary size=500
DISKPART> ...
DISKPART> create partition extended
DISKPART> create partition logical size=800
DISKPART> ...
DISKPART> create partition logical size=500



DISKPART> select disk 5
DISKPART> create partition primary size=500
DISKPART> ... 
DISKPART> create partition primary size=800


論理ドライブを使用する場合は、拡張パーティションを作成し、そこで論理ドライブを割り当てることができます。次に例を示します。


DISKPART> create partition extended
DISKPART> create partition logical size=500
DISKPART> create partition logical size=700






3.6.4 手順3: Oracle Automatic Storage Management用のディスクの手動構成

ダイレクト接続ストレージ(DAS)またはストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)でOracle Automatic Storage Managementを使用するには、ディスクにヘッダーを付ける必要があります。対話モードでOracle Grid Infrastructureをインストールすると、Oracle Universal Installerでインストール・プロセス中にディスクのヘッダーが構成されます。ただし、レスポンス・ファイル・モードでOracle Grid Infrastructureをインストールする場合、インストールする前にasmtoolg(GUI)またはasmtool(コマンドライン)を使用してディスクを構成する必要があります。これらのツールを使用して、インストール後にディスクを再構成することもできます。asmtoolgおよびasmtoolユーティリティはパーティション化したディスクでのみ動作します。パーティション化されていないディスクではOracle Automatic Storage Managementを使用できません。

asmtoolgおよびasmtoolツールは、ディスクに意味のある永続的な名前を関連付けることによって、Oracle Automatic Storage Managementでこれらのディスクを使用しやすくします。Oracle Automatic Storage Managementでは、ディスクをグループ化しやすくするために、ディスク文字列を使用します。したがって、asmtoolgまたはasmtoolが作成する名前を使用すると、Windowsのドライブ文字よりもグループ化が容易になります。

asmtoolgまたはasmtoolで作成されたディスク名は、識別のためにすべて接頭辞ORCLDISKで始まり、その後にユーザー定義の接頭辞(デフォルトはDATA)とディスク番号が続きます。


asmtoolgツールの使用(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)

asmtoolgツールはデバイス名を作成するためのグラフィカル・インタフェースです。asmtoolgを使用して、Oracle Automatic Storage Managementで使用可能なデバイスを追加、変更、削除および調査します。

ディスク・スタンプを追加または変更する手順は、次のとおりです。

	
Oracle Grid Infrastructure 11gリリース2(11.2)というラベルのインストール・メディアで、メディアのルートからasmtoolディレクトリに移動し、asmtoolg.exeをダブルクリックします。

Oracle Databaseがインストールされている場合は、ORACLE_HOME\binに移動し、asmtoolg.exeをダブルクリックします。

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012およびWindows Server 2012 R2で、ユーザー・アカウント制御が有効な場合、デスクトップでコマンド・プロンプト・ウィンドウのショートカットを作成します。デスクトップにそのショートカットのアイコンが表示されます。新しく作成されたショートカットのアイコンを右クリックし、「管理者として実行」を指定します。コマンド・ウィンドウが開いたら、ORACLE_HOME\binに移動し、asmtoolgと入力します。


	
「Add or change label」オプションを選択し、「Next」をクリックします。

asmtoolgツールにより、システムで使用可能なデバイスが表示されます。認識されないディスクには「Candidate device」、スタンプ付きのOracle Automatic Storage Managementディスクには「Stamped ASM disk」、スタンプなしのOracle Automatic Storage Managementディスクには「Unstamped ASM disks」というラベルが付けられます。このツールでは、Windowsによってファイル・システムとして認識されるディスク(NTFSなど)も表示されます。これらはディスクとしては使用できないため、選択できません。また、Microsoftのダイナミック・ディスクもOracle Automatic Storage Managementディスクとしては使用できません。

必要な場合は、「手順2: Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のDASまたはSANディスク・パーティションの作成」の手順に従って、Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のディスク・パーティションを作成します。


	
Stamp Disksウィンドウで、スタンプを付けるディスクを選択します。

Oracle Automatic Storage Managementでは、指定した接頭辞に対して選択されたすべてのデバイスに、一意のスタンプを生成できます。スタンプは、指定された接頭辞と番号を連結することによって生成されます。たとえば、接頭辞がDATAの場合、最初のOracle Automatic Storage Managementリンク名はORCLDISKDATA0となります。

個別のデバイスのスタンプを指定することもできます。


	
オプションで、個々のスタンプ(Oracle Automatic Storage Managementリンク名)を編集するディスクを選択します。


	
「次へ」をクリックします。


	
「完了」をクリックします。




ディスク・スタンプを削除する手順は、次のとおりです。

	
「Delete labels」オプションを選択し、「Next」をクリックします。

削除オプションは、スタンプ付きのディスクが存在する場合にのみ使用できます。削除ウィンドウには、すべてのスタンプ付きOracle Automatic Storage Managementディスクが表示されます。


	
Delete Stampsウィンドウで、スタンプを削除するディスクを選択します。


	
「次へ」をクリックします。


	
「完了」をクリックします。





asmtoolユーティリティの使用(コマンドライン)

asmtoolユーティリティは、ディスクにスタンプを付けるためのコマンドライン・インタフェースです。Windows VistaおよびWindows Server 2008で、ユーザー・アカウント制御が有効な場合、デスクトップでコマンド・プロンプト・ウィンドウのショートカットを作成できます。デスクトップにそのショートカットのアイコンが表示されます。新しく作成されたショートカットのアイコンを右クリックし、「管理者として実行」を指定します。次に、asmtoolを起動します。

次のオプションがあります。


	オプション	説明
	-add	スタンプを追加または変更します。ハードディスク、パーティションおよび新規のスタンプ名を指定する必要があります。ディスクがRAWデバイスまたは既存のOracle Automatic Storage Managementスタンプが付いている場合は、-forceオプションを指定する必要があります。また、使用可能なディスクを再スキャンするためのOracle Automatic Storage Managementインスタンスも設定します。
ディスクをパーティション化する必要がある場合は、「手順2: Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のDASまたはSANディスク・パーティションの作成」の手順に従ってください。

例


asmtool -add [-force]
\Device\Harddisk1\Partition1 ORCLDISKASM0
\Device\Harddisk2\Partition1 ORCLDISKASM2...


	-addprefix	スタンプを自動的に生成するために、共通の接頭辞を使用してスタンプを追加または変更します。スタンプは、指定された接頭辞と番号を連結することによって生成されます。ディスクがRAWデバイスまたは既存のOracle Automatic Storage Managementスタンプが付いている場合は、-forceオプションを指定する必要があります。また、使用可能なディスクを再スキャンするためのOracle Automatic Storage Managementインスタンスも設定します。
例


asmtool -addprefix ORCLDISKASM [-force]
\Device\Harddisk1\Partition1
\Device\Harddisk2\Partition1...


	-list	使用可能なディスクの一覧を表示します。スタンプ、Windowsデバイス名およびMB単位のディスク・サイズが表示されます。ディスクがファイル・システムの場合、スタンプは付けられません。ディスクがRAWデバイスまたは既存のOracle Automatic Storage Managementスタンプが付いている場合は、-forceオプションを指定する必要があります。
例


asmtool -list [-force]


	-delete	ディスクから既存のスタンプを削除します。また、使用可能なディスクを再スキャンするためのOracle Automatic Storage Managementインスタンスも設定します。
例


asmtool -delete ORCLDISKASM0 ORCLDISKASM1...














3.7 ソフトウェアのみのインストールを使用したOracle Grid Infrastructureのインストール

ソフトウェアのみのインストールでは、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのバイナリが指定された場所にコピーされるのみです。スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid InfrastructureおよびOracle ASMの構成は、インストールの終了後に手動で行う必要があります。

Oracle Grid Infrastructureソフトウェアのソフトウェアのみのインストールを実行する場合、ソフトウェアのインストール後にOracle Restartを有効にするには、いくつかの構成ステップを手動で完了する必要があります。




	
注意:

ソフトウェアのみのインストールでは、インストールが検証されず、Oracle Grid Infrastructureソフトウェアを有効にするためにインストール後のステップを手動で実行する必要があるため、上級ユーザーのみが実行することをお薦めします。







ソフトウェアのみのインストールには、次のステップが含まれます。

	
ソフトウェア・バイナリのインストール


	
ソフトウェア・バイナリの構成






3.7.1 ソフトウェア・バイナリのインストール

	
管理者グループのメンバーとしてWindowsにログインし、Oracle Database 11gリリース2(11.2)のインストール・メディアからsetup.exeコマンドを実行します。


	
Oracle Grid Infrastructureのソフトウェアのみのインストールを完了します。

ソフトウェアのみのインストールを実行した後のOracle Grid Infrastructureの構成の詳細は、「ソフトウェア・バイナリの構成」を参照してください。


	
runcluvfy.bat stage -pre hacfgコマンドを使用して、サーバーがインストール要件を満たしていることを確認します。記憶域およびサーバーのインストール前の要件がすべて完了している必要があります。









3.7.2 ソフトウェア・バイナリの構成

ソフトウェアのみのOracle Grid InfrastructureインストールでOracle Restartを構成およびアクティブ化するには、次のタスクを実行します。

	
管理者グループのメンバーとしてログインし、次の構文を使用して、Grid_homeでroothas.plスクリプトを実行します。


Grid_home\perl\bin\perl -IGrid_home\perl\lib -IGrid_home\crs\install 
Grid_home\crs\install\roothas.pl


たとえば、GridホームがC:\app\oracle\product\11.2.0\gridである場合は、次のスクリプトを実行します。


C:\app\oracle\product\11.2.0\grid\perl\bin\perl -I C:\app\oracle\product\11.2.0\grid\perl\lib -I C:\app
\oracle\product\11.2.0\grid\crs\install C:\app\oracle\product\11.2.0\grid\crs\install\roothas.pl


	
Grid_home\oui\binディレクトリに移動します。Grid_homeは、Oracle Grid Infrastructureホームのパスです。


	
次のコマンド構文を入力します。Grid_homeは、Oracle Grid Infrastructureホームのパスです。


setup.exe -updateNodeList ORACLE_HOME=Grid_home
CLUSTER_NODES= CRS=TRUE


次に例を示します。


C:\app\oracle\product\11.2.0\grid> setup.exe -updateNodeList ORACLE_HOME=C:\app\oracle\product\11.2.0\grid
CLUSTER_NODES= CRS=TRUE


	
Network Configuration AssistantおよびOracle Automatic Storage Management Configuration AssistantとともにSRVCTLユーティリティを使用して、リスナー、Oracle Automatic Storage ManagementインスタンスおよびすべてのOracle Automatic Storage Managementディスク・グループをOracle Restart構成に追加します。











3.8 スタンドアロン・サーバーでのOracle Grid Infrastructureのインストールおよび構成

Oracle Restartをインストールしてデータベースを作成すると、データベースは自動的にOracle Restart構成に追加され、必要に応じて自動的に再起動されます。ただし、Oracle Restartをインストールしたホスト・コンピュータにデータベースが存在する場合、データベース、リスナー、Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)インスタンスおよびその他のコンポーネントをOracle Restart構成に手動で追加する必要があります。




	
注意:

Oracle Restartでは、1つのホスト・コンピュータ上で複数の単一インスタンス・データベースを受け入れることができます。







この項の内容は、次のとおりです。

	
新規データベース・インストールによるOracle Grid Infrastructureのインストール


	
既存データベース用のOracle Grid Infrastructureのインストール






3.8.1 新規データベース・インストールによるOracle Grid Infrastructureのインストール

次の手順を実行して、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureをインストールしてから、Oracle Restartで管理されるデータベースを作成します。最初に、Oracle RestartおよびOracle Automatic Storage ManagementをインストールするOracle Grid Infrastructureをインストールしてから、少なくとも1つのディスク・グループでOracle Automatic Storage Managementを構成し、次にOracle Automatic Storage Managementディスク・グループにデータベース・ファイルを格納するOracle Databaseをインストールします。「Oracle Universal Installer」ページの「ヘルプ」ボタンをクリックして、ページ・レベルの詳細を参照してください。

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureを新規データベースとともにインストールするには、次の手順を実行します。

	
setup.exeをダブルクリックし、Oracle Universal Installerを起動します。




	
注意:

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureは、Oracle Grid Infrastructureのメディアからインストールする必要があります。







インストール前の更新のダウンロード

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)からは、保護されたデータ・センターでインストールを実行する場合、インストールを開始する前に更新をダウンロードするには、インターネットに接続されたシステムでOracle Universal Installerを更新ダウンロード・モードで起動します。インストールの前にOracle Universal Installerで更新のダウンロードを開始するには、次のコマンドを入力します。


setup.exe -downloadUpdates


My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力し、必要に応じてプロキシの設定を入力します。更新をダウンロードした後、インストールを実行するサーバー上のディレクトリに更新ファイルを移動します。




	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルの形式の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』を参照してください。


	
「ソフトウェアの更新オプション」















	
注意:

Oracle Universal Installerは、Oracle Grid Infrastructureソフトウェア所有者ユーザーとしてログインしてユーザーの環境を設定したターミナル・セッションから起動してください。








	
Starting with Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)から、ソフトウェア更新機能を使用して、最新の更新を動的にダウンロードして適用できるようになりました。Oracle Universal Installerを起動した後で、ソフトウェアの更新のダウンロード画面で、次のいずれかのオプションを選択し、「次へ」をクリックします。

	
My Oracle Support資格証明を使用してダウンロード: 最新のソフトウェア更新をダウンロードして適用するには、このオプションを選択します。

Oracle Universal Installerのインターネット接続に使用するプロキシを構成するには、プロキシ設定をクリックします。サイトのプロキシ・サーバーの情報、およびサーバーを接続するローカル・エリア・ネットワークにアクセスするユーザー・アカウントを入力します。Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)以降、プロキシ・レルム情報を入力できます。プロキシ・レルム情報では大/小文字が区別されます。プロキシ・レルムがない場合、「プロキシ・ユーザー名」、「プロキシ・パスワード」および「プロキシ・レルム」の各フィールドにエントリを入力する必要はありません。

「接続のテスト」をクリックして、プロキシの設定が正しく入力されてインストーラで更新をダウンロードできるかどうかを確認します。


	
以前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用: -downloadUpdatesフラグを使用して以前にダウンロードしたソフトウェア更新を適用するには、このオプションを選択します。


	
ソフトウェア更新のスキップ: 更新を適用しない場合は、このオプションを選択します。





	
ソフトウェア更新の適用画面は、ソフトウェア更新のダウンロードを選択するか、以前にダウンロードしたソフトウェア更新の場所を入力した場合に表示されます。

	
前の画面でMy Oracle Support資格証明を使用してダウンロードを選択した場合は、すべての更新のダウンロードおよび適用を選択し、「次へ」をクリックして更新を適用します。

デフォルトでは、ソフトウェア更新のダウンロード場所は、このインストールの実行に使用しているOracleインストール所有者のホーム・ディレクトリになります。ソフトウェア更新を別の場所にダウンロードするよう選択する場合は、「参照」をクリックして、サーバーの別の場所を選択します。


	
前の画面で事前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用を選択した場合は、すべての更新の適用を選択して「次へ」をクリックし、インストールを開始する前にダウンロードした更新を適用します。





	
「インストール・オプションの選択」画面が表示されます。「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureの構成」オプションを選択し、Oracle RestartおよびOracle Automatic Storage Managementをインストールして構成します。「次へ」をクリックします。


	
「製品言語の選択」画面で、1つ以上の言語を選択します。「使用可能な言語」リストから「選択された言語」リストに、言語を移します。「次へ」をクリックします。


	
「ASMディスク・グループの作成」画面に、デフォルトのパターン\\.\ORCLDISKと一致するすべてのスタンプ付きディスクがリストされます。ディスク・パーティションを作成した後、Oracle ASMによって使用できるようにするには、ディスクにヘッダーをスタンプする必要があります。「ディスクをスタンプ」をクリックします。

「検出パスの変更」をクリックして、リストに表示されていない、Oracle Automatic Storage Managementで使用するデバイスを選択します。「検出パスの変更」ウィンドウで、Oracle Automatic Storage Managementが使用するデバイスを検索するための文字列(\\.\ORCLDISK*など)を入力し、「OK」をクリックします。

「ディスク・グループ名」のデフォルトは、DATAです。ディスク・グループに新しい名前を入力する、またはデフォルト名を使用することができます。

システム管理者に問い合せて、Oracle Automatic Storage Managementで使用されるディスクがストレージ・レベルでミラー化されているかどうか確認してください。ミラー化されている場合、冗長性に「外部」を選択します。ディスクがストレージ・レベルでミラー化されていない場合は、冗長性に「標準」を選択します。




	
注意:

標準冗長性で同一のデータ量を保持するために、倍のディスク領域が必要です。たとえば、100GBのデータベースの場合、必要な記憶域は約200Gです。







すべてのOracle ASMディスクは割当て単位(AU)に分割されます。割当て単位は、ディスク・グループ内の割当ての基本単位です。Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)以降、特定のディスク・グループ互換レベルに応じて、AUサイズの値に1、2、4、8、16、32または64MBを選択できます。デフォルト値は1MBに設定されています。


	
「ASMパスワードの指定」画面で、Oracle ASMインスタンスへの接続に必要なパスワードを入力します。Oracle Automatic Storage Managementインスタンスは、SYSASMと呼ばれる権限ロールで管理され、これによりOracle Automatic Storage Managementディスク・グループへの完全なアクセスが付与されます。Oracle Automatic Storage Managementインスタンスを監視するためにSYSDBA権限を持つ、より権限の低いユーザーASMSNMPを作成することをお薦めします。

SYSASMおよびASMSNMPユーザー・アカウントのパスワードを入力します。パスワードの長さは8文字以上で、アルファベットおよび数字をそれぞれ1文字以上使用する必要があります。

必要に応じて、すべてのアカウントに同じパスワードを使用できます。ただし、アカウントごとに異なるパスワードを指定することをお薦めします。指定したパスワードを覚えておく必要があります。


	
「インストール場所の指定」画面で、次の詳細情報を入力して「次へ」をクリックします。

	
Oracleベース: Oracleベースのディレクトリの場所を入力します。パス名にはスペースを入れないようにしてください。


	
ソフトウェアの場所: このフィールドはデフォルトでOracleデータベースの場所と一致して移入されます。パス名にはスペースを入れないようにしてください。





	
「前提条件チェックの実行」画面で、データベースのインストールを実行するための最小システム要件が満たされているかどうか確認します。すべてのシステム要件が満たされている場合、「サマリー」画面に移動します。ただし、インストールが失敗した場合、エラーを確認できます。

失敗した要件リストを取得するには、「失敗を表示」をクリックします。インストーラで問題を修正してシステム要件を確認するには、「修正および再チェック」をクリックします。「再チェック」をクリックすると、前提条件のチェックを再実行して、データベース・インストールを実行できる最低要件が満たされているかどうか確認できます。

失敗した前提条件チェックのリストを取得するには、リストから「失敗を表示」を選択します。OUIによって実行されたすべての前提条件チェックのリストを取得するには、「すべて表示」を選択します。成功した前提条件チェックのリストを取得するには、「成功を表示」を選択します。




	
注意:

	
「修正および再チェック」オプションにより、一部のシステム・パラメータをOracle推奨値に設定するスクリプトが生成されます。このスクリプトの内容を変更しないことをお薦めします。


	
「すべて無視」オプションを選択する場合は注意が必要です。このオプションを選択すると、Oracle Databaseをシステムに正常にインストールできるかどうかをOracle Universal Installerが確認できない場合があります。













	
「サマリー」画面の内容を確認し、「インストール」をクリックします。

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックして、すべてのインストール手順をレスポンス・ファイルに保存できます。このファイルは、サイレント・インストールの実行に使用できます。


	
「設定」画面に、Oracle Grid Infrastructureのインストールの進捗状況が表示されます。


	
「終了」画面に、インストールのステータスが表示されます。インストールを終了するには「閉じる」をクリックし、「はい」をクリックしてOracle Universal Installerを終了することを確認します。

問題が発生した場合、構成ファイルを参照して詳細を確認します。構成ログへのパスワードは、「コンフィギュレーション・アシスタント」ウィンドウ上に表示されています。


	
Oracle ASMCAは、スタンドアロン・サーバー用Oracle Grid Infrastructureインストールの一部としてインストールされます。追加のディスク・グループを作成する場合は、Oracle ASMCAユーティリティを実行します。たとえば、RECOVERYという名前の別のディスク・グループを作成して、高速リカバリ領域を格納できます。




	
注意:

Oracle High Availability Serviceが正しくインストールされているかどうかを確認するには、crsctl check hasコマンドをGrid_home\binディレクトリから実行します。hasは、Oracle Restartとともにインストールされるサービスで、Oracle Automatic Storage Managementのようなソフトウェア・サービスを起動します。








	
Oracle Databaseをインストールします。Oracle Databaseのインストールの詳細は、「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」を参照してください。




	
注意:

	
グリッド・インフラストラクチャのインストール後に新しいデータベースをインストールした場合は、Oracle Grid Infrastructureホームからリスナーが実行されます。Oracle Automatic Storage ManagementはOracle Grid Infrastructureの一部としてインストールされるため、デフォルト・リスナーが作成され、Oracle Grid Infrastructureホームから実行されます。データベースのインストールを実行すると、データベースではOracle Grid Infrastructureのインストール中に作成されたのと同じリスナーを使用します。


	
Oracle Restartを使用する場合、デフォルト・リスナーおよび他のすべてのリスナーは、Oracle Grid Infrastructureホームから実行する必要があります。




















3.8.2 既存データベース用のOracle Grid Infrastructureのインストール

この項に示すハイレベルな手順に従って、既存のOracleデータベース用のOracle Grid Infrastructureをインストールおよび構成します。Oracle Restartは、既存の11.2リソースのみを管理できるため、既存の11.2データベースに対してのみOracle Grid Infrastructureをインストールできます。ただし、リリース11.2より前のOracleデータベースは、Oracle Restartで管理されないで同じサーバーに共存できます。

既存のデータベース用にOracle Restartをインストールする手順は、次のとおりです。

	
データベースと同じホスト・コンピュータで、Oracle Universal Installerを使用してOracle Grid Infrastructureをインストールし、インストール・タイプとしてスタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールおよび構成を選択します。

Oracle Grid Infrastructureのコンポーネントは、別のOracleホームにインストールされます。

手順の詳細は、「新規データベースのインストールによるOracle Grid Infrastructureのインストール」を参照してください。


	
Gridホームの/binディレクトリに移動します。

-c SINGLEフラグを指定してsrvctl add databaseコマンドを使用し、Oracle Restart構成にデータベースを追加します。また、srvctl addコマンドを使用して、Oracle Restart構成に、リスナー、Oracle ASMインスタンス、すべてのOracle ASMディスク・グループおよびデータベース・サービスを追加します。




	
関連項目:

詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』のsrvctl addに関する項を参照してください。

















3.9 インストール後のOracle Grid Infrastructureバイナリの変更

インストール後、最初にOracle Restartスタックを停止してGridホームにインストールされたソフトウェアを変更する必要があります。たとえば、個別パッチを適用するか、Oracle RestartまたはOracle ASMで使用されるDLLを変更するには、次の手順を実行してOracle Restartスタックを停止および再起動する必要があります。




	
注意:

Oracle Grid Infrastructureホームへの変更を有効にするには、Gridホーム・ディレクトリで実行されるすべての実行可能ファイルを停止し、再起動する必要があります。また、GridホームのOracle共有ライブラリまたはDLLファイルを使用するアプリケーションを停止します。







次の手順に従って、Oracle Grid Infrastructureホームの変更の準備をします。

	
管理者グループのメンバーとしてログインし、Grid_home\binディレクトリに移動します。Grid_homeはOracle Grid Infrastructureホームへのパスです。


	
次のコマンドを使用してOracle Restartスタックを停止します。


   DRIVE_LETTER:\Grid_home\bin> crsctl stop has -f


または、roothas.plスクリプトを使用して、次の例に示すようにOracle Restartを停止できます。


   DRIVE_LETTER:\Grid_home\crs\install> perl roothas.pl -unlock 


roothas.plスクリプトはOracle Restartを停止してから、停止したことを確認します。


	
Oracle Restartスタックが完全に停止したら、Gridホームにインストールされたソフトウェアへの更新を実行します。


	
次のコマンドを使用して、Oracle Restartスタックを再起動します。


   DRIVE_LETTER:\Grid_home\bin> crsctl start has









3.10 Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの手動による構成

コンピュータ上に現在構成されているOracle Automatic Storage Managementインスタンスがない場合、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantユーティリティは、新しいOracle Automatic Storage Managementインスタンスを作成します。スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureをインストールした後、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを使用してディスク・グループ、Oracle Automatic Storage Management動的ボリューム・マネージャおよびOracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システムを作成および構成することもできます。ディスク・グループを追加作成したり、Oracle Automatic Storage Managementディスクを手動で構成する場合は、Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantを次のように実行します。


DRIVE_LETTER:\> cd ORACLE_HOME\bin
DRIVE_LETTER:\> asmca.bat





	
関連項目:

Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistantの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。












3.11 Oracle Automatic Storage Managementインストールのテスト

Oracle Automatic Storage Managementインストールをテストする手順は、次のとおりです。

	
SQL*Plusを使用して、SYSASM権限を持つSYSユーザーとしてOracle Automatic Storage Managementインスタンスに接続し、必要に応じてインスタンスを起動します。


DRIVE_LETTER:\>sqlplus /nolog
SQL> CONNECT SYS as SYSASM
Enter password: SYS_password 
SQL> STARTUP


	
次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、そのディスク・グループの冗長性レベルおよび各グループの空きディスク領域を表示します。


SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;







	
関連項目:

	
asmcmdの詳細は、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。


	
Oracle Automatic Storage Managementの詳細な説明は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。























4 Oracle Databaseのインストール

Oracle Databaseをインストールするための32ビット・メディアは、サポートされているすべての32ビット・オペレーティング・システムで使用できます。Oracle Databaseをインストールするための64ビット・メディアは、サポートされているすべての64ビットx64オペレーティング・システムで使用できます。このマニュアルは、Windows(32-bit)およびWindows x64の両方に対するものです。この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Databaseのインストール前の考慮事項


	
コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照


	
インストール・ソフトウェアへのアクセス


	
データベース・セキュリティ・オプション


	
Oracle Databaseソフトウェアのインストール


	
Oracleホームのクローニング






4.1 Oracle Databaseのインストール前の考慮事項

Oracle Databaseソフトウェアはインストール・メディアに収録されていますが、Oracle Technology Network(OTN)のWebサイトからもダウンロードできます。ほとんどの場合、ソフトウェアのインストールには、Oracle Universal Installerのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用します。ただし、サイレントまたはレスポンス・ファイル・モードでレスポンス・ファイルを指定することにより、このGUIではなく、Oracle Universal Installerを使用することもできます。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトで管理者権限が必要です。










	
関連項目:

「ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理」







インストールを開始する前に、第2章「Oracle Databaseのインストール前の要件」および「コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照」に説明されている要件を満たします。

さらに、次の問題を検討します。

	
Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上へのインストールの考慮事項


	
複数のOracle Databaseインストールの実行


	
すでにOracleコンポーネントがあるシステムへのインストール


	
最小のメモリー要件でのインストール






4.1.1 Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上へのインストールの考慮事項

Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。






4.1.2 複数のOracle Databaseインストールの実行

Oracle Databaseの複数のインストールを実行する必要がある場合は、次のいずれかの方法を使用してOracle Databaseをインストールできます。

	
レスポンス・ファイル: 各ノードで、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用してコマンドラインからOracle Universal Installerを実行し、レスポンス・ファイルを用意してOracle Universal Installerに必要な情報を提供します。レスポンス・ファイルは、Oracle Universal InstallerのGUIダイアログ・ボックスに通常入力する設定内容が含まれているテキスト・ファイルです。




	
関連項目:

付録C「レスポンス・ファイルを使用したOracle Databaseのインストールおよび構成」








	
既存のOracle DatabaseインストールのOracleホームのクローニング: この方法では、Oracle Databaseの1つのインスタンスをインストールし、追加する各インストールに対してそのOracleホームをクローニングします。




	
関連項目:

「Oracleホームのクローニング」















4.1.3 すでにOracleコンポーネントがあるシステムへのインストール




	
関連項目:

Oracle Universal Installerを実行する前に、「アップグレードの考慮事項」を参照してください。







コンピュータ上に他のコンポーネントがある場合は、次の手順に従います。

	
管理者グループのメンバーとして、Oracleコンポーネントをインストールするコンピュータにログオンします。

プライマリ・ドメイン・コントローラ(PDC)またはバックアップ・ドメイン・コントローラ(BDC)にインストールする場合は、ドメイン管理者グループのメンバーとしてログインします。


	
ORACLE_HOME環境変数が存在する場合は、削除します。環境変数の削除の詳細は、Microsoftのオンライン・ヘルプを参照してください。




	
注意:

ORACLE_HOME環境変数は、レジストリで自動的に設定されます。この変数を手動で設定すると、インストールできません。








	
アップグレードする必要があるすべてのデータベースをバックアップします。 詳細は、「アップグレードの考慮事項」を確認してください。







	
関連項目:

Oracle Universal Installerを実行する前に、Oracle Real Application Clustersのインストレーション・ガイドのWindowsベースのシステムでOracle Real Application Clustersをインストールする前の作業に関する項を参照してください。












4.1.4 最小のメモリー要件でのインストール

RAMと必要最小限に満たない仮想メモリーを持つコンピュータにOracle Databaseをインストールする場合、次の制限があります。

	
コンピュータでは、Oracle Universal Installerのインストール・セッション中に、Oracle Database Upgrade Assistant、Oracle Database Configuration AssistantまたはOracle Net Services Configuration Assistantを実行できません。


	
仮想メモリーが不足する場合に、コンピュータで実行するアプリケーションの数に応じて、ページング・ファイルのサイズをさらに増やすか、システム・グローバル領域(SGA)のサイズを減らす必要があります。一時ファイルとページング・ファイルがどちらも同じ物理ドライブに格納されている場合、一方の領域要件が他方のサイズを制限する可能性があります。システムの空き領域が限定されている場合は、まずOracle Databaseソフトウェアをインストールします。インストールの終了後に、Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成します。







	
注意:

メモリーと仮想メモリーの最小限の要件である1GBのみを満たすコンピュータ・システムには、データベースをインストールしないでください。







「インストール・オプションの選択」画面の「データベース・ソフトウェアのみインストール」オプションを選択してデータベース・ソフトウェアのみをインストールできます。

インストール後、必要性に応じて適切なコンフィギュレーション・アシスタントを実行します。

	
新しいデータベースを作成するには、Oracle Database Configuration Assistantを実行します。「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→「Database Configuration Assistant」の順に選択します。


	
既存のデータベースをアップグレードするには、Oracle Database Upgrade Assistantを実行します。「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→「Database Upgrade Assistant」の順に選択します。











4.2 コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照

Oracle Universal Installerを起動する前に、次のガイドラインを参照してください。

	
Oracle Universal Installer

以前のOracleリリースでこのリリースのコンポーネントをインストールする場合は、Oracle Universal Installerを使用しないでください。


	
Oracle Automatic Storage Management

以前のリリースでは、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)は、Oracle Databaseのインストールの一環としてインストールされました。Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、Oracle Automatic Storage Managementは、クラスタ用またはスタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールに含まれます。

Oracle Automatic Storage Managementの既存のインストールをアップグレードするには、Oracle Grid Infrastructureのアップグレードを実行してOracle Automatic Storage Managementをアップグレードする必要があります。Oracle Automatic Storage Managementをインストールしておらず、Oracle Automatic Storage Managementを記憶域オプションとして使用する場合は、Oracle Grid Infrastructureのインストールを完了した後にOracle Databaseのインストールを開始する必要があります。




	
関連項目:

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureの詳細は、「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructure」を参照してください。








	
クラスタでのインストール

Oracle ClusterwareまたはOracle RACがシステムにインストール済の場合、Oracle Universal Installerには「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ページが表示されます。Oracle RACをインストールしない場合は、「ローカル・インストール」を選択する必要があります。




	
関連項目:

『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』












4.2.1 データベース・キャラクタ・セットの選択

Oracle Databaseでは、次の3つに対してデータベース・キャラクタ・セットが使用されます。

	
SQL文字データ型(CHAR、VARCHAR2、CLOB、およびLONG)で格納されているデータ。


	
表名、列名、PL/SQL変数などの識別子。


	
ストアドSQLおよびPL/SQLソース・コード(このコードに埋め込まれたテキスト・リテラルも含む)。




通常、データベースが作成された後にそのキャラクタ・セットを変更するには、膨大な時間とリソースが必要になります。このような処理を行うには、データベース全体をエクスポートした後で再びインポートすることにより、すべての文字データの変換が必要な場合もあります。そのため、データベース・キャラクタ・セットは、インストールの時点で慎重に選択することが重要です。

データベース・キャラクタ・セットには、Unicode AL32UTF8を使用することをお薦めします。Unicodeは、現在世界で使用されている言語のほとんどをサポートしている汎用キャラクタ・セットです。また、現在では使用されていない歴史的な文字(アルファベット)も多数サポートしています。Unicodeは、Java、XML、XHTML、ECMAScriptおよびLDAPなど様々な技術におけるネイティブ・エンコーディングです。Unicodeは、インターネットや世界経済をサポートしているデータベースに非常に適しています。

AL32UTF8はマルチバイト・キャラクタ・セットであるため、WE8MSWIN1252などのシングルバイト・データベース・キャラクタ・セットに比べると、文字データに対するデータベースでの処理が若干遅くなることがあります。使用する文字がASCIIの対象外である大部分の言語について、その言語のテキストに必要な記憶領域をみると、その言語をサポートしているレガシー・キャラクタ・セットを使用した場合よりもAL32UTF8を使用した場合の方が大きくなります。記憶領域が大きくなるのは、英語以外の文字データに関してのみです。Unicodeでは、汎用性や柔軟性があるために、通常はこうした過剰な負担が生じます。

テキスト処理における互換性、記憶域の要件、またはパフォーマンスが重要な要素であり、かつデータベースがサポートしているのが単一グループの言語に限定される場合には、レガシー・キャラクタ・セットの使用を検討する必要があります。この場合、対象のデータベースに接続しているクライアントに最も多く使用されているキャラクタ・セットを、データベース・キャラクタ・セットとして選択します。

Oracle Universal InstallerおよびこのリリースのDatabase Configuration Assistantで提案または使用されるデフォルトのキャラクタ・セットは、オペレーティング・システムの言語構成に基づいています。

大部分の言語では、Microsoft Windowsのキャラクタ・セットの1つであるWE8MSWIN1252などがデフォルトのキャラクタ・セットとなります。UNIXベースのプラットフォームで同じデフォルト設定がデータベース・インストール処理で使用されることは、注目に値します。これは、データベースに接続しているクライアントの大多数が、オペレーティング・システムとしてMicrosoft Windowsを使用しているという前提に基づくものです。データベースには、クライアントから受け取った文字をすべて格納できる必要がある一方、Microsoft Windowsのキャラクタ・セットは、対応するISO 8859キャラクタ・セットよりも扱える文字が豊富なため、通常はMicrosoft Windowsのキャラクタ・セットを選択するのが適切です。たとえば、EE8MSWIN1250キャラクタ・セットではユーロ通貨記号や様々なスマート・クォート文字がサポートされているのに対し、対応するEE8ISO8859P2キャラクタ・セットでは、そのような記号や文字はサポートされていません。Oracleではいずれの場合も、NLS_LANG設定で宣言されたデータベース・キャラクタ・セットとクライアントのキャラクタ・セットの間でデータが変換されます。

Oracle Universal Installerで選択用に表示されるデータベース・キャラクタ・セットのリストには、推奨するキャラクタ・セットのみが含まれています。Oracle Databaseでは、この他にも多くのキャラクタ・セットがサポートされていますが、それらは非推奨であるか、または別の推奨キャラクタ・セットのバイナリ・サブセットです。たとえば、WE8DECは非推奨のキャラクタ・セットであり、US7ASCIIおよびWE8ISO8859P1はいずれもWE8MSWIN1252のバイナリ・サブセットです。

互換性を維持するため、非推奨のキャラクタ・セットでデータベースを作成する必要がある場合は、「詳細」データベース構成オプションを選択してください。対話モードでDatabase Configuration Assistantを使用すると、Windowsでサポートされている任意のデータベース・キャラクタ・セットを選択できます。




	
注意:

AL32UTF8は、XMLTypeデータに適したOracle Databaseキャラクタ・セットです。これはIANAの登録済標準であるUTF-8エンコーディングと同等であり、すべての有効なXML文字をサポートします。
Oracle Databaseのデータベース・キャラクタ・セットUTF8(ハイフンなし)をデータベース・キャラクタ・セットAL32UTF8またはキャラクタ・エンコーディングUTF-8と混同しないでください。データベース・キャラクタ・セットUTF8はAL32UTF8で置き換えられています。XMLデータにはUTF8を使用しないでください。UTF8でサポートされるのはUnicodeバージョン3.0以下のみで、有効なXML文字がすべてサポートされるわけではありません。AL32UTF8には、このような制限はありません。

XMLデータにデータベース・キャラクタ・セットUTF8を使用すると、リカバリできないエラーが発生したりセキュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字がinput-document要素名に表示される場合は、置換文字(通常は疑問符)で置き換えられます。このため、解析が終了して例外が発生します。














4.2.2 Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの使用

この項はオプションで、ディスク・グループの識別方法およびディスク・グループに含まれる空きディスク領域の判別方法を説明します。Oracle Grid Infrastructureをインストールする際に作成されたOracle Automatic Storage Managementの既存ディスク・グループに、データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルを格納できます。




	
注意:

既存のディスク・グループを管理するOracle Automatic Storage Managementインスタンスは、別のOracleホーム・ディレクトリで実行されます。







既存のOracle Automatic Storage Managementディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループ内に十分なディスク領域があるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

	
「コントロール パネル」の「サービス」で、OracleASMService+ASMサービスが開始されていることを確認します。


	
コマンド・プロンプトを開き、ORACLE_SID環境変数を一時的に設定して、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスに適切な値を指定します。

たとえば、Oracle Automatic Storage ManagementのSIDが+ASMでasmディレクトリにある場合は、次の設定を入力します。


DRIVE_LETTER:\>set ORACLE_SID=+ASM


	
SYSASM権限を持つSYSユーザーとしてOracle Automatic Storage Managementインスタンスに接続し、必要に応じてインスタンスを起動します。


DRIVE_LETTER:\>sqlplus /nolog
SQL> CONNECT SYS as SYSASM
Enter password: SYS_password 
SQL> STARTUP


	
次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、そのディスク・グループの冗長性レベルおよび各グループの空きディスク領域を表示します。


SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;


	
この出力から、ディスク・グループと適切な冗長性レベルを識別し、含まれる空き領域を書き留めます。


	
前述の項で記述した記憶域の要件を満たすために、必要に応じて追加のディスク・デバイスをインストールまたは指定します。




	
注意:

既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合、そのディスク・グループにある既存のデバイスと同じサイズおよび同じパフォーマンス特性を持つデバイスを使用することをお薦めします。













	
関連項目:

「既存のOracle Automatic Storage Managementインスタンスのアップグレード」














4.3 インストール・ソフトウェアへのアクセス

Oracle Databaseソフトウェアはインストール・メディアで提供されますが、Oracle Technology NetworkのWebサイトまたはOracle Software CloudのWebサイトからもダウンロードできます。ソフトウェアをハードディスクからインストールするには、ソフトウェアをダウンロードして解凍するか、インストール・メディアがある場合はそこからソフトウェアをコピーする必要があります。

Oracle Databaseのアクセスおよびインストールは、次のいずれかの方法で実行できます。

	
リモートDVDドライブからのインストール


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストール


	
Oracleソフトウェアのダウンロード


	
ハードディスクへのOracle Databaseソフトウェアのコピー






4.3.1 リモートDVDドライブからのインストール

Oracle DatabaseをインストールするコンピュータにDVDドライブがない場合は、リモートDVDドライブからインストールを実行できます。次の手順を実行する必要があります。

	
手順1: リモート・コンピュータでのDVDドライブの共有


	
手順2: ローカル・コンピュータでのDVDドライブのマッピング






4.3.1.1 手順1: リモート・コンピュータでのDVDドライブの共有

リモートDVDドライブで、共有アクセスを可能にする必要があります。これを設定するには、DVDドライブがあるリモート・コンピュータで次の手順を実行します。

	
管理者ユーザーとしてリモート・コンピュータにログインします。


	
Windowsエクスプローラを起動します。


	
DVDドライブ文字を右クリックして、「共有」(または「共有とセキュリティ」)を選択します。


	
「共有」タブをクリックして、次の手順を実行します。

	
「このフォルダを共有する」を選択します。


	
「共有名」で、dvdなどの共有名を指定します。この名前は、次の項の手順dで、ローカル・コンピュータでDVDドライブをマッピングする際に使用します。


	
「アクセス許可」をクリックします。Oracle Databaseをインストールするためにドライブにアクセスするユーザーには、少なくとも「読み取り」アクセス許可が必要です。


	
終了したら「OK」をクリックします。





	
Oracle Databaseインストール・メディアをDVDドライブに挿入します。









4.3.1.2 手順2: ローカル・コンピュータでのDVDドライブのマッピング

リモートのDVDドライブをマッピングし、マッピングされたドライプからOracle Universal Installerを実行するには、次の手順をローカル・コンピュータで実行します。

	
リモートのDVDドライブをマッピングします。

	
ローカル・コンピュータでWindowsエクスプローラを起動します。


	
「ツール」メニューから、「ネットワーク ドライブの割り当て」を選択して「ネットワーク ドライブの割り当て」ダイアログ・ボックスを表示します。


	
リモートDVDドライブに使用するドライブ文字を選択します。


	
「フォルダ」で、次の形式を使用して、リモートDVDドライブの場所を入力します。


\\remote_hostname\share_name


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
remote_hostnameは、DVDドライブのあるリモート・コンピュータの名前です。


	
share_nameは、前述の手順の手順4で入力した共有名です。次に例を示します。


\\computer2\dvd





	
別のユーザーとしてリモート・コンピュータに接続する必要がある場合は、「異なるユーザー名」をクリックして、ユーザー名を入力します。


	
「完了」をクリックします。





	
マッピングされたDVDドライブからOracle Universal Installerを実行します。


	
「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」に進んでください。











4.3.2 リモート・アクセス・ソフトウェアを介したリモート・コンピュータへのインストール

Oracle Databaseをリモート・コンピュータでインストールおよび実行(つまり、リモート・コンピュータにハード・ドライブがあり、Oracle Databaseコンポーネントを実行)する場合、コンピュータへの物理アクセスがなくても、リモート・コンピュータでVNCやSymantec pcAnywhereなどのリモート・アクセス・ソフトウェアを実行していれば、リモート・コンピュータでインストールを実行できます。ローカル・コンピュータでもリモート・アクセス・ソフトウェアを実行する必要があります。

次の2つの方法のいずれかで、リモート・コンピュータにOracle Databaseをインストールできます。

	
Oracle Database DVDの内容をハード・ドライブにコピーした場合は、ハード・ドライブからソフトウェアをインストールできます。


	
DVDをローカル・コンピュータ上のドライブに挿入し、DVDからソフトウェアをインストールできます。





4.3.2.1 ハード・ドライブからのリモート・コンピュータへのインストール

Oracle Database DVDの内容をハード・ドライブにコピーした場合は、ハード・ドライブからソフトウェアをインストールできます。

ハード・ドライブからリモート・コンピュータにソフトウェアをインストールする手順は、次のとおりです。

	
リモート・アクセス・ソフトウェアがインストールされ、リモート・コンピュータとローカル・コンピュータで稼働していることを確認します。


	
Oracle Database DVDの内容を格納したハード・ドライブを共有します。


	
リモート・コンピュータで、ドライブ文字を共有ハード・ドライブにマッピングします。ローカル・コンピュータでこの操作を行うには、リモート・アクセス・ソフトウェアを使用します。


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでOracle Universal Installerを実行します。共有ハード・ドライブからOracle Universal Installerにアクセスします。


	
「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」に進んでください。








4.3.2.2 リモートDVDドライブからのリモート・コンピュータへのインストール

DVDをローカル・コンピュータのドライブに挿入し、DVDからインストールできます。

リモートDVDドライブからリモート・コンピュータにソフトウェアをインストールする手順は、次のとおりです。

	
リモート・アクセス・ソフトウェアがインストールされ、リモート・コンピュータとローカル・コンピュータで稼働していることを確認します。


	
ローカル・コンピュータで、DVDドライブを共有します。

リモート・コンピュータで、ドライブ文字を共有DVDドライブにマッピングします。ローカル・コンピュータでこの操作を行うには、リモート・アクセス・ソフトウェアを使用します。

これらの手順は、「リモートDVDドライブからのインストール」で説明されています。


	
リモート・アクセス・ソフトウェアを介して、リモート・コンピュータでOracle Universal Installerを実行します。共有DVDドライブからOracle Universal Installerにアクセスします。


	
「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」に進んでください。











4.3.3 Oracleソフトウェアのダウンロード

試用版のインストール・ファイルをOracle Technology Network (OTN)またはOracle Software Delivery CloudのWebサイトからダウンロードして、ハードディスクに解凍できます。必ずライセンス規約をすべて確認し、理解してください。ほとんどのダウンロードには、開発ライセンスが含まれています。この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Technology Networkからのインストール用アーカイブ・ファイルのダウンロード


	
Oracle Software Delivery Cloudからのソフトウェアのダウンロード


	
インストール・ファイルの解凍






4.3.3.1 Oracle Technology Networkからのインストール用アーカイブ・ファイルのダウンロード

Oracle Technology Networkからインストール用アーカイブ・ファイルをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
ブラウザを使用して、次のURLにあるOracle Technology Networkのソフトウェア・ダウンロード・ページにアクセスします。


http://www.oracle.com/technetwork/indexes/downloads/index.html


	
インストールする製品のダウンロード・ページにナビゲートします。


	
ダウンロード・ページで、各必須ファイルのサイズを合計して必要なディスク領域を確認します。

ファイル・サイズは、ファイル名の隣に表示されます。


	
アーカイブ・ファイルの格納および展開用に、十分な空き領域のあるファイル・システムを選択します。

ほとんどの場合、使用可能なディスク領域としては、全アーカイブ・ファイルの2倍以上のサイズが必要です。


	
手順4で選択したファイル・システム上で、インストール・ディレクトリを保持するための親ディレクトリ(OraDB11gなど)を製品ごとに作成します。


	
すべてのインストール用アーカイブ・ファイルを、手順5で作成したディレクトリにダウンロードします。


	
ダウンロードしたファイルのサイズが、Oracle Technology Network上の対応するファイルと一致することを確認します。また、チェックサムがOracle Technology Networkに記載されているものと同じであることを確認してください。


	
作成した各ディレクトリでファイルを解凍します。


	
必須インストール・ファイルを解凍した後、4.5項「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」を参照してください。









4.3.3.2 Oracle Software Delivery Cloudからのソフトウェアのダウンロード

Oracle Software Delivery Cloudからソフトウェアをメディア・パックとしてダウンロードできます。メディア・パックは電子版のソフトウェアで、Oracleのお客様はCD-ROMまたはDVDでも入手可能です。メディア・パックをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
ブラウザを使用して、次の場所にあるOracle Software Delivery CloudのWebサイトにアクセスします。


http://edelivery.oracle.com/


	
オンライン・フォームに情報(名前、会社、電子メール・アドレス、国)を入力して、「輸出確認」手続きを行います。


	
メディア・パックの検索ページで、ダウンロードするメディア・パックを特定するための製品パックとプラットフォームを指定します。製品パックの名前がわからない場合は、ライセンス・リストを使用して検索できます。


	
オプションで、ダウンロードする関連製品を「結果」リストから選択します。


	
検索結果ページで「Readme」をクリックし、ダウンロード手順と製品情報が記載されたReadmeファイルをダウンロードして確認します。


	
Readmeを確認したら、検索結果から適切なメディア・パックを選択し、個別のzipファイルをダウンロードします。このページに記載されたダウンロードの注意事項に従います。必要なzipファイルのコンテンツをダウンロードして解凍した後、ソフトウェアのインストールを開始します。




	
注意:

ダウンロード可能なファイルのリストが記載されたページを印刷しておいてください。インストール中に参照する部品番号とその説明のリストが含まれています。








	
ファイルをダウンロードした後、「ダイジェストの表示」をクリックして、MD5またはSHA-1チェックサムが、メディア・ダウンロード・ページに示されている内容と一致することを検証します。







	
関連項目:

	
ソフトウェア・ダウンロードの整合性を検証する方法の詳細は、次のMy Oracle Supportノート549617.1を参照してください。


https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=549617.1


	
メディア・パックの詳細は、Oracle Software Delivery Cloud Webサイトのよくある質問セクションを参照してください。

















4.3.3.3 インストール・ファイルの解凍

インストール用アーカイブ・ファイルを解凍する手順は、次のとおりです。

	
必要に応じて、ダウンロードしたインストール用アーカイブ・ファイルが格納されているディレクトリに変更します。


	
Oracle Databaseソフトウェアは2つのzipファイルで使用できます。必ず、両方のzipファイルを同じディレクトリに抽出します。




必須インストール・ファイルをすべて解凍した後、「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」を参照してください。








4.3.4 ハードディスクへのOracle Databaseソフトウェアのコピー

インストール・メディアの内容をハードディスクにコピーする手順は、次のとおりです。

	
ハード・ドライブにディレクトリを作成します。次に例を示します。


C:\> mkdir \install
C:\> mkdir \install\database


	
インストール・メディアの内容を作成したディレクトリにコピーします。


	
必須インストール・ファイルをすべてコピーした後に、「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」を参照してください。











4.4 データベース・セキュリティ・オプション

インストールの実行中、データベースのセキュリティ構成を選択するよう求めるメッセージが表示されます。セキュアな構成オプションでは、データベース監査オプションによるデータベースの構成の他、パスワード・ポリシーやパスワードの有効期限に関する設定を行います。

データベースを新規にインストールする場合、Oracle Database 11gリリース2(11.2)のデフォルト構成には、セキュアな構成オプションが含まれています。これらの高度なセキュリティ制御を無効にする場合は、インストール中に表示される「構成オプションの指定」画面の「すべての新規セキュリティ設定のアサート」チェック・ボックスを選択解除します。この場合、Oracle Databaseは、Oracle Database 10gリリース2のデフォルト・オプションと同じ状態でインストールされます。インストールした後でも、DBCAを起動して設定内容を変更すると、セキュリティ設定を変更できます。監査やパスワードに関するセキュリティ設定の有効/無効を切り替えることができる他、セキュリティ設定を以前の状態に戻すこともできます。

データベースをアップグレードした場合でも、アップグレード後のデータベースでは、それまでのデータベース・セキュリティ構成が維持されるため、既存のアプリケーションとの互換性は確保されます。インストール後、DBCAを使用すると、セキュアな構成オプションの有効/無効を切り替えてテストできます。




	
注意:

	
データベースの構成には、インストール中、またはインストール後にDBCAを使用して、セキュアな構成オプションを指定することをお薦めします。


	
Oracle Database Vaultをデータベースとともにインストールする場合、データベースは保護されているためセキュアな構成を確認しません。

















4.5 Oracle Databaseソフトウェアのインストール

ほとんどの場合、Oracle Databaseのインストールには、Oracle Universal Installerのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用します。この項では、Oracle Universal InstallerのGUIを使用してほとんどのデータベースのインストールを実行する方法について説明します。




	
関連項目:

	
Oracle RestartまたはOracle Automatic Storage Managementを使用する場合は、データベースのインストールおよび作成を行う前に、Oracle Grid Infrastructureをインストールする必要があります。そうでない場合は、データベースを手動でOracle Restartに登録する必要があります。Oracle Grid Infrastructureのインストールの詳細は、「スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストールおよび構成」を参照してください。


	
データベースのインストールを開始する前に、既存のOracleプロセスを停止することが必要になる場合があります。既存のOracleサービスの停止に関する項を参照してください。


	
GUIではなく、サイレント・インストール方法またはレスポンス・ファイル・インストール方法を使用してOracle Databaseをインストールするには、付録C「レスポンス・ファイルを使用したOracle Databaseのインストールおよび構成」を参照してください。既存のOracleホームのクローニング方法についても説明されています。これらの方法は、Oracle Databaseの複数インストールを実行する場合に便利です。












Oracle Databaseソフトウェアをインストールする手順は、次のとおりです。

	
管理者グループのメンバーとして、Oracleコンポーネントをインストールするコンピュータにログオンします。

プライマリ・ドメイン・コントローラ(PDC)またはバックアップ・ドメイン・コントローラ(BDC)にインストールする場合は、ドメイン管理者グループのメンバーとしてログインします。


	
複数のネットワーク・インタフェース・カードまたは複数の別名を持ったコンピュータにOracle Databaseをインストールする場合は、「コントロール パネル」の「システム」を使用して、ORACLE_HOSTNAMEシステム環境変数を作成します。Oracle Databaseをインストールするコンピュータのホスト名を指すように、この変数を設定します。




	
関連項目:

	
「ORACLE_HOSTNAME環境変数の設定」


	
「複数のIPアドレスを持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール」


	
「複数の別名を持つコンピュータへのOracle Databaseのインストール」













	
Oracle Databaseのインストール・メディアを挿入して、databaseディレクトリに移動します。あるいは、インストール・ファイルをダウンロードまたはコピーしたディレクトリに移動します。

サポートされているすべてのWindowsオペレーティング・システムでは、Oracle Databaseのインストールに同じインストール・メディアを使用します。


	
setup.exeをダブルクリックし、Oracle Universal Installerを起動します。

インストール前の更新のダウンロード

Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)からは、保護されたデータ・センターでインストールを実行する場合、インストールを開始する前に更新をダウンロードするには、インターネットに接続されたシステムでOracle Universal Installerを更新ダウンロード・モードで起動します。インストールの前にOracle Universal Installerで更新のダウンロードを開始するには、次のコマンドを入力します。


setup.exe -downloadUpdates


My Oracle Support資格証明の入力画面で、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力し、必要に応じてプロキシ設定を入力します。ダウンロード先を入力し、ソフトウェア更新のダウンロード画面の「ダウンロード」をクリックします。更新を使用できる場合は、指定した場所にダウンロードされます。更新終了画面に更新のダウンロードが終了したことが表示されます。「閉じる」をクリックします。

更新をダウンロードした後、インストールを実行するサーバー上のディレクトリに更新ファイルを移動します。




	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルの形式の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』を参照してください。


	
「ソフトウェアの更新オプション」













	
次のガイドラインに従ってインストールを実行します。

	
Oracle Database 11gリリース2(11.2)ソフトウェアは、既存のOracleホームにインストールしないでください。


	
Oracle Universal Installerの画面に表示される指示に従って操作を行います。追加情報が必要な場合は、「ヘルプ」をクリックします。




	
関連項目:

パスワードのガイドラインは、「ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット」を参照してください。








	
Oracleサポート・サービスによって提供されたパッチを使用しないかぎり、Java Runtime Environment(JRE)を変更しないでください。Oracle Universal Installerにより、Oracleが提供するバージョンのJREが自動的にインストールされます。Oracle Universal Installerおよび複数のOracleアシスタントを実行するには、このバージョンが必要です。


	
ソフトウェアのインストール中にエラーが表示された場合は、付録Fのトラブルシューティング情報を参照してください。


	
Oracle Database Configuration Assistantを対話モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、データベースとネットワークの構成に関する詳細情報を指定する必要があります。

Oracle Database Configuration Assistantを対話モードで使用しているときに不明な点がある場合は、画面にある「ヘルプ」をクリックします。




	
注意:

デフォルトのインストールを選択した場合、Oracle Database Configuration Assistantは対話的には実行されません。











	
コンフィギュレーション・アシスタントのタスクが終了したら、「終了」をクリックし、「終了」をクリックしてから「はい」をクリックして、Oracle Universal Installerを終了します。


	
オプションで、インストール・プロセス中に作成された一時ファイルを削除する場合は、OraInstalldate_timeディレクトリを削除します。OraInstalldate_timeディレクトリには、約45MBのファイルが保持されます。このディレクトリは、TEMP環境変数の設定によって設定されている場所に作成されます。

コンピュータを再起動しても、OraInstalldate_timeディレクトリは削除されます。


	
Oracle Databaseをインストールした後に実行する必要がある作業の詳細は、第5章「Oracle Databaseのインストール後の作業」を参照してください。




次の表は、Oracle Database 11gリリース2(11.2)のEnterprise Editionのインストール中に表示される様々な画面をまとめたものです。


表4-1 Oracle Universal Installerのウィンドウ

	画面	アクション
	
セキュリティ・アップデートの構成

	
「電子メール」フィールドに、電子メール・アドレス、できればMy Oracle Support(以前のOracleMetaLink)の電子メール・アドレスまたはユーザー名を入力します。

セキュリティ更新を受信する場合は、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取る」チェック・ボックスを選択します。

「My Oracle Supportパスワード」フィールドに、My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)のパスワードを入力します。

「次へ」をクリックします。


	
ソフトウェアの更新のダウンロード

	
Starting with Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)から、ソフトウェア更新機能を使用して、最新の更新を動的にダウンロードして適用できるようになりました。次のいずれかのオプションを選択し、「次へ」をクリックします。

	
My Oracle Support資格証明を使用してダウンロード: 最新のソフトウェア更新をダウンロードして適用するには、このオプションを選択します。

Oracle Universal Installerのインターネット接続に使用するプロキシを構成するには、プロキシ設定をクリックします。サイトのプロキシ・サーバーの情報、およびサーバーを接続するローカル・エリア・ネットワークにアクセスするユーザー・アカウントを入力します。Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.3)以降、プロキシ・レルム情報を入力できます。プロキシ・レルム情報では大/小文字が区別されます。プロキシ・レルムがない場合、「プロキシ・ユーザー名」、「プロキシ・パスワード」および「プロキシ・レルム」の各フィールドにエントリを入力する必要はありません。

「接続のテスト」をクリックして、プロキシの設定が正しく入力されてインストーラで更新をダウンロードできるかどうかを確認します。


	
事前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用: Oracle Universal installerコマンドsetup.exe -downloadUpdatesを使用して、すでにソフトウェア更新をダウンロードしてある場合に、このオプションを選択します。


	
ソフトウェア更新のスキップ: 更新を適用しない場合は、このオプションを選択します。




関連項目: 「ソフトウェアの更新オプション」


	
ソフトウェア更新の適用

	
ソフトウェア更新をダウンロードするよう選択するか、事前にダウンロードしたソフトウェア更新のダウンロード場所を指定すると、この画面が表示されます。

	
前の画面でMy Oracle Support資格証明を使用してダウンロードを選択した場合は、すべての更新のダウンロードおよび適用を選択し、「次へ」をクリックして更新を適用します。

デフォルトでは、ソフトウェア更新のダウンロード場所は、このインストールの実行に使用しているOracleインストール所有者のホーム・ディレクトリになります。ソフトウェア更新を別の場所にダウンロードするよう選択する場合は、「参照」をクリックして、サーバーの別の場所を選択します。


	
前の画面で事前にダウンロードしたソフトウェア更新を使用を選択した場合は、すべての更新の適用を選択して「次へ」をクリックし、インストールを開始する前にダウンロードした更新を適用します。





	
インストール・オプションの選択

	
次のいずれかのインストール・オプションを選択し、「次へ」をクリックします。

	
データベースの作成および構成: このオプションを選択すると、データベースおよびサンプル・スキーマが作成されます。


	
データベース・ソフトウェアのみインストール: このオプションを選択すると、データベース・バイナリのみがインストールされます。データベースを構成するには、ソフトウェアのインストール後、Oracle Database Configuration Assistantを実行する必要があります。


	
既存のデータベースのアップグレード: このオプションを選択すると、新しいOracleホームにソフトウェア・バイナリがインストールされます。インストールの終了後、既存のデータベースをアップグレードできます。





	
システム・クラス

	
データベース・インストール用のシステム・タイプを選択し、「次へ」をクリックします。

	
デスクトップ・クラス: ラップトップまたはデスクトップ・クラス・システムにインストールする場合に、このオプションを選択します。このオプションには初期データベースが含まれ、最小構成が可能です。このオプションは、データベースを短時間で設定して実行するユーザーを対象としています。


	
サーバー・クラス: 本番データ・センターにOracleをデプロイする際に使用するようなサーバー・クラス・システムにインストールする場合に、このオプションを選択します。このオプションでは、より拡張された構成オプションを使用できます。このオプションで使用できる拡張構成オプションには、Oracle RAC、Oracle Automatic Storage Management、バックアップおよびリカバリ構成、Enterprise Manager Grid Controlとの統合、より細かいメモリー・チューニングなどがあります。





	
Gridインストール・オプション

	
実行するデータベース・インストールのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。

	
単一インスタンス・データベースのインストール: データベースおよびリスナーがインストールされます。


	
Real Application Clustersデータベースのインストール: Oracle Real Application Clustersがインストールされます。


	
Oracle RAC One Nodeデータベース・インストール: Oracle RAC One Nodeデータベースがインストールされます。

注意: Oracle RAC One Nodeは、Oracle Clusterwareでのみサポートされます。





	
インストール・タイプの選択

	
次のいずれかを選択し、「次へ」をクリックします。

	
標準インストール: このインストール方法がデフォルトで選択されています。この方法の場合、最小限の入力でOracle Databaseを簡単にインストールできます。この方法では、ソフトウェアがインストールされ、この画面上で指定する情報を使用することにより、汎用のデータベースがオプションで作成されます。


	
拡張インストール: このインストール方法を使用すると、より複雑なインストールを実行できます。たとえば、異なるアカウントに対して個別のパスワードを作成する、特定のタイプの初期データベース(トランザクション処理やデータ・ウェアハウス用など)を作成する、異なる言語グループを使用する、電子メール通知を指定する、などの操作が可能です。





	
製品言語の選択

	
このオプションを選択すると、製品を実行する言語を選択できます。

製品の言語を、「使用可能な言語」リストから選択して、「選択された言語」リストに移します。「次へ」をクリックします。


	
データベース・エディションの選択

	
「Enterprise Edition」、「Standard Edition」または「Personal Edition」を選択します。「次へ」をクリックします。

「オプションの選択」をクリックすると、選択内容に基づいてコンポーネント・リストの製品を有効または無効にできます。使用可能なコンポーネントは次のとおりです。

	
Oracleパーティション化


	
Oracle OLAP


	
Oracle Label Security


	
Oracle Data MiningのRDBMSファイル


	
Oracle Database Vaultオプション


	
Oracle Real Applicationテスト


	
.NET用のOracle Databaseの拡張機能




「OK」をクリックして操作を続行します。

「次へ」をクリックします。

注意: 「オプションの選択」ボタンは、「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択した場合にのみ使用できます。


	
インストール場所の指定

	
デフォルトでは、Oracleベースのパスが表示されます。このパスは要件に応じて変更できます。「Oracleベース」、「ソフトウェアの場所」を指定し、「次へ」をクリックします。

Oracleベース・ディレクトリは、Oracleインストールの所有者アカウントが所有するOracleソフトウェア・インストールの最上位ディレクトリです。デフォルトのOracleベースのパスは、DRIVE_LETTER:\app\user (userはインストールを実行するユーザー・アカウント)です。このパスは必要に応じて変更できます。

「ソフトウェアの場所」フィールドで、デフォルト値のままにするか、OracleコンポーネントをインストールするOracleホームのディレクトリ・パスを入力します。ディレクトリ・パスにはスペースを入れないようにしてください。

「次へ」をクリックします。

注意: この画面は、「拡張インストール」でのみ使用できます。

関連項目: ディレクトリのネーミング規則の詳細は、「Optimal Flexible Architectureディレクトリのネーミング規則」を参照してください。


	
構成タイプの選択

	
次のいずれかを選択し、「次へ」をクリックします。

	
汎用目的/トランザクション処理: これは汎用用途または大量のトランザクションを処理するアプリケーションのために設計された初期データベースです。


	
データ・ウェアハウス: データ・ウェアハウス・アプリケーションを実行するために最適化された初期データベースです。




これらの事前構成済データベース・タイプの説明は、Oracle Universal InstallerまたはOracle Database Configuration Assistantのオンライン・ヘルプを参照してください。


	
データベース識別子の指定

	
次の情報を指定して「次へ」をクリックします。

データベースのネーミング

次の構文を使用して、グローバル・データベース名を指定します。


database_unique_name.db_domain


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
database_unique_nameはデータベースの名前です。データベース名の最大文字数は30で、先頭8文字は一意のものでアルファベットで始める必要があります。英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)、ナンバー記号(#)は使用できますが、その他の特殊文字をデータベース名に使用することはできません。


	
db_domainは、データベースに使用されるコンピュータ環境です。最大128文字(ピリオドを含む)で、英数字、アンダースコア(_)およびシャープ記号(#)を使用できます。




注意: データベース名(一意のデータベース名の先頭8文字)、デリミタおよびデータベース・ドメイン名の組合せは、最大128文字です。

次に例を示します。


sales.us.example.com


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
database_unique_nameはsales


	
db_domainはus.example.com




グローバル・データベース名を入力すると、Oracle Universal Installerにより、SID接頭辞にデータベース名が自動的に移入されます。この名前は、拡張インストールで変更できます。

SIDはOracle Universal Installerで英数字12文字に制限され、SIDはアンダースコア(_)、ドル記号($)およびシャープ記号(#)を含めることはできません。


	
構成オプションの指定

	
次の構成詳細を指定して「次へ」をクリックします。

メモリー:

「自動メモリー管理有効」オプションがデフォルトで選択されています。このオプションを選択すると、データベースのメモリーがSGAとPGAの間に自動的に分配されます。このオプションの選択を解除する場合、SGAおよびPGAのサイズを手動で設定する必要があります。

キャラクタ・セット:

このオプションを選択すると、文字データを次のいずれかの方法でデータベース内に格納できます。

	
デフォルトを使用: このオプションにより、オペレーティング・システムの言語設定が使用されます。


	
Unicodeを使用: このオプションを選択すると、複数の言語グループを格納できます。


	
次のキャラクタ・セットのリストから選択: このオプションを選択すると、「データベース・キャラクタ・セットの選択」ドロップダウン・リストが使用できます。




関連項目:

	
データベース・キャラクタ・セットの選択


	
キャラクタ・セットの選択の詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。




セキュリティ:

「すべての新規セキュリティ設定のアサート」オプションがデフォルトで選択されています。設定には、監査の有効化および新しいパスワード・プロファイルの使用が含まれます。

注意: デフォルト設定を使用することをお薦めします。

サンプル・スキーマ:

サンプル・スキーマ付きデータベースを作成オプションはデフォルトでは選択されません。ただし、サンプル・スキーマで初期データベースを作成する場合、このオプションを選択できます。


	
管理オプションの指定

	
次のいずれかを選択し、「次へ」をクリックします。

	
データベース管理に既存のOracle Enterprise Manager Grid Controlを使用する: このオプションは、Oracle Enterprise Managerがインストールされている場合に役に立ちます。


	
データベース管理にOracle Enterprise Manager Database Controlを使用: このオプションを選択すると、Oracle Databaseをローカルで管理できます。オプションで、「電子メール通知を有効にする」を選択して、送信SMTPサーバーと電子メール・アドレスを入力します。

関連項目: 「電子メール通知オプション」

注意: 電子メール通知を有効にするオプションは、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.2)以降使用できません。





	
データベース記憶域オプションの指定

	
次のいずれかを選択し、「次へ」をクリックします。

	
ファイルシステム: データベースのファイルの場所を指定します。


	
自動ストレージ管理: ASMSNMPユーザーのパスワードを指定します。




注意: Oracle ACFSファイル・システムでのOracleデータファイルのインストールはサポートされていません。これらのデータファイルは、Oracle ASMディスク・グループにインストールすることをお薦めします。

関連項目: 「Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの使用」


	
リカバリ・オプションの指定

	
次のいずれかを選択し、「次へ」をクリックします。

	
自動バックアップを有効にしない。


	
自動バックアップを有効にする: このオプションを選択すると、バックアップ・ジョブで指定したリカバリ領域が使用されます。

高速リカバリ領域にファイル・システム・ディレクトリを使用する場合は、「ファイル・システム」を選択し、リカバリ領域の場所フィールドで高速リカバリ領域のパスを指定します。

高速リカバリ領域のOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを使用するには、Oracle Automatic Storage Managementを選択します。

オペレーティング・システムのユーザー資格証明を指定して、バックアップ・ジョブを実行します。




関連項目: 「Oracle Automatic Storage Managementインストールのためのディスクの準備」


	
ASMディスク・グループの選択

	
この画面は、Oracle Automatic Storage Managementをストレージ・オプションとして選択した場合にのみ表示されます。

ディスク・グループは、Oracle Grid Infrastructureのインストール時に作成されます。ディスク・グループは、asmcmdまたはSQL create diskgroupコマンドを使用してSYSASM権限により構成されます。ASMディスク・グループは、複数のディスク・パーティションで構成されます。

この画面の表には、Oracle Grid Infrastructureのインストール時に作成された既存のディスク・グループが表示されます。データベース・ファイルの格納に使用するディスク・グループを選択します。


	
スキーマ・パスワードの指定

	
権限を持つデータベース・アカウント(SYS、SYSTEM、SYSMANおよびDBSNMP)のパスワードを入力および確認します。

「次へ」をクリックします。

注意: 必要に応じて、すべてのアカウントに同じパスワードを使用できます。ただし、アカウントごとに異なるパスワードを指定することをお薦めします。指定したパスワードを覚えておく必要があります。

関連項目: パスワードのガイドラインは、「ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット」を参照してください。


	
前提条件チェックの実行

	
このオプションを選択すると、データベース・インストールを実行するための最小システム要件が満たされているかどうか確認できます。

インストーラで問題を修正してシステム要件を確認するには、「修正および再チェック」をクリックします。

「再チェック」をクリックすると、前提条件のチェックを再実行して、データベース・インストールを実行できる最低要件が満たされているかどうか確認できます。

失敗した前提条件チェックのリストを取得するには、リストから「失敗を表示」を選択します。OUIによって実行されたすべての前提条件チェックのリストを取得するには、「すべて表示」を選択します。成功した前提条件チェックのリストを取得するには、「成功を表示」を選択します。

注意: 「すべて無視」オプションを選択する場合は注意が必要です。このオプションを選択すると、Oracle Databaseをシステムに正常にインストールできるかどうかをOracle Universal Installerが確認できない場合があります。

関連項目: システム要件の詳細は、「Oracle Databaseのインストール前の要件」を参照してください。


	
サマリー

	
この画面に表示された情報を確認して、「インストール」をクリックします。

注意: Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックすると、すべてのインストール手順をレスポンス・ファイルに保存できます。後で、サイレント・インストールを実行する際にこのファイルを使用できます。


	
製品のインストール

	
この画面に、データベースのインストールの進捗が表示されます。製品のインストール中に、ステータス情報も表示されます。「次へ」をクリックします。

次に、この画面には、ソフトウェアの構成およびデータベースの作成を実行するコンフィギュレーション・アシスタントのステータス情報が表示されます。Database Configuration Assistantプロセスの後にメッセージが表示されたら、「OK」をクリックして続行します。


	
終了

	
この画面は、すべての構成ツールが成功すると自動的に表示されます。

この画面に表示されたEnterprise Manager Database ControlのURL情報を確認して、「閉じる」をクリックします。












4.6 Oracleホームのクローニング

既存のOracleホームをコピーし、新しい環境用に構成できます。このプロセスをクローニングと呼びます。複数のOracle Databaseインストールを実行している場合は、この方法を使用して新規の各Oracleホームを作成できます。既存のOracle Databaseインストールからファイルをコピーしたほうが、新たに作成するよりも時間を節約できます。この方法は、クローニング元のOracleホームにパッチが適用されている場合にも便利です。Oracleホームのクローニングを実行すると、新しいOracleホームにパッチ更新が含まれます。

リリース11.2のDatabase Controlを使用してOracleホームをクローニングする場合、除外ファイル・リストを更新する必要があります。このファイル・リストでは、クローニング操作に必要ないため、ソースOracleホームのアーカイブ時に含める必要のないファイルが指定されます。次のファイルはアーカイブに含めないでください。

	
sqlnet.ora


	
tnsnames.ora


	
listener.ora







	
注意:

Enterprise Manager Database Controlを使用して、Oracleホームをクローニングする以外に、個々のOracleデータベースをクローニングすることもできます。OracleデータベースのクローニングおよびOracleホームのクローニングの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。







この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracleホームのクローニング


	
クローニングされたOracleホームでのOracle Configuration Managerの構成






4.6.1 Oracleホームのクローニング

Oracleホームをクローニングするには、次の手順を実行します。

	
ホームをクローニングするOracle Databaseが正常にインストールされていることを確認します。

インストール・セッションのinstallActionsdate_time.logファイルを検証することで、正常にインストールされたことを確認できます。通常、このファイルはC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsディレクトリにあります。

パッチをインストールした場合は、コマンド・プロンプトで次のコマンドを実行することで状態を確認できます。


C:\ORACLE_HOME\OPatch> set ORACLE_HOME=ORACLE_HOME_using_patch
C:\ORACLE_HOME\OPatch> opatch lsinventory


	
このコンピュータのOracle関連サービスを停止します。

次のいずれかの方法を使用してOracleサービスを停止できます。

	
Oracle Administration Assistant for Windows: 「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→Administrative Assistant for Windows→「Oracle Managed Objects」→「コンピュータ」→machine-nameの順に選択します。データベースを選択して、global database nameをクリックし、「サービスの停止」を選択します。




	
注意:

「起動/停止オプション」を選択して、サービスとともにデータベース・インスタンスを停止するかどうかを選択します。








	
Microsoft Windowsの「サービス」ユーティリティ: 「スタート」メニューから、「コントロール パネル」→「管理ツール」→「サービス」を選択します。名前がOracleで始まるサービスを右クリックし、メニューから「停止」を選択します。





	
「Save full path info」オプションを選択して、Oracleホーム(Oracleベースではなく)ディレクトリのZIPファイルを作成します。

たとえば、元のOracleインストールがC:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1にある場合は、11.2.0の下のadmin、flash_recovery_areaおよびoradataディレクトリは除外して、dbhome_1ディレクトリのZIPファイルを作成します。これらのディレクトリは、後で新しいデータベースを作成するときに、ターゲットのインストールで作成されます。


	
ZIPファイルをターゲット・コンピュータのルート・ディレクトリにコピーします。


	
「Use folder names」オプションを選択して、ZIPファイルの内容を抽出します。


	
Oracleホームが共有ストレージ・デバイス上にある場合を除き、Oracleホームをクローニングする各コンピュータごとに手順4から5を繰り返します。


	
元のOracleホームで、手順2で停止したサービスを再起動します。


	
ターゲット・コンピュータで、解凍したOracleホーム・ディレクトリにcd(移動)し、次の手順を実行します。

	
解凍したORACLE_HOME\network\adminディレクトリに存在している*.oraファイル(listener.ora、sqlnet.ora、tnsnames.oraなど)を削除します。


	
clone\binディレクトリで、解凍したOracleホームのclone.plを実行します。次の構文を使用します。


C:\ORACLE_HOME\clone\bin>%ORACLE_HOME%\perl\bin\per.exe clone.pl
ORACLE_HOME="target location" ORACLE_BASE="target Base location"

-defaultHomeName 


次に例を示します。


C:\ORACLE_HOME\clone\bin> clone.pl 
 
ORACLE_HOME="C:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1" -defaultHomeName
ORACLE_BASE="C:\app\username"




Oracle Universal Installerが起動し、クローニング・アクションがcloneActionstimestamp.logファイルに記録されます。通常、このログ・ファイルはC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsに格納されます。


	
新しいデータベースの接続情報を構成するには、Net Configuration Assistantを実行します。

Net Configuration Assistantを起動するには、「スタート」から、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→Net Configuration Assistantを選択します。


	
新しくクローニングされたOracleホームに新しいデータベースを作成するには、Oracle Database Configuration Assistantを実行します。

Oracle Database Configuration Assistantを起動するには、「スタート」から、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→「Database Configuration Assistant」を選択します。







	
関連項目:

	
OracleホームおよびOracleデータベースのクローニングの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。


	
Oracleホームのクローニングの詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』を参照してください。

















4.6.2 クローニングされたOracleホームでのOracle Configuration Managerの構成

クローニングされたOracleホームに合せてOracle Configuration Managerを構成するには、次の手順を実行します。

	
ORACLE_HOME\ccr\stateから次のコマンドを実行します。


del *.ll*


	
ORACLE_HOMEから次のコマンドを実行します。


copy ccr\inventory\core.jar ccr\inventory\pending


	
ORACLE_HOME\ccr\binからこれらのコマンドを実行します。


emSnapshotEnv
deployPackages


	
新しい資格証明が必要な場合、ORACLE_HOME\ccr\binからこのコマンドを実行します。


configCCR




setupCCRを使用してOracle Configuration Managerを手動で構成した場合は、クローニングされたOracleホームで次の手順を実行します。

	
ORACLE_HOME\ccr\hostsディレクトリのすべてのサブディレクトリを削除して、以前に構成したホストを削除します。


	
ORACLE_HOME\ccr\binから次のコマンドを実行します。


configCCR -a




Oracle Configuration Managerを元のOracleホームにインストールし、まだ構成していない場合は、クローニングされたOracleホームで次のコマンドを実行して構成します。


setupCCR













 
5 Oracle Databaseのインストール後の作業

この章では、次のインストール後の構成作業について説明します。

	
最新パッチ・セット・リリースのインストール


	
無効なPL/SQLモジュールの検証


	
Secure Sockets Layerの構成


	
Oracle SQL Developerのインストール後の作業


	
Oracleコンポーネントの構成


	
高速リカバリ領域ディスク・グループの作成


	
データベース・オプションの有効化および無効化






5.1 最新パッチ・セット・リリースのインストール

Oracle Databaseのインストールに成功したら、最新のパッチ・セット・リリースをインストールすることをお薦めします。

My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)を使用する前に、オンラインでの登録が必要です。My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)にログインした後、画面の最上部で「パッチと更新版」タブを選択します。

パッチを検索およびダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
Webブラウザを使用して、My Oracle SupportのWebサイトを表示します。


https://support.oracle.com/


	
My Oracle Supportにログインします。




	
注意:

My Oracle Support(以前のOracleMetaLink)の登録ユーザーでない場合は、新規ユーザーの「ここで登録してください」をクリックして登録の手順に従います。








	
My Oracle Supportのメイン・ページで、「パッチと更新版」タブをクリックします。


	
「パッチ検索」グループで、「製品またはファミリ(拡張)」を選択します。


	
「製品」フィールドで、「Oracle Database」を選択します。


	
「リリース」フィールドで、リリース番号を選択します。たとえば、Oracle 11.2.0.3.2とします。


	
「検索」をクリックします。


	
「パッチ検索」ページに、使用可能なすべてのパッチの更新が表示されます。


	
パッチ番号を選択して「README」をクリックします。パッチ・セットに関する情報と、インストールへのパッチの適用方法が記載された「README」ページが表示されます。


	
「パッチ検索」ページに戻って「ダウンロード」をクリックし、ファイルをシステムに保存します。


	
Oracle Database 11gで提供された解凍ユーティリティを使用して、My Oracle SupportからダウンロードしたOracleのパッチ更新を解凍します。解凍ユーティリティは、ORACLE_BASE\ORACLE_HOME\binディレクトリにあります。









5.2 無効なPL/SQLモジュールの検証

データベースを新規作成またはアップグレードした後は、utlrp.sqlスクリプトを実行します。このスクリプトは、パッケージ、プロシージャおよび型など、状態がINVALIDとなっている可能性があるすべてのPL/SQLモジュールを再コンパイルします。この手順はオプションですが、後日ではなくインストール時に実行して再コンパイルのパフォーマンス・コストを発生させることをお薦めします。




	
注意:

スクリプトの実行中は、データベースで他のデータ定義言語(DDL)文を実行しないでください。また、パッケージSTANDARDおよびDBMS_STANDARDは有効にしておく必要があります。







	
SQL*Plusを起動します。


DRIVE_LETTER:\> sqlplus /nolog


	
データベースにSYSアカウントで接続します。


SQL> CONNECT SYS AS SYSDBA
Enter password: SYS_password 


	
データベースを起動します(必要な場合)。


SQL> STARTUP


	
デフォルトでORACLE_HOME\rdbms\admin\utlrp.sqlにあるutlrp.sqlスクリプトを実行します。次に例を示します。


SQL> @?\rdbms\admin\utlrp.sql









5.3 Secure Sockets Layerの構成

HTTPリクエストでパスワードや他の機密データをクリアテキストで送信しないように、Secure Sockets Layer(SSL)を構成および使用することをお薦めします。




	
関連項目:

	
SSLの構成および使用の詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』のSSLの使用およびSSLの有効化に関する項を参照してください。


	
SSLの使用事項の詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』のSSLの使用事項に関する項を参照してください。

















5.4 Oracle SQL Developerのインストール後の作業

SQL Developerのインストール後の推奨作業については、Oracle SQL Developerインストレーション・ガイドの次に関する項を参照してください。

	
以前のリリースからのユーザー設定の移行


	
以前のリリースからの情報の移行


	
ユーザー関連情報の場所









5.5 Oracleコンポーネントの構成

多くのOracle製品およびオプションは、使用を開始する前に構成する必要があります。個々のOracle製品またはオプションを使用する前に、製品のドキュメント・ライブラリに格納されている適切なマニュアルを参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
Direct NFSクライアント


	
Oracle Messaging Gatewayの構成


	
Oracle Administration Assistant for Windowsの構成


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitorの構成


	
Oracle Label Securityの構成


	
Oracle Database Vaultの構成


	
Oracle Net Servicesの構成


	
Oracle Textが提供するナレッジ・ベースのインストール


	
Oracle Textフィルタリング・コンポーネントのインストール


	
Oracle XML DBの構成または再インストール


	
PL/SQL外部プロシージャの構成


	
共有サーバー・サポートの構成


	
ジョブ・システムをOracle Enterprise Managerで機能させるための資格証明の設定


	
Oracle Automatic Storage Managementと通信するためのOracle Databaseの構成


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用するためのデータベースの構成


	
Oracle Database Examplesのインストール







	
関連項目:

	
『Oracle Application Expressインストレーション・ガイド』の第4章「データベースからのインストール時の構成タスク」


	
Oracle Configuration Managerのインストール後の作業の詳細は、『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』のインストール後のデータベースの構成に関する項を参照してください。















	
注意:

使用する予定のコンポーネントについてのみ、インストール後の作業を実行する必要があります。









5.5.1 Direct NFSクライアント

Oracle Database 11gでは、データファイルは、サポートされているNFSシステムに格納できます。Oracle内部のDirect NFSクライアントを使用して直接NFS V3サーバーにアクセスするようOracle Databaseを構成できます。Oracle DatabaseでDirect NFSクライアントを使用してNFSサーバーを開くことができない場合は、Direct NFSクライアントを確立できなかったことを示す情報メッセージがOracleアラートおよびトレース・ファイルに記録されます。

Direct NFSクライアントで作成されたOracleデータ・ファイルの管理は、『Oracle Database管理者ガイド』に記載されているガイドラインに従って行う必要があります。Direct NFSクライアントによって処理されるNFSサーバーに存在するOracleファイルにも、サード・パーティのNFSクライアントを介してアクセスできます。ボリュームをCIFSまたはカーネルNFSにマウントして、コピーなどの通常のWindowsのユーティリティおよびコマンドを有効にし、リモート・ロケーションにあるデータベース・ファイルにアクセスする必要があります。CIFSにマウントされたボリュームは、Direct NFSクライアントを構成して初めてデータベース・ファイルの記憶域に使用できます。データベース・アクセスに必要なアトミック書込み要件は、CIFSプロトコルでは保証されていません。したがって、CIFSは、コピーや移動などのオペレーティング・システム・レベルのコマンド用にのみ使用できます。

一部のNFSファイル・サーバーでは、NFSクライアントは予約されたポートを使用して接続する必要があります。予約されたポートのチェックを使用してファイラを実行している場合は、Direct NFSクライアントが動作するように、予約されたポートのチェックを無効にする必要があります。予約されたポート・チェックを無効化するには、NFSファイル・サーバーのドキュメントを参照してください。

Direct NFSクライアントでは、NFSサーバーに対して定義されているネットワーク・パスを4つまで使用できます。Direct NFSクライアントによって、指定したすべてのパス間でロード・バランシングが実行されます。指定したパスで障害が発生した場合は、Direct NFSクライアントによって、残りのパスに対してI/Oコマンドが再発行されます。

Direct NFSクライアントでは、16384バイト以上のNFS読取り/書込みバッファをサポートするNFSサーバーを必要とします。

Direct NFSクライアントでは、wtmaxの粒度でNFSサーバーへの書込みが発行されます。Direct NFSクライアントでは、wtmaxが16384未満のNFSサーバーは処理されません。推奨される値は32768です。

Direct NFSクライアントの管理には、次のビューを使用します。

	
v$dnfs_servers: Direct NFSクライアントを使用してアクセスしたサーバーの表が表示されます。


	
v$dnfs_files: Direct NFSクライアントを使用して現在開いているファイルの表が表示されます。


	
v$dnfs_channels: Direct NFSクライアントによってファイルが提供されるサーバーに対するオープン・ネットワーク・パス(またはチャネル)の表が表示されます。


	
v$dnfs_stats: Direct NFSクライアントのパフォーマンス統計の表が表示されます。




ポート範囲が制限されたNFSサーバーの場合、クライアントからNFSサーバーへの接続を有効にするにはroot以外にinsecureオプションを使用します。または、「Direct NFSクライアントの無効化」の説明に従って、Direct NFSクライアントを無効にします。




	
注意:

Oracle Databaseに対してサポートされているNFSサーバーを使用します。サポート情報については、My Oracle SupportのWebサイトを参照してください。

https://support.oracle.com









次の各項では、Direct NFSクライアントのバッファ・サイズの有効化、無効化、チェックについて説明します。

	
Direct NFSクライアントの有効化


	
Direct NFSクライアントの無効化






5.5.1.1 Direct NFSクライアントの有効化

Direct NFSクライアントを有効にするため、新しいOracle固有ファイルoranfstabをORACLE_HOME\dbsに追加できます。oranfstabをORACLE_HOME\dbsに配置すると、このエントリは単一データベースに固有のものとなります。

Direct NFSクライアントでは、ORACLE_HOME\dbs\oranfstab内のマウント・ポイント・エントリが検索されます。最初に一致したエントリがマウント・ポイントとして使用されます。

Direct NFSクライアントを有効にするには、次の手順を実行します。

	
Direct NFSクライアントを使用してアクセスするNFSサーバーごとに、次の属性を使用してoranfstabファイルを作成します。

	
Server: NFSサーバー名を指定します。


	
Path: NFSサーバーへのネットワーク・パスを4つまで指定します。指定には、NFSサーバーで実行されるifconfigコマンドで表示されるIPアドレスまたは名前を使用します。


	
Local: データベース・ホストのネットワーク・インタフェースを4つまで指定します。指定には、データベース・ホストで実行されるipconfigコマンドで表示されるIPアドレスまたは名前を使用します。


	
Export: NFSサーバーからエクスポートされたパスを指定します。UNIX形式のパスを使用します。


	
Mount: エクスポートされたボリュームの対応するローカル・マウント・ポイントを指定します。Windows形式のパスを使用します。


	
mnt_timeout: タイムアウトまでDirect NFSクライアントが正常なマウントを待機する時間(秒)を指定します。このパラメータはオプションで、デフォルトのタイムアウトは10分です。


	
management: Direct NFSクライアントを有効にして、SNMP問合せの管理インタフェースを使用します。SNMPがNFSサーバー上の別の管理インタフェースで実行されている場合は、このパラメータを使用できます。デフォルト値は、serverパラメータ値です。


	
community: SNMP問合せで使用するコミュニティ文字列を指定します。デフォルト値はpublicです。




次に、NFSサーバー・エントリが2つ指定されたoranfstabファイルの例を示します。


server: MyDataServer1
local: 132.34.35.10
path: 132.34.35.12
local: 132.34.55.10
path: 132.34.55.12
export: /vol/oradata1 mount: C:\APP\ORACLE\ORADATA\ORCL



server: MyDataServer2
local: LocalInterface1
path: NfsPath1
local: LocalInterface2
path: NfsPath2
local: LocalInterface3
path: NfsPath3
local: LocalInterface4
path: NfsPath4
export: /vol/oradata2 mount: C:\APP\ORACLE\ORADATA\ORCL2
export: /vol/oradata3 mount: C:\APP\ORACLE\ORADATA\ORCL3


一般に、oranfstabファイルに指定されたマウント・ポイントは、通常、つまりDirect NFSクライアントを有効化せずにデータベース・ファイルが存在するローカル・パスを表します。たとえば、Direct NFSクライアントを使用しないデータベースがC:\app\oracle\oradata\orclディレクトリにファイルを保持する場合、対応するoranfstabファイルに仮想マウント・ポイントとしてC:\app\oracle\oradata\orclを指定する必要があります。




	
注意:

Windowsプラットフォームでは、oranfstabファイルにオプション・パラメータを2つ指定できます。
	
uid: Direct NFSクライアントによって使用されるUNIXのユーザーID


	
gid: Direct NFSクライアントによって使用されるUNIXのグループID












Direct NFSクライアントでは、uidまたはgid値を使用して、oranfstabにリストされたすべてのNFSサーバーにアクセスします。Direct NFSクライアントは、値が0のuidまたはgidを無視します。uidもgidも指定されていない場合、Direct NFSクライアントでは、デフォルトのuid:65534、gid:65534が使用されます。NFSサーバーでは、デフォルト値はuser:nobodyおよびgroup:nogroupに対応することがあります。




	
注意:

NFSサーバーからエクスポートされたパスは、oranfstabに指定されたuid, gidを持つユーザーによって、読取り、書込みおよび実行操作にアクセス可能である必要があります。uid、gidのどちらもリストされていない場合、エクスポートされたパスは、uid:65534, gid:65534を持つユーザーによってアクセス可能である必要があります。








	
Oracle Databaseでは、Direct NFSクライアントを有効にするためにODMライブラリoranfsodm11.dllを使用します。標準のODMライブラリoraodm11.dllのかわりに、ODM NFSライブラリoranfsodm11.dllを使用する場合は、次の手順に従ってください。

	
ディレクトリを、ORACLE_HOME\binに変更します。


	
Oracleデータベースを停止します。


	
次のコマンドを入力します。


DRIVE_LETTER:\> copy oraodm11.dll oraodm11.dll.stub
DRIVE_LETTER:\> copy /Y oranfsodm11.dll oraodm11.dll 












5.5.1.2 Direct NFSクライアントの無効化

Direct NFSクライアントを無効にするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Grid Infrastructureソフトウェアの所有者としてログインします。


	
「Direct NFSクライアントの有効化」で実行したプロセスを逆順に実行して、oraodm11.dllスタブ・ファイルを元に戻します。


	
oranfstabファイルを削除します。








5.5.1.3 ORADNFS

ORADNFSは、データベース管理者がMicrosoft Windowsプラットフォーム上でダイレクトNFSクライアントを介して基本ファイル操作を実行できるようにするユーティリティです。

ORADNFSはマルチコール・バイナリで、複数のユーティリティのように機能する単一のバイナリです。これにより、すべての組込みコマンドで多くの共通操作に対してDNFSを利用できるので、ORADNFSを小さくすることができます。ORADNFSは、コマンドラインで引数としてコマンドを発行して実行します。

たとえば、C:\> ORADNFS helpによりORADNFSは組込みコマンドのリストを出力し、C:\> ORADNFS ls C:\ORACLE\ORADATA\ORCLによりORADNFSはC:\ORACLE\ORADATA\ORCLリモート・ディレクトリのlsコマンドとして動作します。C:\ORACLE\ORADATAは、oranfstab構成ファイルで指定されるDNFS仮想マウント・ポイントです。




	
注意:

	
oranfstab構成ファイルの有効なコピーは、ORADNFSで操作されるORACLE_HOME\dbsディレクトリにある必要があります。


	
ユーザーは、ORADNFSを実行するローカルORA_DBAグループのメンバーである必要があります。



















5.5.2 Oracle Messaging Gatewayの構成

Oracle Databaseアドバンスト・キューイングの機能であるOracle Messaging Gatewayでは、Oracle Databaseアドバンスト・キューイングを使用する場合、Oracle Databaseのインストール後、追加の構成を必要とします。




	
関連項目:

Oracle Messaging Gatewayの構成や、listener.ora、tnsnames.oraおよびmgw.oraファイルの構成に関する追加指示の詳細は、『Oracle Streamsアドバンスト・キューイング・ユーザーズ・ガイド』のOracle Messaging Gatewayのロードおよび設定に関する項を参照してください。












5.5.3 Oracle Administration Assistant for Windowsの構成

Oracle Administration Assistant for Windowsを実行するには、Microsoft管理コンソールおよびHTML Help 1.2以上が必要です。Microsoft管理コンソール(MMC)バージョン3.0は、Windows 2003、Windows XP、Windows VistaおよびWindows Server 2008で使用できます。最新のMMCバージョンを使用することをお薦めします。




	
関連項目:

次のURLにあるMicrosoftのドキュメント

http://www.microsoft.com/














5.5.4 Oracle Counters for Windows Performance Monitorの構成

Oracle Counters for Windows Performance Monitorを使用してOracle固有のカウンタを表示する前に、ORACLE_HOME\binディレクトリにあるoperfcfg.exeを実行してシステム・パスワードを指定する必要があります。operfcfg.exeは、ユーザー名とパスワード、TNSエイリアスの入力を求めてきます。

次に例を示します。


DRIVE_LETTER:\> ORACLE_HOME\bin\operfcfg.exe
Enter user-name: system
Enter password: password
Enter tns-alias: orcl
operfcfg: New registry values have been successfully set.


次のコマンドを実行する場合、operfcfg.exeはパスワードを要求しません。


operfcfg.exe -U user_name -D tns_alias





	
関連項目:

	
Windows Performance Monitorの資格証明の設定の詳細は、My Oracle Support(以前のOracleMetalink)のNote 106375.1を参照してください。


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitorの詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド for Microsoft Windows』を参照してください。

















5.5.5 Oracle Label Securityの構成

Oracle Label Securityをインストールした場合は、使用する前にデータベース内で構成する必要があります。Oracle Label Securityは、Oracle Internet Directoryの統合を使用するかどうかにかかわらず構成できます。Oracle Internet Directoryの統合を使用せずにOracle Label Securityを構成した場合、後でOracle Internet Directoryを使用するように構成することはできません。




	
注意:

Oracle Internet Directoryの統合を使用してOracle Label Securityを構成するには、環境にOracle Internet Directoryをインストールし、ディレクトリにOracleデータベースを登録する必要があります。










	
関連項目:

Oracle Internet Directoryで使用可能なOracle Label Securityの詳細は、『Oracle Label Security管理者ガイド』を参照してください。












5.5.6 Oracle Database Vaultの構成

Oracle Database Vaultをインストールしてある場合はこれをデータベースで登録し、使用する前に、Database Vault所有者および(オプションで)Database Vaultアカウント・マネージャの管理アカウントを作成してください。




	
関連項目:

Oracle Database Vaultの登録の詳細は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』を参照してください。












5.5.7 Oracle Net Servicesの構成

システムに以前のリリースのOracleソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle Netのtnsnames.oraおよびlistener.ora構成ファイルの情報を、以前のリリースから新規リリースの対応するファイルにコピーできます。




	
注意:

tnsnames.oraおよびlistener.oraファイルのデフォルトの位置は、ORACLE_BASE\ORACLE_HOME\network\admin\ディレクトリです。








listener.oraファイルの変更

以前のリリースのOracle Databaseからアップグレードする場合は、以前のリリースではなく現行リリースのOracle Netリスナーを使用することをお薦めします。

静的リスナー情報の以前のOracleホーム・ディレクトリ名を参照している場合、listener.oraファイルをリリース11.2の環境で使用できるようにするには、これらのディレクトリ名を変更する必要があります。

現行リリースのリスナーを使用するには、静的サービス情報を、以前のリリースのlistener.oraファイルから新規リリースで使用するファイルのバージョンにコピーする必要があります。

リリース8.0.3より前のデータベース・インスタンスについては、listener.oraファイルに静的サービス情報を追加します。リリース8.0.3以降のOracle Databaseは、静的サービス情報を必要としません。


tnsnames.oraファイルの変更

中央のtnsnames.oraファイルを使用していない場合は、Oracle Netのサービス名と接続記述子を、以前のリリースのtnsnames.oraファイルから新しいリリースで使用するファイルのバージョンにコピーします。

必要な場合は、追加のデータベース・インスタンスの接続情報を新しいファイルに追加することもできます。






5.5.8 Oracle Textが提供するナレッジ・ベースのインストール

Oracle Textのナレッジ・ベースは、テーマの索引付け、ABOUT問合せ、およびドキュメント・サービスでのテーマの抽出に使用される概念の階層ツリーです。Oracle Textのこの機能のいずれかの使用を計画する場合、Oracle Database Examplesメディアから提供される2つのナレッジ・ベース(英語とフランス語)をインストールできます。




	
関連項目:

提供されるナレッジ・ベースを要件に応じて拡張する方法や、英語およびフランス語以外の言語で独自のナレッジ・ベースを作成する方法など、ナレッジ・ベースの作成や拡張の詳細は、『Oracle Textリファレンス』を参照してください。












5.5.9 Oracle Textフィルタリング・コンポーネントのインストール

Oracle Textフィルタリング・テクノロジでは、Microsoft社によって提供されるVisual C++再頒布可能パッケージに含まれるVisual C++ライブラリが必要です。2005 SP1再頒布可能パッケージ・バージョンのvcredist_x86.exeファイルを次のサイトからダウンロードできます。

http://www.microsoft.com/downloads




	
関連項目:

Oracle Textフィルタリング・テクノロジの詳細は、『Oracle Textリファレンス』を参照してください。












5.5.10 Oracle XML DBの構成または再インストール

次の作業の詳細は、『Oracle XML DB開発者ガイド』を参照してください。

	
Oracle XML DBの再インストール


	
Oracle XML DB表領域の構成またはカスタマイズ


	
FTP、HTTP/WebDAVポート番号の構成







	
関連項目:

『Oracle XML DB開発者ガイド』の付録A












5.5.11 PL/SQL外部プロシージャの構成

PL/SQLの構成は、使用されるネットワーク構成ファイルによって異なります。ほとんどの場合、構成は自動です。ただし、8.0.3より前のtnsnames.oraファイルおよびlistener.oraファイルを11gリリース2(11.2)データベースで使用する場合は、手動で構成する必要があります。




	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「Windows用アプリケーションの開発」












5.5.12 共有サーバー・サポートの構成

共有サーバー・モードを使用するためのデフォルト設定は、ソフトウェアのインストール方法によって決まります。「Enterprise Edition」、「Standard Edition」、「Personal Edition」インストール・タイプでOracle Databaseをインストールした場合、共有サポートは構成されていません。Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成した場合は、共有サーバー・サポートまたは専用サーバー・サポートのいずれかを選択しています。




	
関連項目:

『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「Windowsでのインストール後の構成タスク」












5.5.13 ジョブ・システムをOracle Enterprise Managerで機能させるための資格証明の設定

Windowsシステムでは、ジョブ・システムがOracle Enterprise Managerで正常に機能するように、正しい資格証明を設定する必要があります。デフォルトでは、Management AgentサービスがLocalSystemユーザーとしてインストールされています。データベースの停止または起動などのジョブを発行するとき、ジョブを発行するオペレーティング・システム・ユーザーは、「バッチ ジョブとしてログオン」権限を有効にする必要があります。

Oracle Enterprise Managerジョブを発行する必要のあるユーザーは、どのオペレーティング・システムの場合でも、次の手順を使用してこの権限を確立します。

	
「ローカル セキュリティ ポリシー」ツールを起動します。

	
Windows 2003の場合: 「スタート」メニューから、「管理ツール」→「ローカル セキュリティ ポリシー」を選択します。


	
Windows XPの場合: 「スタート」メニューから、「コントロール パネル」→「管理ツール」→「ローカル セキュリティ ポリシー」を選択します。


	
Windows VistaおよびWindows Server 2008の場合: 「スタート」メニューから、「プログラム」→「管理ツール」→「ローカル セキュリティ ポリシー」を選択します。





	
「セキュリティの設定」リストの下の「ローカル ポリシー」を開き、一覧表示します。


	
「ローカル ポリシー」の下の「ユーザー権利の割り当て」をダブルクリックします。


	
「ポリシー」で「バッチ ジョブとしてログオン」ポリシーを検索します。

Management Agentサービスがその他のユーザーとしてインストールされている(つまり、LocalSystemではない)場合、「バッチ ジョブとしてログオン」権限の付与に加えて、次の3つの権限が「Windowsサービス」ユーザーに付与される必要があります。

	
オペレーティング・システムの一部として機能


	
プロセスのメモリ クォータの増加


	
プロセス・レベル・トークンの置き換え

「Windowsサービス」ユーザーでのサービスは、オペレーティング・システム・レベルで実行されます。





	
各ポリシーで次の手順を実行します。

	
ポリシー名をダブルクリックします。


	
「プロパティ」ダイアログ・ボックスで「ユーザーまたはグループの追加」をクリックします。


	
「ユーザーまたはグループの選択」ダイアログ・ボックスで、ユーザーの名前(jsmith、administratorなど)を入力します。




	
注意:

Windows VistaおよびWindows Server 2008では、このダイアログ・ボックスの名前は、「ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択」です。








	
「名前の確認」をクリックして、名前を正しく入力したことを確認します。


	
「OK」をクリックします。





	
「OK」をクリックし、「プロパティ」ダイアログ・ボックスを終了し、「ローカル セキュリティ設定」および「管理ツール」を終了します。


	
コンピュータを再起動します。




ローカルにもドメイン・レベルにもユーザーが存在する場合、Windowsではローカル・ユーザーを優先します。ドメイン・ユーザーを使用するには、ユーザー名をドメイン名で修飾します。たとえば、ACCOUNTSドメインでユーザーjoeを使用するには、ACCOUNTS\joeとしてユーザー名を指定します。






5.5.14 Oracle Automatic Storage Managementと通信するためのOracle Databaseの構成

Windowsでは、Oracle Automatic Storage Managementを使用するOracle Databaseのインストールでは、Windows固有の認証を使用する必要があります。デフォルトでは、Windows固有の認証が有効になっています。これを確認するには、デフォルトでORACLE_HOME\network\adminにあるsqlnet.oraファイルをチェックし、NTSが有効になっていることを確認します。次に例を示します。


sqlnet.authentication_services=(NTS)





	
関連項目:

Windows固有の認証の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』を参照してください。












5.5.15 Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用するためのデータベースの構成

Database Control Assistantを使用して新規データベースを作成する際にOracle Enterprise Manager Database Controlを自動的に構成するオプションがあります。これにより、Enterprise Manager Database Controlを使用してデータベース全体を管理できます。




	
関連項目:

Database Controlを使用するためのデータベースの構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Grid Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。












5.5.16 Oracle Database Examplesのインストール

次の製品または機能の使用を予定している場合は、Oracle Database Examplesメディアから製品をダウンロードおよびインストールしてください。

	
Oracle Databaseのサンプル


	
Oracle JDBC開発ドライバ


	
Oracle Textのナレッジ・ベース







	
関連項目:

様々なOracle製品のデモの詳細は、『Oracle Database Examplesインストレーション・ガイド』を参照してください。














5.6 高速リカバリ領域ディスク・グループの作成

インストール時、デフォルトではディスク・グループを1つ作成できます。スタンドアロン・サーバー用のOracle Databaseを追加する場合は、データベース・ファイル用に高速リカバリ領域を作成する必要があります。


5.6.1 高速リカバリ領域と高速リカバリ領域ディスク・グループについて

高速リカバリ領域は、リカバリに関連するすべてのOracle Databaseファイルの統合的な記憶域の場所です。データベース管理者は、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE_SIZEパラメータを高速リカバリ領域のパスに定義して、ディスク上のバックアップおよびデータの高速リカバリを有効にできます。最新データの高速バックアップを有効にすると、リカバリ操作用のバックアップ・テープを取得するというシステム管理者への依頼を減らすことができます。

init.oraファイルで高速リカバリを有効にすると、すべてのRMANバックアップ、アーカイブ・ログ、制御ファイル自動バックアップおよびデータベースのコピーが高速リカバリ領域に書き込まれます。RMANは、古くなったバックアップおよびリカバリには必要なくなったアーカイブ・ファイルを削除して、高速リカバリ領域のファイルを自動的に管理します。

高速リカバリ領域ディスク・グループを作成することをお薦めします。Oracle ClusterwareファイルおよびOracle Databaseファイルは、同じディスク・グループに配置できますが、高速リカバリ・ファイルも同じディスク・グループに配置できます。しかし、ストレージ・デバイスの競合を減らすため、別の高速リカバリ・ディスク・グループを作成することをお薦めします。

高速リカバリ領域は、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEを設定すると有効になります。高速リカバリ領域のサイズは、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEで設定します。原則として、高速リカバリ領域が大きいほど、利便性は高くなります。使用しやすくするため、高速リカバリ領域ディスク・グループを、3日以上のリカバリ情報を格納できるストレージ・デバイス上に作成することをお薦めします。高速リカバリ領域は、保存ポリシーに基づいて保存されたデータファイル・バックアップを使用してデータベースをリカバリするのに必要な、すべてのデータファイルおよび制御ファイルのコピー、オンラインREDOログ、アーカイブREDOログ・ファイルを格納するのに十分な大きさであることが理想的です。

複数のデータベースで同じ高速リカバリ領域を使用できます。たとえば、3つの異なるデータベースで共有される、記憶域が150GBのディスク上に高速リカバリ領域ディスク・グループを1つ作成したとします。各データベースの重要性に基づいて、データベースごとに高速リカバリのサイズを設定できます。たとえば、database1は重要性が最も低いデータベースで、database2は重要性がより高く、database3は重要性が最も高い場合、database1には30GB、database2には50GB、database3には70GBとデータベースごとに異なるDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE設定を行い、各データベースの保存ターゲットを満たすことができます。





5.6.2 高速リカバリ領域ディスク・グループの作成

高速リカバリ・ファイル・ディスク・グループを作成するには、次のようにします。

	
Gridホームのbinディレクトリに移動し、ASMコンフィギュレーション・アシスタント(ASMCA)を起動します。次に例を示します。


DRIVE_LETTER:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\grid\bin
DRIVE_LETTER:\> asmca


	
ASMCAの「ディスク・グループ」タブが開きます。「作成」をクリックしてディスク・グループを作成します。


	
「ディスク・グループの作成」ウィンドウが開きます。

「ディスク・グループ名」フィールドに、高速リカバリ領域グループの説明的な名前を入力します。たとえば、FRAです。

「冗長性」セクションで、使用する冗長性のレベルを選択します。

「メンバー・ディスクの選択」フィールドで、高速リカバリ領域に追加できるディスクを選択して「OK」をクリックします。


	
ディスク・グループの作成ウィンドウが開き、ディスク・グループの作成が完了すると通知されます。「OK」をクリックします。


	
「終了」をクリックします。







	
関連項目:

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』の高速リカバリ領域の場所および初期サイズの設定に関する項


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』



















5.7 データベース・オプションの有効化と無効化

Oracle Databaseをインストールする際、特定のオプションが有効になり、他が無効になります。Oracleホームの特定のデータベース機能を有効または無効にする必要がある場合、データベースを停止し、choptツールを使用します。例5-1を参照してください。

choptツールはコマンドライン・ユーティリティで、ORACLE_HOME\binディレクトリにあります。choptの構文は次のとおりです。


chopt [ enable | disable] db_option


db_optionに使用可能な値を次の表に示します。


	値	説明
	dm	Oracle Data MiningのRDBMSファイル
	dv	Oracle Database Vault
	lbac	Oracle Label Security
	olap	Oracle OLAP
	partitioning	Oracleパーティション化
	rat	Oracle Real Applicationテスト
	ode_net_2	.NET 2.0用のOracle Databaseの拡張機能







例5-1 Choptツールの完全な実行例

Oracleバイナリ・ファイルでOracle Label Securityオプションを有効にする手順は、次のとおりです。

	
データベースをsrvctlまたはSQL*Plusで停止します。


srvctl stop database -d myDb


	
コントロール パネルの「サービス」プログラムを使用して、データベース・サービスOracleServiceSIDを停止します。


	
次のコマンドを実行します。


cd %ORACLE_HOME%/bin
chopt enable lbac


	
コントロール パネルの「サービス」プログラムを使用して、データベース・サービスOracleServiceSIDを開始します。


	
データベースを起動します。


srvctl start database -d myDb

















 
6 Oracle Databaseの開始

この章では、インストールした内容の確認方法、各種ツールの起動方法、各種ファイルの識別および検索方法など、Oracle Databaseのインストールの完了後の操作について説明します。内容は次のとおりです。

	
インストール済Oracle Databaseの内容とディレクトリ位置の確認


	
Enterprise Manager Database Controlへのログイン


	
Oracle Automatic Storage Managementの管理


	
Oracle Databaseの起動および停止


	
SQL*Plusを使用したOracle Databaseへのアクセス


	
Oracle SQL Developerを使用したOracle Databaseへのアクセス


	
ユーザー・アカウントとパスワードの確認


	
データベースの識別


	
サーバー・パラメータ・ファイルの検索


	
表領域およびデータファイルの識別


	
REDOログ・ファイルの位置


	
制御ファイルの位置


	
WindowsでのOracleデータベース・サービスの理解






6.1 インストール済Oracle Databaseの内容とディレクトリ位置の確認

Oracle Universal Installerを使用して、インストールしたOracle Databaseの内容とディレクトリの位置を確認できます。

次の手順に従います。

	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→Oracle Installation Products→「Universal Installer」の順に選択します。


	
ようこそウィンドウで、「インストールされた製品」をクリックして、「インベントリ」ダイアログ・ボックスを表示します。


	
インストールした内容を確認するには、リストからOracle Database製品を探します。

インストールした製品の詳細情報を見るには、「詳細」をクリックします。


	
インストールした内容のディレクトリの場所を確認するには、「環境」タブをクリックします。


	
「閉じる」をクリックして、「インベントリ」ダイアログ・ボックスを閉じます。


	
Oracle Universal Installerを終了するには、「取消」をクリックし、「はい」をクリックして確定します。









6.2 Enterprise Manager Database Controlへのログイン

Oracle Enterprise Manager Database Controlでは、Oracleデータベースの監視、管理および保守に使用できるWebベースのユーザー・インタフェースが提供されます。これにはOracle Automatic Storage Managementが含まれます。

Oracle Enterprise Manager Database Controlにログインする手順は、次のとおりです。

	
Webブラウザを開き、次のURLを入力します。


https://hostname:port/em





デフォルトのインストールでは、ポート番号は1158です。使用する正しいポート番号がわからない場合は、ORACLE_HOME\install\portlist.iniファイルで次の行を探します。


Enterprise Manager Console HTTP Port (dbhome_name) = port





	
注意:

Oracle Databaseのインストール後にポート番号を変更した場合、portlist.iniファイルは更新されません。この状況で、Oracle Enterprise Manager Database Controlのポート番号を検索する方法は、「Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更」を参照してください。







たとえば、mgmt42というホスト・コンピュータにデータベースをインストールし、portlist.iniファイルに記載されたポート番号が5500の場合、次のURLを入力します。


http://mgmt42:5500/em





Enterprise ManagerにDatabase Controlのログイン・ページが表示されます。


	
ユーザー名SYSTEMを使用して、データベースにログインし、SYSDBAとして接続します。 Enterprise Managerでは「データベース・ホーム」ページが表示されます。

インストール時にSYSTEMアカウントに対して指定したパスワードを使用してください。




	
注意:

SYS、SYSTEMまたはSYSMANの各アカウントを使用してもDatabase Controlにログインできます。また、他のデータベース・ユーザーにログイン権限を付与することもできます。











6.2.1 Database Controlのログイン権限の理解

SYSMANユーザー・アカウントを使用してOracle Enterprise Manager Database Controlにログインする場合、Oracle Enterprise Managerスーパーユーザーとしてログインします。SYSMANアカウントには、Database Controlで提供されているすべての管理機能へのアクセスに必要なロールと権限が自動的に付与されます。

Database Controlへのログインには、SYSおよびSYSTEMアカウントを使用することもできます。また、ログイン権限を他のデータベース・ユーザーに付与することもできます。他のデータベース・ユーザーに管理アクセス権を付与する手順は、次のとおりです。

	
Database Controlへログインします。




	
関連項目:










	
Database Controlホーム・ページの最上部にある「設定」をクリックします。


	
左ナビゲーション・バーの「管理者」をクリックします。


	
「作成」をクリックしてEnterprise Managerユーザーを作成します。


	
「名前」フィールドに既存のデータベース・ユーザー名を入力するか、検索アイコンをクリックしてポップアップ・ウィンドウからユーザーを選択します。


	
このユーザー用のパスワードを入力して「確認」をクリックします。


	
プロパティ・ページで、「終了」をクリックします。




Enterprise Managerにより指定したユーザーにログイン権限が割り当てられ、このユーザーが「管理者の設定」ページのEnterprise Managerユーザー・リストに組み込まれます。

非管理ユーザーがDatabase Controlにログインできるようにするには、そのユーザーにSELECT ANY DICTIONARYシステム権限を付与する必要があります。








6.3 Oracle Automatic Storage Managementの管理

この項の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Automatic Storage Managementの起動および停止


	
Oracle Automatic Storage Managementユーティリティ






6.3.1 Oracle Automatic Storage Managementの起動および停止

Oracle Automatic Storage Managementを起動および停止するには、SQL*Plusの使用に加え、srvctlユーティリティを使用できます。

srvctlユーティリティを使用してOracle Automatic Storage Managementインスタンスを起動するには、次のコマンドを実行します。


srvctl start asm


srvctlユーティリティを使用してOracle Automatic Storage Managementインスタンスを停止するには、次のコマンドを実行します。


srvctl stop asm





	
関連項目:

SQL*Plusを使用したOracle Automatic Storage Managementインスタンスの起動および停止の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。












6.3.2 Oracle Automatic Storage Managementユーティリティ

Oracle Automatic Storage Managementの管理には、次のツールを使用できます。

	
asmcmd: このコマンドライン・ツールを使用すると、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループのファイルおよびディレクトリを管理できます。


	
asmtool: このコマンドライン・ツールは、データベースのインストール後、ディスク・グループを後で作成または変更するためにディスクにスタンプを付けるのに必要です。


	
Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistant: Oracle Automatic Storage Management Configuration Assistant:(Oracle ASMCA)は対話型ユーティリティで、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスの作成または既存Oracle Automatic Storage Managementインスタンスのアップグレードを実行できます。これを使用すると、ディスク・グループOracle Automatic Storage ManagementボリュームおよびOracle Automatic Storage Managementファイル・システム(ASMFS)の作成および構成も可能になります。


	
Oracle Enterprise Manager Grid Control: Oracle Enterprise Managerがインストールされている場合は、Grid Controlを使用してOracle Automatic Storage Management機能を管理できます。たとえば、Oracle Automatic Storage Managementへの既存のデータベースの移行、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスのステータス・チェック、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループのパフォーマンス・チェック、Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの作成または削除などを実行できます。


	
Oracle Enterprise Manager Database Control: このユーティリティは、Grid Controlと同様の機能を実行できます。


	
SQL*Plus: Oracle Automatic Storage Managementに固有のコマンドをこのツールから使用できます。Oracle Automatic Storage Managementインスタンスに接続するには、Oracle Databaseインスタンスへの接続時と同じ方法を使用します。







	
関連項目:

	
「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」


	
Oracle Automatic Storage Managementの管理の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。


	
asmcmdユーティリティの詳細は、『Oracle Databaseユーティリティ』を参照してください。



















6.4 Oracle Databaseの起動および停止

次のいずれかの方法でOracle Databaseを起動および停止できます。

	
Oracle Enterprise Manager Database Controlによるデータベースの起動および停止


	
Oracle Administration Assistant for Windowsによるデータベースの起動および停止


	
Microsoft Windowsの「サービス」ユーティリティからのデータベースの起動および停止






6.4.1 Oracle Enterprise Manager Database Controlによるデータベースの起動および停止

データベースを起動または停止する手順は、次のとおりです。

	
WebブラウザからEnterprise Manager Database Controlを起動して、ログインします。次に例を示します。


http://myserver:1158/em





	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「ホーム」をクリックしてホーム・ページに移動します。


	
「一般」で「起動」をクリックしてデータベースを起動するか、「停止」をクリックしてデータベースを停止します。









6.4.2 Oracle Administration Assistant for Windowsによるデータベースの起動および停止

データベースを起動または停止する手順は、次のとおりです。

	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→構成および移行ツール→Administrative Assistant for Windowsの順に選択します。


	
コンソール・ウィンドウで、Oracle Administration Assistant for Windowsのツリー構造を展開します。


	
データベースの下にあるデータベースの名前を右クリックし、メニューから次のオプションのいずれかを選択します。

	
データベースに接続


	
サービスの起動


	
データベースから切断


	
サービスの停止


	
起動/停止オプション


	
プロセス情報












6.4.3 Microsoft Windowsの「サービス」ユーティリティからのデータベースの起動および停止

SQLまたはsrvctlユーティリティを使用してデータベース・インスタンスを起動または停止できます。SRVCTLにより、サービスが自動的に開始されます。

SQLを使用してデータベース・インスタンスを起動するには、Windowsのサービスを開始します。

	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「管理ツール」→「サービス」の順に選択します。


	
「サービス」ダイアログ・ボックスで、起動または停止するデータベースの名前を探します。


	
データベースの名前を右クリックし、メニューから「開始」、「停止」または「一時停止」のいずれかを選択します。

スタートアップ・プロパティを設定するには、「プロパティ」を右クリックし、ダイアログ・ボックスで「自動」、「手動」、または初期タイプのリストで「無効」のいずれかを選択します。











6.5 SQL*Plusを使用したOracle Databaseへのアクセス

Oracle Databaseに対するSQL文やPL/SQL文を発行するには、SQL*Plusを使用できます。このツールを使用すると、同じデータベース管理操作を実行し、データベースに対して直接、データの問合せ、挿入、更新、または削除を行うことができます。

SQL*Plusを起動するには、「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「アプリケーション開発」→「SQL Plus」を選択します。

コマンドラインの場合は、Windowsコマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。


C:\> sqlplus /nolog
SQL> CONNECT user_name
Enter password: password 


たとえば、passwordというパスワードを使用して、SYSTEMとしてログインするには、次のように入力します。


C:\> sqlplus /nolog
SQL> CONNECT SYSTEM
Enter password: password


SYSとしてログインする場合、SYSDBAとして接続する必要があります。


C:\> sqlplus /nolog
SQL> CONNECT SYS AS SYSDBA
Enter password: password





	
関連項目:

	
『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』


	
『SQL*Plusクイック・リファレンス』


	
SQL*Plusを使用したOracle Databaseへのアクセスの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。

















6.6 Oracle SQL Developerを使用したOracle Databaseへのアクセス

Oracle Databaseに対するSQL文やPL/SQL文を発行するには、SQL Developerを使用できます。すべてのSQLおよびPL/SQLコマンドは、SQLワークシートからOracle Databaseへ直接渡される際にサポートされます。

SQL Developerを起動する手順は、次のとおりです。

	
「スタート」メニューから「すべてのプログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「アプリケーション開発」→「SQL Developer」を選択します。


	
java.exeのフルパス名を入力するよう求められた場合、「参照」をクリックしてjava.exeを探します。たとえば、C:\Program Files\Java\jdk1.6.0_06\bin\java.exeのようになります。


	
SQL Developerが起動したら、次の手順を実行します。

	
「接続」を右クリックします。


	
「接続の作成」を選択します。


	
新規/データベース接続の選択ダイアログ・ボックスに、接続名、ユーザー名、パスワードを入力し、ホストの文字列には、接続するデータベースの名前を入力します。


	
「接続」をクリックします。







接続が完了すると、「接続ナビゲータ」を使用してデータベース・オブジェクトの表示、作成、変更を行うことができ、SQLワークシートを使用して、任意のSQLまたはPL/SQLコマンドを発行できます(「ツール」メニューから、「SQLワークシート」を選択)。

SQL*Plusコマンドは、データベースに渡される前に、SQLワークシートで解析する必要があります。SQLワークシートは現在、多くのSQL*Plusコマンドをサポートしています。SQLワークシートでサポートされていないSQL*Plusコマンドは無視され、Oracle Databaseに送信されません。




	
関連項目:

『Oracle Database SQL Developerユーザーズ・ガイド』のSQLワークシートでサポートされるSQL*Plus文およびされないSQL*Plus文に関する項を参照してください。












6.7 ユーザー・アカウントとパスワードの確認

Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたすべてのデータベースには、SYS、SYSTEM、SYSMANおよびDBSNMPデータベース・アカウントが含まれています。また、他の複数の管理アカウントも用意されています。これらの他のアカウントを使用する前に、ロックを解除してパスワードをリセットする必要があります。この項の内容は、次のとおりです。

	
管理アカウントの確認


	
ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット







	
関連項目:

	
Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用してデータベースに定義されたユーザー・アカウントの完全なリストを表示する方法の詳細は、「ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット」を参照してください。


	
Oracle Counters for Windows Performance Monitorのパスワードの変更方法は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「Oracle Counters for Windows Performance Monitorパラメータの変更」を参照してください。


	
Oracleのセキュリティの手順およびセキュリティの最良事例の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。














6.7.1 管理アカウントの確認

表6-1は、管理ユーザー名について説明しています。


表6-1 管理アカウント

	ユーザー名	説明	関連項目
	
ANONYMOUS

	
HTTPによるOracle XML DBへのアクセスを許可。

	
『Oracle XML DB開発者ガイド』



	
APEX_030200

	
Oracle Application Expressスキーマおよびメタデータを所有するアカウント。

	
『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』



	
APEX_PUBLIC_USER

	
Oracle HTTP Serverおよびmod_plsqlを使用するOracle Application Express構成向けに使用される、最も権限の少ないアカウント。

	
『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』



	
APPQOSSYS

	
Oracle Quality of Service Managementで必要なすべてのデータおよびメタデータの格納または管理に使用されます。

	
なし


	
BI

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるBusiness Intelligenceスキーマを所有。サンプル・スキーマをロードした場合にのみ使用できます。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
CTXSYS 

	
Oracle Textアカウント。

	
『Oracle Textリファレンス』



	
DBSNMP 

	
Oracle Enterprise Managerの管理エージェントによりデータベースの監視および管理に使用。

	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』



	
DIP

	
Directory Integration Platform(DIP)で、Oracle Internet Directoryでの変更をデータベース内のアプリケーションと同期化するために使用。

	
なし


	
DVSYS

	
このアカウントには2つのロールが関連付けられています。Database Vault所有者ロールは、Database Vaultロールおよび構成を管理します。Database Vaultアカウント・マネージャは、データベース・ユーザー・アカウントの管理に使用されます。

注意: Oracle Database Vaultのユーザー・インタフェース・テキストの一部は、DVSYSスキーマの中のデータベース表に格納されます。デフォルトでは、これらの表には英語のみロードされます。Oracle Database Vault Configuration Assistantを使用すると、Oracle Database Vaultに別の言語を追加できます。必要な手順は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』の付録Cを参照してください。

	
『Oracle Database Vault管理者ガイド』



	
EXFSYS

	
Expression Filterスキーマを所有。

	
なし


	
FLOWS_FILES

	
Oracle Application Expressのアップロードされたファイルを所有するアカウント。

	
『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』



	
HR

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるHuman Resourcesスキーマを所有。このアカウントを使用できるのは、Sample Schemasをロードした場合のみです。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
IX

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるInformation Transportスキーマを所有。このアカウントを使用できるのは、サンプル・スキーマをロードした場合のみです。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
LBACSYS

	
Oracle Label Securityの管理者アカウント。

	
『Oracle Label Security管理者ガイド』


	
MDDATA

	
Oracle SpatialでGeocoderおよびルーター・データの格納に使用。

	
『Oracle Spatial開発者ガイド』



	
MDSYS

	
Oracle SpatialおよびOracle Multimedia Locatorの管理者アカウント。

	
『Oracle Spatial開発者ガイド』


	
MGMT_VIEW

	
Oracle Enterprise Manager Database Controlで使用。

	
なし


	
OE

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるOrder Entryスキーマを所有。このアカウントを使用できるのは、サンプル・スキーマをロードした場合のみです。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
ORACLE_OCM

	
このアカウントには、Oracle Configuration Managerで使用される構成収集向けのインスツルメーションが含まれます。

	
『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』



	
ORDDATA

	
このアカウントには、Oracle Multimedia DICOMデータ・モデルが含まれます。

	
『Oracle Multimedia DICOM開発者ガイド』



	
ORDPLUGINS 

	
Oracle Multimediaユーザー。オラクル社が提供するプラグインとサード・パーティのプラグインは、このスキーマにインストールされます。

	
『Oracle Multimediaリファレンス』



	
ORDSYS 

	
Oracle Multimedia管理者アカウント。

	
『Oracle Multimediaリファレンス』



	
OUTLN 

	
主として、格納されたアウトラインに関連付けられたメタデータを管理。プラン・スタビリティをサポートしており、同じSQL文の同じ実行計画の保守が可能です。

	
『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』



	
OWBSYS

	
Oracle Warehouse Builderでデフォルトのリポジトリとして使用されるアカウント。Oracle Databaseのインストール後、Warehouse Builderリポジトリ・アシスタントを起動する前に、このアカウントのロックを解除する必要があります。

	
『Oracle Warehouse Builderインストレーションおよび管理ガイド』



	
PM

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるProduct Mediaスキーマを所有。このアカウントが作成されるのは、サンプル・スキーマをロードした場合のみです。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
SCOTT

	
Oracleサンプル・プログラムおよび例で使用されるアカウント。

	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
SH

	
Oracleサンプル・スキーマに含まれるSales Historyスキーマを所有。このアカウントを使用できるのは、Enterprise Editionのインストール時にサンプル・スキーマをロードした場合のみです。

	
『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』



	
SI_INFORMTN_SCHEMA

	
SQL/MM Still Image Standardの情報ビューを格納。

	
『Oracle Multimediaリファレンス』



	
SPATIAL_CSW_ADMIN_USR

	
Catalog Services for the Web(CSW)アカウント。データベースからすべてのレコード・タイプ・メタデータとすべてのレコード・インスタンスを、キャッシュされたレコード・タイプのメイン・メモリーにロードするために、Oracle Spatial CSWキャッシュ・マネージャで使用されます。

	
『Oracle Spatial開発者ガイド』



	
SPATIAL_WFS_ADMIN_USR

	
Web Feature Service(WFS)アカウント。データベースからすべての機能タイプ・メタデータとすべての機能インスタンスを、キャッシュされた機能タイプのメイン・メモリーにロードするために、Oracle Spatial WFSキャッシュ・マネージャで使用されます。

	
『Oracle Spatial開発者ガイド』



	
SYS

	
データベース管理タスクの実行に使用。

	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
SYSMAN

	
Oracle Enterprise Managerデータベース管理タスクの実行に使用されるアカウント。

	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』



	
SYSTEM

	
データベース管理タスクの実行に使用。

	
『Oracle Database管理者ガイド』


	
WMSYS

	
Oracle Workspace Manager用のメタデータ情報の格納に使用されるアカウント。

	
『Oracle Database Workspace Manager開発者ガイド』



	
XDB

	
Oracle XML DBのデータおよびメタデータの格納に使用。

	
『Oracle XML DB開発者ガイド』












	
関連項目:

	
『Oracle Database概要』の「データベース・ユーザーとスキーマ」


	
『Oracle Database管理者ガイド』のデータベース管理者のユーザー名に関する項


	
『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「Windowsでの外部ユーザーおよびロールの管理」

















6.7.2 ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット

SYS、SYSTEM、SYSMANおよびDBSNMPを除く、すべてのOracleシステム管理アカウントのパスワードは、インストール後に取り消されます。ロックされているアカウントを使用する前に、ロックを解除してパスワードをリセットする必要があります。インストール時に初期データベースを作成した場合、Oracle Database Configuration Assistantには、データベース情報が示された「パスワード管理」ボタン付きの画面が表示されます。「パスワード管理」ボタンを使用して、使用するユーザー名についてのみロックを解除します。

パスワードを指定する前に、次のガイドラインを参照してください。

	
パスワードの長さは8から30文字であること。


	
パスワードの1文字目には数字を使用しないこと。


	
パスワードに無効な文字列である! @ % ^ & * ( ) + = \ | ` ~ [ { ] } ; : ' " , < > ?を含めることはできません。


	
パスワードとユーザー名を同じにしないこと。


	
パスワードにはOracleの予約語を使用しないこと。


	
SYSアカウントのパスワードにはchange_on_installを使用できません。(大/小文字を区別しない)


	
SYSTEMアカウントのパスワードにはmanagerを使用できません。(大/小文字を区別しない)


	
SYSMANアカウントのパスワードにはsysmanを使用できません。(大/小文字を区別しない)


	
DBSNMPアカウントのパスワードにはdbsnmpを使用できません。(大/小文字を区別しない)


	
すべてのアカウントに同じパスワードを使用するように選択した場合は、change_on_install、manager、sysmanまたはdbsnmpをパスワードとして使用することはできません。(大/小文字を区別しない)


	
パスワードには、アルファベット、数字、および特殊文字をそれぞれ1文字以上使用すること。


	
パスワードには、welcome、account、database、userなど、単純なワードやありふれたワードを使用しないこと。




インストール時に初期データベースを作成しても、必要なアカウントのロックを解除していない場合は、次のいずれかの方法を使用して解除します。

	
Enterprise Manager Database Controlを使用したパスワードのロック解除および変更


	
SQL*Plusを使用したパスワードのロック解除および変更







	
関連項目:

次の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。
	
インストール後のパスワードのロック解除および変更


	
Oracleのセキュリティ手順


	
セキュリティの最良事例














6.7.2.1 Enterprise Manager Database Controlを使用したパスワードのロック解除および変更

Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用したロック解除およびユーザー・アカウント・パスワードのリセットの手順は、次のとおりです。

	
Database Controlへログインします。




	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「スキーマ」をクリックします。


	
「スキーマ」ページの「ユーザーおよび権限」セクションで「ユーザー」をクリックします。

すべてのデータベース・アカウントを含む表が表示されます。「アカウント・ステータス」列は、そのアカウントがロックされているかどうかと、パスワードが期限切れかどうかを示します。


	
変更するユーザー・アカウントを選択して「編集」をクリックします。


	
「ユーザー」プロパティ・シートの「一般」ページを使用して、パスワードの変更や選択したアカウントのロックまたはロック解除を行います。「ヘルプ」をクリックすると詳細を参照できます。









6.7.2.2 SQL*Plusを使用したパスワードのロック解除および変更

インストール・プロセス後にアカウントのロックを解除し、パスワードを変更するには、SQL*Plusを使用します。

インストール後にパスワードを変更する手順は、次のとおりです。

	
SQL*Plusを起動します。


C:\> sqlplus /nolog


	
SYSDBAとして接続します。


SQL> CONNECT SYS AS SYSDBA
Enter password: SYS_password 


	
次のコマンドを入力します。accountはロックを解除するユーザー・アカウント、passwordは新規パスワードです。


SQL> ALTER USER account IDENTIFIED BY password ACCOUNT UNLOCK;;


この例では、ACCOUNT UNLOCK句でアカウントのロックが解除されます。













6.8 データベースの識別

Oracle Database 11gソフトウェアで、データベースをグローバル・データベース名により識別します。グローバル・データベース名は、データベース名とデータベース・ドメインで構成されます。通常、データベース・ドメインはネットワーク・ドメインと同じですが、異なる場合もあります。グローバル・データベース名では、あるデータベースが同じネットワーク内の他のデータベースと一意に区別されます。グローバル・データベース名は、インストール時にデータベースを作成するとき、またはOracle Database Configuration Assistantを使用するときに指定します。

データベース名入力フィールドを使用して、DB_NAME、DB_UNIQUE_NAMEおよびDB_DOMAIN Oracle初期化パラメータ値を設定します。

次に例を示します。

sales_world.example.com

各項目の意味は次のとおりです。

	
sales_worldはデータベース名です。データベース名(DB_UNIQUE_NAME)部分は、英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)および番号記号(#)を含めることができる30文字未満の文字列ですが、アルファベットで開始する必要があります。その他の特殊文字をデータベース名に使用することはできません。


	
sales_woはDB_NAMEです。DB_NAME初期化パラメータによって、最大8文字のデータベース識別子が指定されます。


	
example.comは、データベースが位置するネットワーク・ドメインです。データベース名とネットワーク・ドメインの組合せにより、グローバル・データベース名が一意になります。ドメイン部分は128文字以内の文字列で、英数字、アンダースコア(_)およびシャープ記号(#)を含めることができます。ドメイン名はDB_DOMAIN初期化パラメータで指定します。




DB_UNIQUE_NAMEパラメータとDB_DOMAIN名パラメータを組み合せて、初期化パラメータ・ファイルのSERVICE_NAMESパラメータに割り当てるグローバル・データベース名の値を作成します。

システム識別子(SID)は、特定のデータベース・インスタンスを識別します。SIDにより、あるインスタンスが同じコンピュータ上の他のインスタンスから一意に区別されます。各データベース・インスタンスには一意のSIDとデータベース名が必要です。

たとえば、Oracle DatabaseのSIDおよびデータベース名がORCLの場合、各データベース・ファイルはORACLE_BASE\oradata\orclディレクトリにあり、初期化パラメータ・ファイルはORACLE_BASE\admin\orcl\pfileディレクトリにあります。




	
関連項目:

『Oracle Databaseリファレンス』のDB_UNIQUE_NAMEおよびDB_NAME












6.9 サーバー・パラメータ・ファイルの検索

初期データベースには、1つのデータベース初期化パラメータ・ファイルが含まれています。初期化パラメータ・ファイルinit.ora.xxxxxは、インスタンスを起動するために必要です。パラメータ・ファイルは、インスタンス構成パラメータのリストが含まれるテキスト・ファイルです。初期データベースのinit.oraファイルには、事前定義済パラメータがあります。初期データベースを使用するために、このファイルを編集しないでください。

サーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)は、初期化パラメータ・ファイルから作成され、初期化パラメータ・ファイルの名前が変更されます。SPFILEファイル名はspfileSID.oraで、ORACLE_HOME\databaseディレクトリにあります。

Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用すると、サーバー・パラメータ・ファイルの場所とすべての初期化パラメータのリストを表示できます。この操作の手順は次のとおりです。

	
Database Controlへログインします。


	
「サーバー」をクリックします。




	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「サーバー」ページの「データベース構成」セクションで、「すべての初期化パラメータ」をクリックします。

各初期化パラメータの現行の値を示す表が表示されます。


	
「SPFile」をクリックします。

サーバー・パラメータ・ファイルに指定されている各初期化パラメータの値を示す表が表示されます。この表の上に、サーバー・パラメータ・ファイルの場所が表示されます。







	
関連項目:

	
Windows用のOracle Database固有の初期化パラメータとそれらのデフォルト値のリストは、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』の「Windows用のOracle Databaseの指定」を参照してください。


	
初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。

















6.10 表領域およびデータファイルの識別

Oracle Databaseは、表領域と呼ばれる小さい論理領域に分割されています。各表領域は、1つ以上の物理データファイルに対応しています。データファイルには、表や索引など、論理データベース構造の内容が含まれています。各データファイルを関連付けられる表領域およびデータベースは1つのみです。




	
注意:

SYSAUX表領域およびSYSTEM表領域は、すべてのOracle Database 11gリリース2(11.2)のデータベースに存在している必要があります。







表6-2は、Oracle Database内の表領域とデータファイルを示しています。デフォルトでは、データファイルはORACLE_BASE\oradata\DB_NAMEディレクトリにあります。


表6-2 表領域およびデータファイル

	表領域	データファイル	説明
	
EXAMPLE

	
EXAMPLE01.DBF

	
サンプル・スキーマを組み込んだ場合は、それが格納されます。


	
SYSAUX

	
SYSAUX01.DBF

	
SYSTEM表領域の補助表領域として機能します。これまでSYSTEM表領域を使用していた一部の製品およびオプションでは、SYSAUX表領域が使用されるようになり、SYSTEM表領域の負荷が低減します。


	
SYSTEM 

	
SYSTEM01.DBF

	
Oracle Databaseに必要な表、ビューおよびストアド・プロシージャの定義を含むデータ・ディクショナリが格納されます。この領域の情報は自動的に保守されます。


	
TEMP 

	
TEMP01.DBF

	
SQL文の処理中に作成された一時表および索引が格納されます。構成メンバーGROUP BY、ORDER BY、またはDISTINCTなど、多くのソートが必要なSQL文を実行する場合は、この表領域を拡張する必要があります。


	
UNDOTBS 

	
UNDOTBS01.DBF

	
UNDO情報が格納されます。UNDO表領域には、データベースに対する変更をロールバックまたはUNDOするために使用されるトランザクション履歴を保持する、1つ以上のUNDOセグメントが含まれています。

すべての初期データベースは、自動UNDO管理モードで実行するように構成されます。


	
USERS 

	
USERS01.DBF

	
データベース・ユーザーにより作成されたデータベース・オブジェクトが格納されます。








Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用して、データベースで現在使用可能なデータファイルのリストを表示する手順は、次のとおりです。

	
Database Controlへログインします。




	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「サーバー」をクリックします。


	
「サーバー」ページの「記憶域」セクションで「データファイル」をクリックします。

各データファイルと関連する表領域を示す表が表示されます。表領域の表示、変更および作成にDatabase Controlを使用する方法の詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。







	
関連項目:

	
『Oracle Database概要』の「表領域、データファイルおよび制御ファイル」


	
『Oracle Database管理者ガイド』の表領域の管理、データファイルおよび一時ファイルの管理に関する項


	
『Oracle Database管理者ガイド』のUNDO表領域の管理に関する項

















6.11 REDOログ・ファイルの位置

事前構成済データベースには、ORACLE_BASE\oradata\DB_NAMEディレクトリに2つの制御ファイルがあります。データベースごとに2つ以上の制御ファイルを(個別の物理ドライブに)保持し、CONTROL_FILES初期化パラメータを各制御ファイルが示されるように設定することをお薦めします。

制御ファイルは、管理ファイルの一種です。Oracle Database 11gでは、データベースを起動して実行するために制御ファイルが必要です。制御ファイルは、データベースの物理構造を定義します。たとえば、制御ファイルは、データベース名と、データベースのデータファイルおよびREDOログ・ファイルの名前と場所を定義します。

Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用して初期データベースのREDOログ・ファイルを表示または変更する手順は、次のとおりです。

	
Webブラウザを起動し、Database Controlにログインします。




	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「サーバー」をクリックします。


	
「サーバー」ページの「記憶域」セクションで「REDOログ・グループ」をクリックします。

このデータベース・インスタンスに現在定義されている制御ファイルが含まれている表が表示されます。


	
特定のグループに関連付けられたREDOログ・ファイルの名前と位置を表示するには、そのグループを選択して「ビュー」をクリックします。

表領域の表示、変更および作成にDatabase Controlを使用する方法の詳細は、「ヘルプ」をクリックしてください。







	
関連項目:

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle Database管理者ガイド』のアーカイブREDOログの管理に関する項

















6.12 制御ファイルの位置

事前構成済データベースには、ORACLE_BASE\oradata\DB_NAMEディレクトリに2つの制御ファイルがあります。データベースごとに2つ以上の制御ファイルを(個別の物理ドライブに)保持し、CONTROL_FILES初期化パラメータを各制御ファイルが示されるように設定することをお薦めします。

制御ファイルは、データベースを起動して実行するために必要な管理ファイルです。制御ファイルには、データベースの物理構造が記録されます。たとえば、制御ファイルには、データベース名と、データベースのデータファイルおよびREDOログ・ファイルの名前と場所が記録されています。

Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用して初期データベースの制御ファイルを表示または変更する手順は、次のとおりです。

	
Database Controlへログインします。




	
関連項目:

「Enterprise Manager Database Controlへのログイン」








	
「サーバー」をクリックします。


	
「サーバー」ページの「記憶域」セクションで「制御ファイル」をクリックします。

このデータベース・インスタンスに現在定義されている制御ファイルが含まれている表が表示されます。制御ファイルの使用およびバックアップの詳細を参照するには、「ヘルプ」をクリックしてください。







	
関連項目:

この初期化パラメータ値の設定の詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』の制御ファイルの管理に関する項を参照してください。












6.13 WindowsでのOracleデータベース・サービスの理解

インストール後にデータベースを作成すると、次の2つの主なOracleサービスが自動的に開始されます。

	
OracleServiceSID(Oracleデータベース・サービス)


	
OracleHOME_NAMETNSListener(Oracleデータベース・リスナー・サービス)




Oracle Enterprise Manager Database Controlをインストールすると、OracleDBConsoleSIDサービスが自動的に開始されます。構成されたOracle Automatic Storage Managementには、OracleOHServiceおよびOracleASMService+ASMサービスも表示されます。ただし、ネットワーク用の他のサービスやその他の個々のコンポーネントは、自動的に起動されない場合があります。














7 Oracle Databaseソフトウェアの削除

この章では、指定したOracleホームに関連するOracleソフトウェアおよび構成ファイルを完全に削除する方法を説明します。

deinstallコマンドは、スタンドアロンのOracle Databaseインストール、Oracle Clusterware、Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)をサーバーから削除するだけでなく、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)およびOracle Database Clientのインストールも削除します。

Oracle Database 11gリリース2 (11.2)以降、削除ツールを使用して、Oracle Database、Oracle Clusterware、Oracle ASM、Oracle RAC、Oracle Database Clientインストールに関連付けられているOracleホーム全体を削除することをお薦めします。個々の製品またはコンポーネントの削除はサポートされていません。




	
関連項目:

Oracle RACインストールの削除の詳細は、『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイド』および『Oracle Real Applications Clustersインストレーション・ガイド』を参照してください。
Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループの削除の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のディスク・グループの削除に関する項を参照してください。









次の各項では、ツールとそのツールを使用するための追加オプションについて説明します。

	
削除ツールについて


	
失敗したインストールで使用する削除ツールのダウンロード


	
Deinstallコマンドの実行例


	
Oracle Databaseの削除パラメータ・ファイルの例


	
Oracle Grid Infrastructureの削除パラメータ・ファイルの例







	
注意:

クラスタ内のノード上にスタンドアロン・データベースがあり、同じグローバル・データベース名(GDN)を持つデータベースが複数ある場合は、削除ツールを使用して削除できるデータベースは1つのみです。









7.1 削除ツールについて

削除ツール(deinstall)は、インストール・メディアからインストールした後、Oracleホーム・ディレクトリから使用できます。これはORACLE_HOME\deinstallにあります。

deinstallコマンドでは、ユーザーが入力した情報およびソフトウェア・ホームから収集した情報を使用してパラメータ・ファイルが作成されます。または、以前のdeinstallコマンドで生成されたパラメータ・ファイルを使用するには、–checkonlyオプションを指定するか、レスポンス・ファイル・テンプレートを編集します。




	
注意:

deinstallコマンドを実行すると、構成解除して削除するホーム以外に、中央インベントリに他の登録済ホームが含まれていない場合、削除ツールはOracle Databaseインストール所有者のOracleベース・ディレクトリで次のファイルおよびディレクトリの内容を削除します。
	
admin


	
cfgtoollogs


	
checkpoints


	
diag


	
oradata


	
flash_recovery_area




Optimal Flexible Architecture(OFA)構成を使用してインストールを構成することと、Oracleソフトウェアを排他的に使用するためにOracleベースとOracleホームのパスを予約することをお薦めします。Oracleソフトウェア所有者であるユーザー・アカウントが所有するOracleベース内のこれらの場所に、ユーザー・データがある場合、このデータはdeinstallコマンドによって削除されます。









このコマンドでは、次の構文を使用します。変数はイタリックで示しています。


deinstall.bat -home complete path of Oracle home [-silent] [-checkonly] [-local]
[-paramfile complete path of input parameter property file] [-params name1=value name2=value . . .]
[-o complete path of directory for saving files] [-help]
 


削除ツールは、Oracleソフトウェア・インストール所有者として実行することをお薦めします。削除ツールは、デフォルトでは、インストール所有者としてOracleホームのdeinstallディレクトリから実行します。


DRIVE_LETTER:\> deinstall


サーバーに関する情報の入力を求められたら、情報を入力するかデフォルトを受け入れます。

deinstallツールによって、Oracleソフトウェアが停止され、特定のOracleホームのOracleソフトウェアおよびオペレーティング・システムの構成ファイルが削除されます。削除ツールを実行してスタンドアロン・サーバー用Oracle Grid Infrastructureを削除する場合、roothas.plスクリプトを実行し、Oracle Restartを構成解除するよう求められます。

さらに、削除ツールは、他の場所での実行、パラメータ・ファイルを使用して実行、または他のオプションを選択して実行できます。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2でユーザー・アカウント制御が有効になっている場合、DOSコマンド・ウィンドウへのデスクトップ・ショートカットを作成する必要があります。「管理者として実行」によりコマンド・ウィンドウを開き、ポップアップ・メニューを右クリックして削除ツールを起動します。
ユーザー・アカウント制御の詳細は、「ユーザー・アカウント制御を使用したユーザー・アカウントの管理」を参照してください。









オプションは次のとおりです。

	
-home

このフラグを使用して、確認または削除するOracleホームのパスを示します。削除する予定のOracleホームでdeinstallコマンドを使用してOracleソフトウェアを削除するには、別の場所のパラメータ・ファイルを指定し、-homeフラグは使用しません。

ORACLE_HOME\deinstallパスからdeinstallを実行する場合、ツールが、実行されているホームを認識するので-homeフラグは必要ありません。スタンドアロン・バージョンのツールを使用する場合、-homeは必須です。


	
-silent

このフラグは、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでコマンドを実行する場合に使用します。-silentフラグを使用する場合は、-paramfileフラグを使用して、削除または構成解除するOracleホームの構成値を含むパラメータ・ファイルを指定する必要があります。

使用または変更するパラメータ・ファイルは、-checkonlyフラグを指定してdeinstallを実行すると生成できます。deinstallコマンドにより、削除および構成解除するOracleホームの情報が検出されます。生成されたプロパティ・ファイルは、-silentオプションで使用できます。

responseフォルダにあるテンプレート・ファイルdeinstall.rsp.tmplを変更することもできます。


	
-checkonly

このフラグは、Oracleソフトウェア・ホームの構成ステータスをチェックする場合に使用します。-checkonlyフラグを指定してコマンドを実行すると、Oracleの構成は削除されません。-checkonlyフラグにより、deinstallコマンドで使用できるパラメータ・ファイルが生成されます。


	
-local

このフラグは、複数ノード環境でクラスタ内のOracleソフトウェアを削除する場合に使用します。

このフラグを指定してdeinstallを実行すると、ローカル・ノード(deinstallが実行されたノード)上のOracleソフトウェアが構成解除および削除されます。リモート・ノードでは、Oracleソフトウェアは構成解除されますが、削除されません。


	
-paramfile complete path of input parameter property file

このフラグは、デフォルト以外の場所にあるパラメータ・ファイルを指定してdeinstallを実行する場合に使用します。このフラグを使用するときは、パラメータ・ファイルがある完全パスを指定します。

パラメータ・ファイルのデフォルトの場所は、deinstallの場所によって異なります。

	
インストール・メディアまたはステージの場所からの場合: ORACLE_HOME\inventory\response


	
OTNからの解凍済アーカイブ・ファイルからの場合: ziplocation\response


	
インストール済Oracleホームからの場合(インストール後): ORACLE_HOME\deinstall\response





	
-params [name1=value name 2=value name3=value . . .]

このフラグは、作成したパラメータ・ファイルで変更する1つ以上の値を上書きする場合に、パラメータ・ファイルとともに使用します。


	
-o complete path of directory for saving files

このフラグは、プロパティ・ファイルが保存されている、デフォルトの場所以外のパスを指定する場合に使用します。デフォルトの場所は、\response\deinstall.rsp.tmplです。

パラメータ・ファイルのデフォルトの場所は、deinstallの場所によって異なります。

	
インストール・メディアまたはステージの場所からの場合(インストール前): ORACLE_HOME\


	
OTNからの解凍済アーカイブ・ファイルからの場合: \ziplocation\response\


	
インストール済Oracleホームからの場合(インストール後): ORACLE_HOME/deinstall/response





	
-help

ヘルプ・オプション(-help)を指定すると、オプション・フラグに関する追加情報を取得できます。









7.2 失敗したインストールで使用する削除ツールのダウンロード

削除ツール(deinstall)を使用して失敗した、または不完全なインストールを咲く上する必要がある場合は、Oracle Technology Network(OTN)Webサイトから別途ダウンロードできます。

OTNから削除ツールをダウンロードする手順は、次のとおりです。

	
次のURLに移動します。

http://www.oracle.com/technetwork/database/enterprise-edition/downloads/index.html


	
「Oracle Database 11g Release 2」の下で、削除ツールをダウンロードする各プラットフォームの「See All」をクリックします。

削除ツールは、このページの後ろでダウンロードできます。









7.3 Deinstallコマンドの実行例

deinstall.batコマンドを実行すると、システムから削除するOracleソフトウェアのホーム・ディレクトリを入力するように要求されます。プロンプトに従って追加情報を入力してください。

deinstall.zipファイルからdeinstallツールを実行する場合、-homeフラグを含める必要があり、ヘルプが表示されます。インストール済のORACLE_HOMEからツールを実行する場合、-homeフラグは必要なく、ホーム・アドレスの入力は求められることなく削除が開始されます。

オプション・フラグ-paramfileを使用してパラメータ・ファイルへのパスを指定します。

次の例では、deinstall.batコマンドはパスC:\app\oracle\product\11.2.0\dbhome_1\deinstallにあり、ソフトウェア所有者の場所C:\Documents and Settings\oracle\にあるパラメータ・ファイルを使用しています。


DRIVE_LETTER:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\dbhome_1\deinstall\
DRIVE_LETTER:\> deinstall.bat -paramfile %HOMEPATH%\my_db_paramfile.tmpl


グリッド・インフラストラクチャ・ホームの場合、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのホーム(この例ではC:\app\oracle\product\11.2.0\grid)にあるdeinstall.batスクリプトを使用します。


DRIVE_LETTER:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\grid\deinstall\
DRIVE_LETTER:\> deinstall.bat -paramfile %HOMEPATH%\my_grid_paramfile.tmpl






7.4 Oracle Databaseの削除パラメータ・ファイルの例

スタンドアロンOracle Databaseに対して、-paramfileオプションを指定して削除コマンドを実行すると、パラメータ・ファイルに指定した値を使用できます。パラメータ・ファイルの例を次に示します。この例では、Oracle Databaseバイナリ所有者はoracleで、Oracle Databaseホーム(Oracleホーム)はパスC:\app\oracle\product\11.2.0\dbhome_1にあり、Oracleベース(他のOracleソフトウェアがインストールされている場所)はC:\app\oracleで、Oracleインベントリ・ホームはC:\Program Files\Oracle\Inventoryで、仮想IPアドレス(VIP)は192.0.2.1で、ローカル・ノード(削除セッションの実行元となるノード)はmyserverです。


#Copyright (c) 2005, 2006 Oracle Corporation. All rights reserved.
#Fri Jan 30 23:15:49 UTC 2009
ORACLE_BASE.orcl=C\:\\app\\oracle
FLASH_RECOVERY_LOC.orcl=C\:\\app\\oracle\\flash_recovery_area
STORAGE_TYPE.orcl=FS
DB_TYPE.orcl=SI_DB
ASM_HOME=
ASM_LOCAL_SID=
NETCA_LOCAL_LISTENERS=LISTENER
LOGDIR=C\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\dbhome_1\\deinstall\\logs\\
NODE_LIST.orcl=node1
ARCHIVE_LOG_DESTINATION_LOC.orcl=
ORACLE_BASE=C\:\\app\\oracle
OLD_ACTIVE_ORACLE_HOME=
LOCAL_SID.orcl=orcl
INVENTORY_LOCATION=C\:\\Program Files\\Oracle\\Inventory
ASM_FILES.orcl=
RAW_MAPPING_FILE.orcl=
SID_LIST.orcl=orcl
DB_UNIQUE_NAME_LIST=orcl
DATAFILE_LOC.orcl=C\:\app\\oracle\\oradata\\orcl
CRS_HOME=false
HOME_TYPE=SIDB
CREATION_MODE.orcl=y
CONFIGFILE_LOC.orcl=C\:\\app\\oracle\\oradata\\orcl\\control01.ctl, C\:\\app\\oracle\\oradata\\orcl\\control02.ctl, C\:\\app\\oracle\\oradata\\orcl\\control03.ctl,C\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\dbhome_1\\database\\dr1orcl.dat,C\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\dbhome_1\\database\\dr2orcl.dat
ORACLE_BINARY_OK=true
local=false
LOCAL_NODE=myserver
SPFILE_LOC.orcl=C\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\dbhome_1\\database\\spfileorcl.ora
silent=false
ORACLE_HOME=C\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\dbhome_1
DISK_GROUPS.orcl=






7.5 Oracle Grid Infrastructureの削除用パラメータ・ファイルの例

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのホームに対して、-paramfileオプションを指定してdeinstallコマンドを実行すると、パラメータ・ファイルに指定した値を使用できます。

パラメータ・ファイルの例を次に示します。この例では、Oracle Grid Infrastructureバイナリ所有者はoracle、Oracle Grid InfrastructureホームはパスD\:\\app\\oracleにあり、Oracleベース(他のOracleソフトウェアがインストールされている場所)はD\:\\app\\11.2.0\\、中央Oracleインベントリ・ホーム(oraInventory)はC\:\\Program Files\\Oracle\\Inventory、仮想IPアドレス(VIP)は192.0.2.1、ローカル・ノード(削除セッションの実行元となるノード)はmyserverです。


#Copyright (c) 2005, 2006 Oracle Corporation.  All rights reserved.
#Wed Feb 18 06:15:35 PST 2009
LOCAL_NODE=myserver
HOME_TYPE=SIHA
ASM_REDUNDANCY=NORMAL 
ORACLE_BASE=D\:\\app\\oracle
SCAN_PORT=0
silent=false
ASM_UPGRADE=false
ORA_CRS_HOME=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\grid
GPNPCONFIGDIR=$ORACLE_HOME
LOGDIR=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\db_1\\deinstall\\logs\\
GPNPGCONFIGDIR=$ORACLE_HOME
ORACLE_OWNER=Administrator
CRS_STORAGE_OPTION=0
ORACLE_BINARY_OK=true
NETCA_LISTENERS_REGISTERED_WITH_HAS=LISTENER
ASM_ORACLE_BASE=D\:\\app\\oracle
NETCFGJAR_NAME=netcfg.jar
JREDIR=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\grid\\jdk\\jre\\
ASM_DISK_GROUPS=DATA
LANGUAGE_ID='AMERICAN_AMERICA.WE8MSWIN1252'
CSS_LEASEDURATION=400
ASM_HOME=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\grid
ASM_DIAGNOSTIC_DEST=D\:\\app\\oracle
SHAREJAR_NAME=share.jar
HELPJAR_NAME=help4.jar
SILENT=false
local=false
INVENTORY_LOCATION=C\:\\Program Files\\Oracle\\Inventory
GNS_CONF=false
JEWTJAR_NAME=jewt4.jar
EMBASEJAR_NAME=oemlt.jar
ASM_DISKS=\\\\.\\ORCLDISKDATA0,\\\\.\\ORCLDISKDATA1,\\\\.\\ORCLDISKDATA2
ORACLE_HOME=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\grid
CRS_HOME=true
ASM_IN_HOME=y
EWTJAR_NAME=ewt3.jar
ASM_DROP_DISKGROUPS=true
OLD_ACTIVE_ORACLE_HOME=
ASM_LOCAL_SID=+ASM
JLIBDIR=D\:\\app\\oracle\\product\\11.2.0\\grid\\jlib
VNDR_CLUSTER=false
ASM_DISK_GROUP=DATA












A Java Access Bridgeのインストール

Java Access Bridgeによって、Oracleコンポーネントでスクリーン・リーダーを使用できるようになります。Java Access Bridgeによって、アシスティブ・テクノロジでは、Windowsプラットフォーム上でOracle Universal Installer、Oracle Enterprise Manager Database ControlなどのJavaベースのインタフェースを読み取ることができます。

Java Access Bridge 2.0.2は、64ビット・システムをサポートするための更新されたAPIが含まれ、32ビットWindowsシステムをサポートするためのパッケージが含まれている、Java Access Bridgeの最新バージョンです。最新バージョンをインストールする前に、Java Access Bridgeの以前のすべてのバージョンをアンインストールします。

Java Access Bridgeは、Windows Server 2008 x64、Windows Server 2008 R2 x64、Windows 7 x64、Windows 8 x64、Windows 8.1 x64、Windows Server 2012 x64、Windows Server 2012 R2の64ビット・データベースのインストールでサポートされています。サポートされているMicrosoft WindowsやJava SEのバージョンなど、サポート対象のシステム構成のリストは、次のリンクの場所にアクセスして、サポート対象のシステム構成に関する項を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/tech/index-jsp-136191.html

Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)以降では、Oracle Universal InstallerはOracle Databaseインストール・メディアに含まれているJava Runtime Environment (JRE) 1.6を使用します。JREによって、インストール時にJava Access Bridgeを使用できるようになります。デフォルトでは、Java Access Bridgeは無効です。Java Access Bridgeを有効にするには、次のコマンドを実行します(JRE_HOMEはJREのディレクトリです)。

JRE_HOME\bin\jabswitch -enable

旧リリースでは、JRE 1.5でJava Access Bridgeを設定します。これを行うには、使用しているアシスティブ・テクノロジを停止し、インストール前にインストール・メディアのルートからinstallディレクトリに移動してaccess_setup.batファイルをダブルクリックします。バッチ・ファイルの実行後に、アシスティブ・テクノロジ・プログラムを再起動します。

Oracleコンポーネントのインストール後のJava Access Bridgeのインストールおよび構成については、「Java Access Bridgeの設定」を参照してください。




	
注意:

Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)以降では、Java Access BridgeはWindows x64でサポートされています。









A.1 Java Access Bridgeの設定

この項では、Oracleコンポーネントのインストール後にJava Access Bridge for Windowsをインストールおよび構成する方法について説明します。

Windows 32ビットおよび64ビット・オペレーティング・システム上でJava Access Bridge 2.0.2を設定するには、次の手順を実行します。

	
Java Standard Edition (Java SE)の次のダウンロード・ページにアクセスして、JDK 7の最新のビルドをダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
JDK 7をインストールします。




	
注意:

WindowsにJDKをインストールするには、管理者権限が必要です。








	
Windows Vista以降で、Windowsキーを押しながら[U]キーを押して「コンピューターの簡単操作センター」を開き、「コンピューターを画面なしで使用します」を選択します。

Windows XPで、Windowsキーを押しながら[U]キーを押して「ユーティリティ マネージャ」を開きます。




	
関連項目:

Windowsオペレーティング・システムのアクセシビリティ・オプションについては、Micrsoftのドキュメントを参照してください。








	
Accessbridgeの有効化チェック・ボックスを選択します。「保存」をクリックします。


	
次の場所からJava Access Bridge 2.0.2をダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jab-2-0-2-download-354311.html

Oracleのライセンス契約に同意して、accessbridge-2_0_2-fcs-bin-b06.zipファイルをダウンロードします。




	
注意:

Java Access Bridge 2.0.1は、Oracle Database 11gリリース2 (11.2.0.1から11.2.0.3まで)でサポートされています。
次の場所からJava Access Bridge 2.0.1をダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javasebusiness/downloads/java-archive-downloads-java-client-419417.html#accessbridge-2.0.1-oth-JPR

accessbridge-2_0_1-manual_install.zipファイルを選択し、Java Access Bridgeをインストールするシステムにそのファイルを抽出します。










	
Java Access Bridgeをインストールするシステムのディレクトリにaccessbridge-2.0.2を解凍します。たとえば、次のようなディレクトリを指定します。


AB_HOME


	
コマンド・プロンプトを開き、DRIVE_LETTER:を入力して、実行するインストールのタイプ(データベース、クライアント、コンパニオン)に適したディレクトリに移動します。

Disk1ディレクトリのファイルにアクセスするには、次のように入力します。


DRIVE_LETTER:\>cd Disk1


	
Disk1ディレクトリに移動したら、次のコマンドを実行します。


setup.exe -jreLoc path-to-jdk7\jre


Oracle Universal Installerが起動し、JAWSによって画面上のすべてのプロンプトと操作が読み上げられます。


	
「インストール」ボタンをクリックした後、Windowsエクスプローラを起動して、データベースのインストール先ディレクトリ(DRIVE_LETTER:\app\user name\product\11.2.0\dbhome_1)に移動し、JDKフォルダが作成されることを確認します。JDKフォルダが作成されたら、Windowsオペレーティング・システムに応じて、表A-1または表A-2にリストされているファイルを、Java Access Bridgeのソースの場所からJDK宛先フォルダにコピーします。これらのファイルをコピーすると、Oracle Database Configuration AssistantとOracle Net Configuration Assistantのアクセシビリティが有効になります。


表A-1 Windows 32ビットでJDKディレクトリにコピーするファイル

	コピーするファイル	コピー先のディレクトリ
	
AB_HOME\JavaAccessBridge.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\JAWTAccessBridge.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\WindowsAccessBridge.dll

	
C:\Windows\System32


	
AB_HOME\accessibility.properties

	
dbhome_1\jdk\jre\lib


	
AB_HOME\access-bridge.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext


	
AB_HOME\jaccess.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext









表A-2 Windows 64ビットでJDKディレクトリにコピーするファイル

	コピーするファイル	コピー先のディレクトリ
	
AB_HOME\JavaAccessBridge-64.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\JAWTAccessBridge-64.dll

	
dbhome_1\jdk\jre\bin


	
AB_HOME\WindowsAccessBridge-64.dll

	
C:\Windows\System32


	
AB_HOME\accessibility.properties

	
dbhome_1\jdk\jre\lib


	
AB_HOME\access-bridge-64.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext


	
AB_HOME\jaccess.jar

	
dbhome_1\jdk\jre\lib\ext














A.2 Java Access Bridgeを使用するためのOracleコンポーネントの構成

インストールの完了後、Java Access Bridgeを使用するようにOracleコンポーネントを構成するには、インストールしたJava Access Bridgeファイルを指すようにシステム変数ORACLE_OEM_CLASSPATHを設定します。

	
「スタート」メニューから、「設定」→「コントロール パネル」→「システム」を選択し、「システムのプロパティ」を表示します。


	
「詳細設定」タブを選択します。


	
「環境変数」ボタンをクリックします。


	
「システム環境変数」リストの下の「新規」ボタンをクリックします。「新しいシステム変数」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「変数名」フィールドで、ORACLE_OEM_CLASSPATHと入力します。


	
「変数値」フィールドで、jaccess.jarおよびaccess-bridge.jarへのフルパスを入力します。

セミコロンを使用して2つのパスを区切ります。引用符や空白は使用しないでください。たとえば、JRE 1.5がデフォルトの場所にインストールされている場合、設定は次のようになります。


dbhome_1\jdk\jre\lib\ext\jaccess.jar;dbhome_1\jdk\jre\lib\ext\access-bridge.jar


	
「OK」をクリックします。















B Optimal Flexible Architecture

この付録では、Optimal Flexible Architecture標準について説明します。この標準は、Oracleを適切にインストールして管理を簡略化するために作成された構成ガイドラインのセットです。内容は次のとおりです。

	
Optimal Flexible Architecture標準の概要


	
Oracle DatabaseのOptimal Flexible Architectureの変更


	
リリースごとのディレクトリ・ツリーの相違


	
Optimal Flexible Architectureディレクトリのネーミング規則


	
Optimal Flexible Architectureおよび複数のOracleホームの構成


	
WindowsおよびUNIX上のOptimal Flexible Architectureの比較


	
Optimal Flexible Architectureの構造ファイル・マッピング






B.1 Optimal Flexible Architecture標準の概要

Optimal Flexible Architecture標準は、異なるバージョンの、異なるユーザーが所有する複数のデータベースの共存を可能にするよう、データベース・ソフトウェアの編成およびデータベースの構成を行うのに役立ちます。Optimal Flexible Architectureは、ORACLE_BASEを、インシデントを適切に収集するそのOracleベース用の自動診断リポジトリ(ADR)診断データで識別するのに役立ちます。

インストール・メディアのすべてのOracleコンポーネントは、Optimal Flexible Architectureに準拠しています。Oracle Universal Installerでは、Optimal Flexible Architectureガイドラインに従ったデフォルトの権限を割り当てるディレクトリの位置にOracle Databaseコンポーネントを配置します。

Optimal Flexible Architectureを使用することをお薦めします。特にデータベースのサイズが大きくなる場合、または複数のデータベースを持つ計画の場合です。


B.1.1 複数のOracleホームおよびOFAの利点

Oracleデータベースをインストールする場合、コンピュータでサポート可能な最大のアプリケーションの1つをインストールします。複数のOracleホームおよびOptimal Flexible Architectureを使用すると、大規模データベースを管理する際に多くの利点があります。次の利点は重要です。

	
ディレクトリおよびファイルの構造化された編成、およびデータベース・ファイルの一貫したネーミングによりデータベースの管理が簡単になります。


	
複数ディスク間のI/Oの分散により、1つのドライブに同時に発行される複数の読取りまたは書込みコマンドによるパフォーマンス・ボトルネックが回避されます。


	
複数ディスク間のアプリケーションの分散により、データベース障害から守ります。


	
データベース管理者がOracleホーム・ディレクトリを追加、移動または削除する際にログイン・ホーム・ディレクトリにリスクがありません。


	
異なるバージョンの、異なるユーザーが所有する複数のデータベースが同時に共存できます。


	
ソフトウェアのアップグレードを、本番データベースが配置されているOracleホームから分離したディレクトリのOracleホームでテストできます。











B.2 Oracle DatabaseのOptimal Flexible Architectureの変更

旧リリースのOracle Databaseでは、Optimal Flexible Architecture推奨のOracleホームのパスは次のようなものでした。


c:\oracle\ora92


Oracle Database 11gリリース1(11.1)から、Optimal Flexible Architecture推奨のOracleホームのパスが変更されています。Optimal Flexible Architecture推奨のOracleホームのパスは、次のようになります。


c:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1


ORACLE_BASEのデフォルトにはバージョン情報は含まれていませんが、デフォルトのORACLE_HOMEには含まれています。






B.3 リリースごとのディレクトリ・ツリーの相違

Optimal Flexible Architectureにより、Oracleデータベースのディレクトリ・ツリーは変更されました。この項では、以前との相違について説明します。

	
トップレベルのOracleディレクトリ


	
データベース・ファイル名


	
データベース・ファイル名拡張子






B.3.1 トップレベルのOracleディレクトリ

Oracle Database Optimal Flexible Architecture準拠のデータベースをインストールすると、すべてのサブディレクトリは、トップレベルのOracleベース・ディレクトリDRIVE_LETTER:\app\username (DRIVE_LETTERはハード・ドライブ文字)の下に作成されます。

Oracleベース・ディレクトリには、\ORACLE_HOMEディレクトリ、\oradataディレクトリ(データベース・ファイル用)、\diag(診断データ用)、\flash_recovery_area(リカバリ操作用)および\adminディレクトリ(データベース管理ファイル用)が含まれます。






B.3.2 データベース・ファイル名

データベース・ファイルのファイル名にはSIDが含まれません。たとえば、最初の制御ファイルの名前は、control01.ctlになります。特定のデータベースのデータベース・ファイルはすべて、そのデータベース用に指定されたDB_UNIQUE_NAMEというディレクトリの下にある\oradataに配置されるため、ファイル名にSIDは不要です。






B.3.3 データベース・ファイル名拡張子

Optimal Flexible Architecture準拠のリリースでは、データベース・ファイル名には次の拡張子が付けられます。

	
.ctl(制御ファイル)


	
.log(ログ・ファイル)


	
.dbf(データファイル)











B.4 Optimal Flexible Architectureディレクトリのネーミング規則

Optimal Flexible Architectureでは、一連のファイルに関連付けられたOracleホームおよびデータベース名を正しく簡単に識別するためのディレクトリ・ネーミング規則が使用されます。この項では、Optimal Flexible Architecture準拠のデータベース・ディレクトリ・ツリーのトップレベル・ディレクトリに使用されるネーミング規則について説明します。

	
ORACLE_BASEディレクトリ


	
ORACLE_HOMEディレクトリ


	
自動診断リポジトリ(ADR)ディレクトリ


	
ADMINディレクトリ


	
ORADATAディレクトリ


	
RECOVERY_AREAディレクトリ






B.4.1 ORACLE_BASEディレクトリ

ORACLE_BASEは、Oracleディレクトリ・ツリーのルートです。Oracle Universal Installerのデフォルト設定を使用してOptimal Flexible Architecture準拠のデータベースをインストールした場合、ORACLE_BASEはDRIVE_LETTER:\app\usernameです。

Oracle Database for Microsoft Windowsを他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータにインストールする場合は、Oracle Universal Installerを実行する前にORACLE_BASEディレクトリを変更できます。ほとんどのユーザーには、この変更は必要ありません。

初回のOracle Universal Installerの実行後は、ORACLE_BASEの値を変更しないでください。既存のORACLE_BASEがあり、それを変更すると、Oracleベース・ディレクトリの競合が生じます。元のORACLE_BASEが存在する場合に、別のORACLE_BASEを作成すると、一部のツールやデータベースで、以前に作成したファイルが検出されなくなります。これらのツールやデータベースでは、元のORACLE_BASEではなく、新規のORACLE_BASEでファイルが検索されます。




	
関連項目:

環境変数の編集の手順については、使用しているオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。












B.4.2 ORACLE_HOMEディレクトリ

ORACLE_HOMEディレクトリはDRIVE_LETTER:\ORACLE_BASE(DRIVE_LETTER:\は任意のハード・ドライブ)の下にあり、Oracleソフトウェアの実行可能ファイルやネットワーク・ファイル用のサブディレクトリが含まれます。

Oracle Database for Windowsを他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータにインストールし、デフォルトの設定を使用する場合、作成する最初のディレクトリは\dbhome_1となります。






B.4.3 自動診断リポジトリ(ADR)ディレクトリ

Oracle Database 11g以降では、Automatic Diagnostic Repository (ADR)ディレクトリは、データベース用に、bdump、cdumpおよびudumpディレクトリを置き換えます。ADR診断データは、ORACLE_BASE\diag\rdbms\DB_UNIQUE_NAME\instance_nameに格納されます。

サブディレクトリの一部を次に示します。


\alert
\hm
\incident
\incpkg
\ir
\lck
\metadata
\stage
\sweep
\trace


ADRホームには、trace、alert、incidentというサブディレクトリがあります。表B-1に、ADRディレクトリを示します。


表B-1 診断トレースの場所

	診断データ	10gでの場所	11gでの場所
	
フォアグラウンド・プロセス・トレース

	
user_dump_dest

	
ADR_HOME/trace/


	
バックグラウンド・プロセス・トレース

	
background_dump_dest

	
ADR_HOME/trace/


	
アラート・ログ・データ

	
background_dump_dest

	
ADR_HOME/alert/


	
コア・ダンプ

	
core_dump_dest

	
ADR_HOME/incident/In/


	
インシデント・ダンプ

	
プロセスによってuser_dump_destまたはbackground_dump_dest

	
ADR_HOME/incident/In/












B.4.4 ADMINディレクトリ

データベース管理ファイルは、ORACLE_BASE\admin\DB_UNIQUE_NAMEのサブディレクトリに格納されます。






B.4.5 ORADATAディレクトリ

データベース・ファイルは、ORACLE_BASE\oradata\DB_UNIQUE_NAMEに格納されます。これらのファイルの名前および簡単な説明は、次のとおりです。


CONTROL01.CTL    --control file 1
CONTROL02.CTL    --control file 2
CONTROL03.CTL    --control file 3
EXAMPLE01.DBF    --EXAMPLE tablespace data files
SYSAUX01.DBF     --SYSAUX tablespace data files
SYSTEM01.DBF     --SYSTEM tablespace data file
TEMP01.DBF       --TEMP tablespace data file
USERS01.DBF      --USERS tablespace data file
*.dbf            --data files corresponding to each tablespace in your database
REDO01.LOG       --redo log file group one, member one
REDO02.LOG       --redo log file group two, member one
REDO03.LOG       --redo log file group three, member one





	
注意:

このディレクトリ構造では、UNIXおよびWindowsプラットフォームにおいてディスクのストライプ化が可能です。「Windowsでのシンボリック・リンクのサポート」を参照してください。












B.4.6 RECOVERY_AREAディレクトリ

recovery_areaディレクトリはバックアップおよびリカバリに関連するファイルを保存し管理します。これには、システム上の各データベースのサブディレクトリが含まれています。高速リカバリ領域は、リカバリ関連のファイル(制御ファイルおよびオンラインREDOログのコピー、アーカイブ・ログ、フラッシュバック・ログおよびOracle Database Recovery Manager (RMAN)バックアップ)の格納に使用できる任意のディスクの場所です。高速リカバリ領域内のファイルは、OracleおよびRMANによって自動的に管理されます。




	
関連項目:

高速リカバリ領域の作成方法および使用方法の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。














B.5 Optimal Flexible Architectureおよび複数のOracleホームの構成

次の各項では、Optimal Flexible Architectureおよび複数のOracleホームの様々な構成について説明します。


B.5.1 ORACLE_HOMEディレクトリの指定

Optimal Flexible Architecture準拠のデータベースをインストールするには、次の形式でOracleホーム・ディレクトリを指定する必要があります。


DRIVE_LETTER:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1 


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
DRIVE_LETTER:\は、任意のハード・ドライブです。たとえば、c:\となります。


	
\app\usernameは、インストールを実行する前のORACLE_BASEです。


	
dbhome_1は、デフォルトのディレクトリ名です。




Optimal Flexible Architecture準拠のOracleホーム・ディレクトリの例は、次のとおりです。

	
c:\app\test1\product\11.2.0\dbhome_1


	
d:\app\test2\product\11.2.0\dbhome_1









B.5.2 デフォルトのOptimal Flexible Architectureデータベースのインストール: 例1

この例では、1つのOracleベース・ディレクトリ内にすべてのOracleホームを作成する方法を示します。

	
他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータに、Optimal Flexible ArchitectureをサポートするOracle Database(Oracle Databaseリリース8.1.6以上)をインストールし、Oracleホームのデフォルトの設定(c:\app\username\product\11.2.0\dbhome_1など)を確定します。


	
デフォルトの設定を確定して、2番目のOracleホームに任意のOracle Databaseをインストールします。




表B-2は、デフォルトのOptimal Flexible Architectureデータベースの設定を示しています。


表B-2 デフォルトのOptimal Flexible Architectureデータベース設定

	設定	値
	
ORACLE_BASE

	
c:\app\username(すべてのOracleホームで同一)


	
Oracleホーム1

	
c:\app\username\product\11.1.0\dbhome_1


	
Oracleホーム2

	
c:\app\username\product\11.1.0\dbhome_2












B.5.3 デフォルト以外のOptimal Flexible Architectureデータベースのインストール: 例2

この例では、各Oracleホームを固有のディレクトリにインストールしますが、これらはすべて同じOracleベースを共有します。

	
他のOracleソフトウェアがインストールされていないコンピュータに、Optimal Flexible ArchitectureをサポートするOracle Database(Oracle Database 8.1.6以上)をインストールし、デフォルトのOracle Universal Installerの設定を最初のOracleホーム用に(たとえば、c:\oracle\ora81からX:\xyz\oracle\abcへ)変更します。


	
Oracle Databaseをインストールし、デフォルトのOracle Universal Installerの設定を2番目のOracleホーム用に(たとえば、c:\oracle\ora10からX:\pqrへ)変更します。




表B-3は、この例におけるデフォルト以外のOptimal Flexible Architectureデータベースの設定を示しています。


表B-3 デフォルト以外のOptimal Flexible Architectureデータベース設定: 例2

	設定	値
	
ORACLE_BASE

	
X:\xyz\oracle

(両方のOracleホームで同一)


	
Oracleホーム1

	
X:\xyz\oracle\abc


	
Oracleホーム2

	
X:\pqr








結果としてできるディレクトリ・ツリーは、次のようになります。


X:\pqr                         --Oracle home 2
  \bin
  \network
X:\xyz
    \oracle                    --ORACLE_BASE for both Oracle homes
      \abc                     --Oracle home 1
        \bin
        \network
      \admin
        \DB_UNIQUE_NAME1
          \dpdump
          \
        \DB_UNIQUE_NAME2
          \...
      \oradata
        \DB_UNIQUE_NAME1
          CONTROL01.CTL
          CONTROL02.CTL
          CONTROL03.CTL
          EXAMPLE01.DBF
          SYSAUX01.DBF
          SYSTEM01.DBF
          TEMP01.DBF
          USERS01.DBF
          REDO01.LOG
          REDO02.LOG
          REDO03.LOG
        \DB_UNIQUE_NAME2








B.6 WindowsおよびUNIX上のOptimal Flexible Architectureの比較

WindowsとUNIXでのOptimal Flexible Architectureの実装方法は同じです。ただし、次の点で違いがあります。

	
ディレクトリ・ネーミング


	
ORACLE_BASEディレクトリ


	
Windowsでのシンボリック・リンクのサポート




	
関連項目:

UNIXでのOptimal Flexible Architectureについては、UNIXオペレーティング・システム固有の管理者向け資料を参照してください。












B.6.1 ディレクトリ・ネーミング

Optimal Flexible Architectureディレクトリ・ツリーのトップレベルの名前は、WindowsとUNIXで異なります。ただし、主要なサブディレクトリ名とファイル名は、どちらのオペレーティング・システムでも同じです。






B.6.2 ORACLE_BASEディレクトリ

Windowsでは、Oracleベースは、Oracleホーム・ディレクトリに関連付けられます。ORACLE_BASEは、レジストリで定義されます(HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\KEY_HOME_NAMEなど)。

UNIXでは、ORACLE_BASEは、UNIXユーザーの環境に関連付けられます。






B.6.3 Windowsでのシンボリック・リンクのサポート

Optimal Flexible Architectureの目的は、すべてのOracleソフトウェアを1つのORACLE_BASEディレクトリの下に置き、データベースのサイズが大きくなるに従い、異なる物理ドライブにファイルを分散させることにあります。

UNIXでは、すべてが同じハード・ドライブの1つのディレクトリにあるように見えますが、シンボリック・リンクが作成されている場合や、そのディレクトリがマウント・ポイントとなっている場合には、ファイルを異なるハード・ドライブに置くことができます。

Windowsの場合、ボリューム・マウント・ポイントを使用して、異なるハード・ドライブのファイルを1つのディレクトリにマウントすることができます。ボリューム・マウント・ポイントをサポートしないWindowsバージョンでは、複数のドライブにoradataディレクトリを用意し、各ディレクトリにデータファイルを格納できます。

データベース管理ファイルの格納には1つの論理ドライブを使用し、必要に応じて、他のファイルをoradata\DB_UNIQUE_NAMEディレクトリにある他の論理ドライブに置くことをお薦めします。

次の例では、prodという名前のデータベース用に4つの論理ドライブがあります。

	
c:\には、Oracleホームとデータベース管理ファイルがあります。


	
f:\には、REDOログ・ファイルがあります。F:\ドライブは、パフォーマンス向上のためにストライプ化された2つの物理ドライブを表すこともあります。


	
g:\には、制御ファイルの1つとすべての表領域ファイルがあります。G:\ドライブは、信頼性向上のためにRAIDレベル5構成を使用することもできます。


	
h:\には、2番目の制御ファイルがあります。




ディレクトリ構造は、次のようになります。


c:\app\username\product\11.2.0   --First logical drive
    \dbhome_1                  --Oracle home
      \bin                 --Subtree for Oracle binaries
      \network             --Subtree for Oracle Net
      \...
    \admin                 --Subtree for database administration files
      \prod                --Subtree for prod database administration files
        \adump             --Audit files
        \dpdump                      --Default directory for data pump operations.
        \pfile             --Initialization parameter file

f:\app\username\product\11.2.0   --Second logical drive (two physical drives, striped)
    \oradata               --Subtree for Oracle Database files
      \prod                --Subtree for prod database files
        redo01.log         --Redo log file group one, member one
        redo02.log         --Redo log file group two, member one
        redo03.log         --Redo log file group three, member one

g:\app\username\product\11.1.0   --Third logical drive (RAID level 5 configuration)
    \oradata               --Subtree for Oracle Database files
      \prod                --Subtree for prod database files
        CONTROL01.CTL      --Control file 1
        EXAMPLE01.DBF      --EXAMPLE tablespace data files
        SYSAUX01.DBF       --SYSAUX tablespace data files
        SYSTEM01.DBF       --System tablespace data file
        TEMP01.DBF         --Temporary tablespace data file
        USERS01.DBF        --Users tablespace data file

h:\app\username\product\11.2.0   --Fourth logical drive
    \oradata               --Subtree for Oracle Database files
      \prod                --Subtree for prod database files
        CONTROL02.CTL      --Control file 2








B.7 Optimal Flexible Architectureの構造ファイル・マッピング

表B-4に、orclデータベースにおける、Optimal Flexible Architecture準拠のサンプル・インストールのログ・ファイルに対する階層ファイル・マッピングを示します。


表B-4 Optimal Flexible Architectureインストールのログ・ファイルに対する階層ファイル・マッピング

	ディレクトリ	説明
	
C:\app\username\admin\orcl\TAR

	
サポート・ログ・ファイル用のサブツリー


	
C:\app\username\admin\orcl\arch

	
アーカイブ・ログ・ファイル


	
C:\app\username\admin\orcl\create\

	
データベース作成ログ・ファイルが含まれます。


	
C:\app\username\oradata\orcl\*.log

	
REDOログ・ファイル


	
C:\app\username\admin\orcl\dpdump\

	
データ・ポンプ・ファイルdp.logがあるサブディレクトリ


	
C:\app\username\diag

	
すべてのデータベース、リスナー、sqlnetおよびその他の診断ログが含まれます。


	
C:\app\username\audit

	
すべての監査ログが含まれます。


	
C:\app\username\cfgtoollogs

	
Oracle Database Configuration Assistant、Database Upgrade AssistantおよびOracle Net Configuration Assistantなどの構成アシスタントのログが含まれます。

















 
C レスポンス・ファイルを使用したOracle Databaseのインストールおよび構成

この付録では、レスポンス・ファイルを使用したサイレントまたはレスポンス・ファイル・インストールの実行方法、ネットワーク接続の構成方法、Oracle Databaseの構成または起動方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルの機能


	
レスポンス・ファイルの準備


	
レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行


	
レスポンス・ファイルを使用したNet Configuration Assistantの実行


	
レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Configuration Assistantの実行


	
レスポンス・ファイルを使用したインストール後の構成






C.1 レスポンス・ファイルの機能

Oracle Universal Installerの起動時にレスポンス・ファイルを指定することで、Oracleソフトウェアのインストールおよび構成を完全または部分的に自動化できます。Oracle Universal Installerでは、一部またはすべてのプロンプトに対する応答にレスポンス・ファイル内の値が使用されます。内容は次のとおりです。

	
サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用する理由


	
レスポンス・ファイルの一般的な使用手順




通常、Oracle Universal Installerは対話モードで実行されます。つまり、Graphical User Interface(GUI)画面で情報の入力を要求されます。レスポンス・ファイルを使用してこの情報を入力する場合は、次のいずれかのモードでコマンド・プロンプトからOracle Universal Installerを実行します。

	
サイレント・モード: 画面は一切表示されません。かわりに、起動に使用したコマンド・ウィンドウに進捗情報が表示されます。サイレント・モードを使用するには、-silentパラメータを指定してsetup.exeを実行し、Oracle Universal Installerのプロンプトに対する応答を保持しているレスポンス・ファイルを組み込みます。


	
レスポンス・ファイル・モード: レスポンス・ファイル・モードによるインストールでは、レスポンス・ファイルに情報を指定した画面も、必要な情報を指定しなかった画面も、すべて表示されます。その利点は、レスポンス・ファイルに情報を指定しておいた画面でその値を確認しながらインストールを進めることができることです。レスポンス・ファイル・モードを使用するには、レスポンス・ファイルまたは適用する他のパラメータを含め、-silentパラメータを指定しないで、setup.exeを実行します。




レスポンス・ファイルにリストされている変数に値を入力して、サイレント・インストールまたはレスポンス・ファイル・インストールの設定を定義します。たとえば、Oracleホームを指定するには、次の例に示すように、ORACLE_HOME変数に適切な値を入力します。


ORACLE_HOME="C:\app\product"


レスポンス・ファイルの変数の設定を指定する別の方法は、その設定をOracle Universal Installerの実行時にコマンドラインの引数として渡す方法です。次に例を示します。


DRIVE_LETTER:\setup.exe_location> setup -silent "ORACLE_HOME=C:\app\product" ...





	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルの形式の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』を参照してください。


	
レスポンス・ファイルの詳細は、My Oracle SupportのWebサイトを参照してください。

https://support.oracle.com/














C.1.1 サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用する理由

表C-1に、Oracle Universal Installerをサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行する理由をいくつか示します。


表C-1 サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用する理由

	モード	使用方法
	
サイレント

	
次の場合にサイレント・モードを使用します。

	
アンアテンド・インストールを実行する場合


	
ユーザーとの対話なしで複数のシステムに同様のインストールを複数実行する場合




Oracle Universal Installerでは、起動に使用したウィンドウに進捗情報が表示されますが、Oracle Universal Installerの画面は表示されません。


	
レスポンス・ファイル

	
Oracle Universal Installerプロンプトのすべてではなく一部にのみデフォルトの応答を指定して、複数のシステムに類似したOracleソフトウェアをインストールする場合は、レスポンス・ファイル・モードを使用します。

レスポンス・ファイル・モードでは、すべてのインストーラ画面が表示されますが、これらの画面のフィールドのデフォルト値はレスポンス・ファイルから提供されます。レスポンス・ファイルに値を指定していない画面のフィールドには、情報を入力する必要があります。












C.1.2 レスポンス・ファイルの一般的な使用手順

レスポンス・ファイルを使用したOracle Databaseインストールの一般的な手順は、次のとおりです。

	
Oracle Automatic Storage Managementの使用を計画し、新規ディスクを構成する場合は、次の手順を実行する必要があります。

	
DASまたはSANディスクのパーティションを作成します。


	
asmtoolgまたはasmtoolユーティリティを使用して、手動でディスクを構成します。







	
関連項目:

	
「手順2: Oracle Automatic Storage Managementインスタンス用のDASまたはSANディスク・パーティションの作成」


	
「手順3: Oracle Automatic Storage Managementのディスクの手動による構成」













	
インストール設定に必要なレスポンス・ファイルをカスタマイズまたは作成します。

レスポンス・ファイルは、次のいずれかの方法で作成できます。

	
インストールで提供されるサンプル・レスポンス・ファイルの1つを変更します。


	
コマンド・プロンプトでOracle Universal Installerを実行し、「レスポンス・ファイルの保存」オプションを選択することにより入力内容を保存します。




レスポンス・ファイルをカスタマイズまたは作成する方法は、「レスポンス・ファイルの準備」を参照してください。


	
レスポンス・ファイルを指定し、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードを使用して、コマンド・プロンプトからOracle Universal Installerを実行します。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトで管理者権限が必要です。







レスポンス・ファイルを使用してOracle Universal Installerを実行する方法は、「レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行」を参照してください。











C.2 レスポンス・ファイルの準備

この項では、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでのインストール時に使用するレスポンス・ファイルを準備するための方法について説明します。

	
レスポンス・ファイル・テンプレートの編集


	
レスポンス・ファイルの保存






C.2.1 レスポンス・ファイル・テンプレートの編集

この方法は、Enterprise EditionまたはStandard Editionインストール・タイプに使用すると便利です。

Oracleには、製品、インストール・タイプおよび構成ツールごとに、レスポンス・ファイルのテンプレートが用意されています。これらのファイルは、Oracle Databaseインストール・メディアのdatabase\responseディレクトリにあります。




	
注意:

ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・ファイルはstage_area\database\responseディレクトリにあります。







表C-2に、利用可能なサンプル・レスポンス・ファイルを示します。


表C-2 レスポンス・ファイル

	レスポンス・ファイル名	サイレント・モードで実行されるインストール・タイプ
	
db_install.rsp

	
Oracle Database


	
grid_install.rsp

	
Oracle Grid Infrastructure


	
dbca.rsp 

	
Oracle Database Configuration Assistant


	
netca.rsp

	
Oracle Net Configuration Assistant 











	
注意:

レスポンス・ファイルのテンプレートを変更し、使用するために保存する場合、レスポンス・ファイルにはプレーン・テキストのパスワードが含まれている可能性があります。レスポンス・ファイルの所有権は、Oracleソフトウェア・インストールの所有者のみに与えられます。データベース管理者または他の管理者は、使用しない場合はレスポンス・ファイルを削除または保護することをお薦めします。







レスポンス・ファイルをコピーおよび変更する手順は、次のとおりです。

	
Oracle Databaseインストール・メディアのdatabase\responseディレクトリから、該当するレスポンス・ファイルを自分のハード・ドライブにコピーします。


	
テキスト・ファイル・エディタでレスポンス・ファイルを変更します。




	
関連項目:

レスポンス・ファイルの生成の詳細は、Oracle Universal InstallerおよびOpatchのユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIXを参照してください。インストール済のOracle Databaseで、「スタート」→「すべてのプログラム」→「ORACLE - HOME_NAME」→Oracle Installation Products→Universal Installer Concepts Guideの順に選択します。HTML形式で表示されます。








	
「レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行」の手順に従って、レスポンス・ファイルを実行します。









C.2.2 レスポンス・ファイルの保存

Oracle Universal Installerを対話モードで使用してレスポンス・ファイルを保存し、このファイルを編集してからサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードのインストールに使用できます。

Oracle Database 11gリリース2(11.2)以降では、「サマリー」ページで「レスポンス・ファイルの保存」をクリックすると、インストール中にすべてのインストール手順をレスポンス・ファイルに保存できます。後で、サイレント・インストールを実行する際に生成されたレスポンス・ファイルを使用できます。

レスポンス・ファイルを保存する場合、インストールを完了するか、またはOracle Universal Installerがシステムへのソフトウェアのコピーを開始する前に「サマリー」ページでOracle Universal Installerを終了できます。




	
注意:

Oracle Universal Installerでは、パスワードはレスポンス・ファイルに保存されません。







レスポンス・ファイルを保存する手順は、次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルの作成対象のコンピュータが、第2章に記載されている要件を満たしていることを確認してください。

レスポンス・ファイルを保存するためにOracle Universal Installerを実行すると、システムをチェックして、ソフトウェアをインストールするための要件を満たしているかどうかが検証されます。このため、必要なインストール前の作業をすべて完了してから、インストール実行中にレスポンス・ファイルを保存することをお薦めします。


	
コマンド・プロンプトでcdコマンドを使用して、Oracle Universal Installerのsetup.exe実行可能ファイルを格納するディレクトリに移動します。




	
注意:

Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトで管理者権限が必要です。







インストールDVDでは、setup.exeはdatabaseディレクトリにあります。あるいは、インストール・ファイルをダウンロードまたはコピーしたディレクトリに移動します。


	
setup.exeを実行します。


	
Oracle Universal Installerの起動後、インストール設定を入力します。この設定はレスポンス・ファイルに保存されます。


	
インストーラに「サマリー」画面が表示されたら、次の手順を実行します。

	
「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルのファイル名および場所を指定します。次に、「保存」をクリックしてファイルに値を保存します。


	
「終了」をクリックして操作を続行します。

インストールを続行しない場合は、「取消」をクリックします。インストールは停止しますが、保存されたレスポンス・ファイルは保持されます。





	
保存したレスポンス・ファイルを別のシステムで使用するには、事前にそのファイルを編集し、必要な変更を行います。

ファイルを編集する際は、ファイル内の指示に従ってください。











C.3 レスポンス・ファイルを使用したOracle Universal Installerの実行

この段階では、作成したレスポンス・ファイルを指定してコマンドラインからOracle Universal Installerを実行し、インストールを実行する準備ができています。Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。Oracle Universal Installerの実行可能ファイルsetup.exeには、いくつかのオプションが用意されています。これらのオプション全体のヘルプ情報を表示するには、次のように-helpオプションを指定してsetup.exeを実行します。


DRIVE_LETTER:\setup.exe_location setup -help


起動の準備中メッセージとともに新しいコマンド・ウィンドウが表示されます。ヘルプ情報が、すぐにこのウィンドウに表示されます。

Oracle Universal Installerを実行してレスポンス・ファイルを指定する手順は次のとおりです。

	
Oracle Databaseをインストールするコンピュータ上にレスポンス・ファイルを配置します。


	
コマンド・プロンプトで、該当するレスポンス・ファイルを指定してOracle Universal Installerを実行します。Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。次に例を示します。


DRIVE_LETTER:\setup.exe_location setup [-silent] "variable=setting" [-nowelcome] [-noconfig] [-nowait] -responseFile
 filename 


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
filename: レスポンス・ファイルのフルパスを示します。


	
setup.exe_location: setup.exeの場所を示します。


	
-silent: サイレント・モードでOracle Universal Installerを実行します。ようこそ・ウィンドウは表示されません。


	
"variable=setting": レスポンス・ファイルに設定するのではなくコマンドラインで実行する、レスポンス・ファイル内の変数を参照します。変数とその設定値は引用符で囲みます。


	
-noconfig: インストール時にコンフィギュレーション・アシスタントの実行を抑制し、かわりにソフトウェアのみのインストールを実行します。


	
-nowait: サイレント・インストールが完了すると、コンソール・ウィンドウを閉じます。




サイレント・インストール中にレスポンス・ファイルを保存すると、元のソース・レスポンス・ファイルに指定した変数値が新しいレスポンス・ファイルに保存されます。







	
関連項目:

	
レスポンス・ファイルを使用したインストールの詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』の「Oracle製品のインストール」を参照してください。


	
レスポンス・ファイルを使用した削除の詳細は、『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』の「Oracle製品の削除」を参照してください。

















C.4 レスポンス・ファイルを使用したNet Configuration Assistantの実行

レスポンス・ファイルを使用してNet Configuration Assistantを実行する場合は、サイレント・モードで実行します。これにより、システムにおけるOracle Netリスナーの構成および起動、ネーミング方法の構成、およびOracle Netサービス名の構成が可能になります。サイレント・モードでNetCAを実行するには、netca.rspレスポンス・ファイルを使用します。

Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。

Net Configuration Assistantレスポンス・ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルのディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・ファイル・テンプレートnetca.rspをコピーします。

netca.rspは、Oracle Databaseインストール・メディアのdatabase\responseディレクトリにあります。


	
テキスト・エディタでレスポンス・ファイルを開きます。


	
ファイルに記述されている指示に従ってファイルを編集します。

netca.rspレスポンス・ファイルを適切に構成しないと、Net Configuration Assistantに障害が発生します。




作成したレスポンス・ファイルを使用してNet Configuration Assistantを実行するには、次のようにサイレント・モードでNet Configuration Assistantを実行します。local_dirは、作成したnetca.rspレスポンス・ファイルを置いたディレクトリで置き換えてください。


C:\ORACLE_HOME\bin> netca /silent /responsefile local_dir\netca.rsp


次に例を示します。


C:\ORACLE_HOME\bin> netca /silent /responsefile
C:\oracle_response_files\mynetca.rsp






C.5 レスポンス・ファイルを使用したOracle Database Configuration Assistantの実行

Oracle Database Configuration Assistantをサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行し、システムでOracle Databaseを構成および起動できます。Database Configuration Assistantをサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行するには、dbca.rspレスポンス・ファイルを使用します。




	
注意:

ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・ファイルはstage_area\database\responseディレクトリにあります。







Database Configuration Assistantをレスポンス・ファイル・モードで実行するには、-responseFileフラグを、-silentフラグまたは-progressOnlyフラグのどちらかと組み合せて使用する必要があります。

Database Configuration Assistantをレスポンス・ファイル・モードで実行するには、グラフィック表示を使用し、DISPLAY環境変数を設定する必要があります。




	
注意:

	
『Oracle Database管理者ガイド』の非対話/サイレントDBCAを使用したデータベースの作成に関する項を参照してください。


	
Oracle ASMCAの非対話モードでの実行の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』のOracle ASMコンフィギュレーション・アシスタント・コマンドライン・インタフェースの項を参照してください。












Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンでは、コマンド・プロンプトは管理者権限で開く必要があります。

この章の内容は次のとおりです。

	
Database Configuration Assistantのサイレント・モード


	
Database Configuration Assistantのプログレスのみモード


	
レスポンス・ファイル・モードでのDatabase Configuration Assistantの実行






C.5.1 Database Configuration Assistantのサイレント・モード

モードをサイレントに設定するには、-silentフラグを-responseFileフラグと組み合せて使用します。サイレント・モードでは、レスポンス・ファイルに指定した値またはコマンドライン・オプションとして指定した値がDatabase Configuration Assistantで使用され、データベースが作成されます。サイレント・モードではウィンドウやユーザー・インタフェースは表示されません。






C.5.2 Database Configuration Assistantのプログレスのみモード

モードをプログレスのみに設定するには、-progressOnlyフラグを-responseFileフラグと組み合せて使用します。データベースが構成され開始されるにしたがって、Database Configuration Assistantにはステータス・メッセージが示されるウィンドウとプログレス・バーが表示されます。このウィンドウは、Enterprise EditionまたはStandard Editionのインストールで事前構成済データベースの作成を選択した際に表示されるウィンドウと同様です。

このモードでは、レスポンス・ファイルに指定した値またはコマンドライン・オプションとして指定した値がDatabase Configuration Assistantで使用され、データベースが作成されます。






C.5.3 レスポンス・ファイル・モードでのDatabase Configuration Assistantの実行

Oracle Database Configuration Assistantレスポンス・ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

	
レスポンス・ファイルのディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・ファイル・テンプレートdbca.rspをコピーします。

dbca.rspレスポンス・ファイルは、Oracle Databaseインストール・メディアのdatabase\responseディレクトリにあります。


	
テキスト・エディタでdbca.rspレスポンス・ファイルを開きます。


	
ファイルに記述されている指示に従ってdbca.rspファイルを編集します。

dbca.rspレスポンス・ファイルを適切に構成しないと、Oracle Database Configuration Assistantに障害が発生します。




作成したレスポンス・ファイルを使用してOracle Database Configuration Assistantを実行するには、次の構文を使用してサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでOracle Database Configuration Assistantを実行します。


C:\ORACLE_HOME\bin> dbca {-progressOnly | -silent} -responseFile local_dir/dbca.rsp


各パラメータの意味は次のとおりです。

	
-silent: Database Configuration Assistantをサイレント・モードで実行します。


	
-progressOnly: Oracle Database Configuration Assistantをレスポンス・ファイル・モードで実行します。


	
local_dirは、レスポンス・ファイル・テンプレートdbca.rspをコピーしたディレクトリのフルパスです。




次に例を示します。


C:\> ORACLE_HOME\bin> dbca -progressOnly -responseFile
C:\oracle_response_files\mydbca.rsp


レスポンス・ファイルを使用してデータベースを作成する方法の代替手段として、必要な情報をすべてコマンドライン・オプションで指定することによって、コマンドラインでdbcaを実行できます。Database Configuration Assistantは、stdoutに進捗メッセージを書き込みます。サポートされるオプションのリストについては、次のコマンドを入力します。


C:\ORACLE_HOME\bin\dbca -help








C.6 レスポンス・ファイルを使用したインストール後の構成

Oracleソフトウェアをインストールした後、次の各項に従って、レスポンス・ファイル構成を作成して実行します。


C.6.1 インストール後の構成ファイルについて

サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでのインストールを実行する場合は、使用するサーバーについての情報をレスポンス・ファイルに指定します。指定しない情報は、Graphical User Interfaceによるインストール中に手動で入力します。ただし、レスポンス・ファイルには、ソフトウェアのインストール後にコンフィギュレーション・アシスタントから要求されるユーザー・アカウントのパスワードは含まれていません。コンフィギュレーション・アシスタントは、configToolAllCommandsというスクリプトによって起動されます。このスクリプトは、パスワード・レスポンス・ファイルを使用するとレスポンス・ファイル・モードで実行できます。スクリプトはこのパスワードを使用して、構成が完了するまで連続的に構成ツールを実行します。

クローン・インストールに使用するためにパスワード・ファイルを保存する場合は、セキュアな場所に格納することを強くお薦めします。また、エラーを修正するためにインストールを中止する必要がある場合は、configToolAllCommandsおよびパスワード・レスポンス・ファイルを使用してコンフィギュレーション・アシスタントを実行できます。

configToolAllCommandsのパスワード・レスポンス・ファイルは、次の構文オプションで構成されます。

	
internal_component_name: コンフィギュレーション・アシスタントによって構成されるコンポーネントの名前


	
variable_name: 構成ファイル変数の名前


	
value: 構成に使用する望ましい値。




コマンド構文は次のとおりです。

internal_component_name|variable_name=value

次に例を示します。


oracle.assistants.asm|S_ASMPASSWORD=welcome


次のようなパスワード・レスポンス・ファイルを使用して、セキュリティを維持することを強くお薦めします。

	
レスポンス・ファイルに対する権限が600に設定されていること。


	
レスポンス・ファイルの所有者がインストール所有者ユーザーであり、そのグループが中央インベントリ(oraInventory)グループに設定されていること。








C.6.2 レスポンス・ファイルを使用したインストール後の構成の実行

configToolAllCommandsスクリプトを使用してコンフィギュレーション・アシスタントを実行する手順は、次のとおりです。

	
構文filename.propertiesを使用し、レスポンス・ファイルを作成します。次に例を示します。


C:\> copy nul cfgrsp.properties


	
テキスト・エディタでファイルを開いてパスワード・テンプレートを切り貼りし、必要に応じて変更します。


例C-1 スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのパスワード・レスポンス・ファイル

Oracle Grid Infrastructureでは、BMCカードがある場合にこの機能を使用可能にするには、Oracle Automatic Storage Managementコンフィギュレーション・アシスタント(ASMCA)およびIntelligent Platform Managementインタフェース・コンフィギュレーション・アシスタント(IPMICA)のパスワードが必要です。次のレスポンス・ファイルを指定します。


oracle.assistants.asm|S_ASMPASSWORD=password
oracle.assistants.asm|S_ASMMONITORPASSWORD=password





例C-2 Oracle Databaseのパスワード・レスポンス・ファイル

Oracle Databaseの構成では、Database Configuration Assistant(DBCA)で使用するSYS、SYSTEM、SYSMANおよびDBSNMPの各パスワードが必要です。S_ASMSNMPPASSWORDパスワードは、データベースでOracle ASMをストレージに使用する場合のみ必要です。また、Oracle Enterprise Managerの構成を選択した場合は、S_HOSTUSERPASSWORDパスワードにOracleソフトウェア・インストール所有者のパスワードを指定する必要があります。


oracle.assistants.server|S_SYSPASSWORD=password
oracle.assistants.server|S_SYSTEMPASSWORD=password
oracle.assistants.server|S_SYSMANPASSWORD=password
oracle.assistants.server|S_DBSNMPPASSWORD=password
oracle.assistants.server|S_HOSTUSERPASSWORD=password
oracle.assistants.server|S_ASMSNMPPASSWORD=password


Oracle Enterprise ManagerやOracle ASMを使用可能にしない場合は、それらのパスワード・フィールドを空白にしておきます。




	
cfgrsp.propertiesファイルを保護するために、プロパティ・ページで権限を変更します。このファイルを右クリックして、プロパティ・ページを開きます。「セキュリティ」タブを選択して、「編集」ボタンをクリックし、グループまたはユーザーを選択してから、不要なユーザーの読取り権限の「拒否」チェック・ボックスを選択し、読取りアクセス権を削除します。


	
ディレクトリを、ORACLE_HOME\cfgtoollogsに変更します。


	
configToolAllCommandsを実行する前に、次のコマンドを使用して名前を変更します。


copy configToolAllCommands configToolAllCommands.bat


	
次の構文を使用して構成スクリプトを実行します。


configToolAllCommands.bat RESPONSE_FILE=\path\name.properties


次に例を示します。


C:\> configToolAllCommands.bat RESPONSE_FILE=C:\oracle\cfgrsp.properties
















 
D Oracle Databaseグローバリゼーション・サポートの構成

この付録では、次のグローバリゼーション・サポートについて説明します。

	
異なる言語でのOracleコンポーネントのインストールおよび使用


	
異なる言語でのOracle Universal Installerの実行







	
関連項目:

Oracle Databaseのグローバリゼーション・サポートの概要は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。









D.1 異なる言語でのOracleコンポーネントのインストールおよび使用

この項では、次の手順について説明します。

	
異なる言語で実行するためのOracleコンポーネントの構成


	
翻訳リソースのインストール






D.1.1 異なる言語で実行するためのOracleコンポーネントの構成

Oracleコンポーネントを使用する場合、使用する言語と地域(ロケール)を指定できます。コンポーネントのロケール設定により、そのコンポーネントのユーザー・インタフェースに使用される言語、および日付と数値書式などのグローバリゼーション動作が決まります。Oracleコンポーネントに応じて、コンポーネントのロケールは、そのコンポーネントを起動したオペレーティング・システムのセッションから引き継いだロケール、またはNLS_LANG環境変数で定義したロケールが使用されます。

オペレーティング・システムのロケールは通常、Javaテクノロジに基づくOracleコンポーネントで使用されます。NLS_LANG環境変数で定義したロケールは通常、OCIなどのOracle Clientライブラリを使用するOracleコンポーネントで使用されます。




	
注意:

選択した言語でOracleコンポーネントのユーザー・インタフェースが表示されるのは、該当する翻訳リソースが使用可能であり、インストールされている場合にかぎります。そうでない場合、ユーザー・インタフェースは英語で表示されます。







この項では、次の手順について説明します。

	
オペレーティング・システムのロケールの決定


	
NLS_LANG環境変数を使用したロケールおよびキャラクタ・セットの構成


	
コンソール・モードおよびバッチ・モードでのNLS_LANG設定






D.1.1.1 オペレーティング・システムのロケールの決定

Oracle Universal Installer、Oracle Net Configuration Assistant、Oracle Database Configuration Assistantなどのコンポーネントにおけるユーザー・インタフェースの言語や、グローバリゼーション動作は、オペレーティング・システム・セッションのロケール設定によって決まります。また、ユーザー・アプリケーションからOracle JDBCドライバを介して作成されたOracle Databaseセッションにおけるグローバリゼーション動作も、アプリケーションが優先されていないかぎり、オペレーティング・システム・セッションのロケール設定により決まります。

Windows XP、Windows 2003およびWindows Server 2003 R2で現在のオペレーティング・システム・ユーザーのロケールを設定するには、「地域オプション」タブの「標準と形式」領域のポップアップ・リストから希望するロケールを選択します。Windows Vista、Windows Server 2008およびそれ以上のバージョンの場合、「形式」タブの「現在の形式」ポップアップ・リストから希望するロケールを選択します。

一部のロケールは、必要なオペレーティング・システムのサポート・ファイルをインストールしないと使用できない場合があります。Windows XP、Windows 2003およびWindows Server 2003 R2では、「言語」タブの「補足言語サポート」領域で適切なチェック・ボックスが選択されていることを確認します。

SQL*Plusなどの一部のOracleコンポーネントでは、Windowsシステム・ロケールも、そのコンポーネントを実行する言語に設定する必要があります。システム・ロケールは、Windows XP、Windows 2003およびWindows 2003 R2では「Unicode対応でないプログラムの言語」と呼ばれます。Windows XPおよびWindows 2003では、「詳細設定」タブの「Unicode対応でないプログラムの言語」領域のポップアップ・リストからロケールを選択します。Windows VistaおよびWindows Server 2008およびそれ以上のバージョンの場合、「管理」タブの「システム ロケールの変更」ボタンをクリックし、ユーザー・アカウント制御がアクティブな場合は、管理権限の使用を受け入れ、開いているダイアログ・ボックスのポップアップ・リストからロケールを選択します。




	
注意:

システム・ロケールの変更後は、オペレーティング・システムを再起動する必要があります。Windowsのロケール設定の詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。












D.1.1.2 NLS_LANG環境変数を使用したロケールおよびキャラクタ・セットの構成

NLS_LANG環境変数は、SQL*Plus、expおよびimpなどのコンポーネントのユーザー・インタフェースの言語およびグローバリゼーション動作を決定します。また、クライアント・アプリケーションおよびデータベース・ユーザー・セッションで使用される言語および地域を設定します。また、クライアント・アプリケーションでのデータの入力や表示に使用するキャラクタ・セットも宣言されます。

NLS_LANG環境変数の形式は次のとおりです。


NLS_LANG=language_territory.characterset


この形式の詳細は次のとおりです。

	
languageは、Oracleメッセージ、ソート、曜日および月の名前の表示に使用する言語を指定します。


	
territoryは、日付、通貨、数値のデフォルトの書式の規則を指定します。


	
charactersetは、クライアント・アプリケーションで使用するエンコーディングを指定します。

多くの場合、これはシステム・ロケールで決定されるWindows ANSIコード・ページに対応するOracleキャラクタ・セットです。




WindowsのNLS_LANGパラメータは、次のように設定できます。

	
レジストリで、指定のOracleホームに対応するサブキーの下に設定できます。


	
環境変数として設定できます。




Oracle Databaseコンポーネントのインストール時に、NLS_LANGパラメータをターゲットOracleホームのレジストリ・サブキーにまだ設定していない場合、Oracle Universal InstallerではNLS_LANGパラメータを現在のユーザー用のオペレーティング・システムのロケールから導出したデフォルト値に設定します。次の表を参照してください。




	
関連項目:

	
複数のOracleホームに対するサブキーの場所の詳細は、『Oracle Databaseプラットフォーム・ガイド』を参照してください。


	
NLS_LANGパラメータとグローバリゼーション・サポート初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。












次に例を示します。

	
アラビア語(U.A.E.) - ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256


	
中国語(PRC) - SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.ZHS16GBK


	
中国語(台湾) - TRADITIONAL CHINESE_TAIWAN.ZHT16MSWIN950


	
英語(イギリス) - ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8MSWIN1252


	
英語(アメリカ合衆国) - AMERICAN_AMERICA.WE8MSWIN1252


	
フランス語(カナダ) - CANADIAN FRENCH_CANADA.WE8MSWIN1252


	
フランス語(フランス) - FRENCH_FRANCE.WE8MSWIN1252


	
ドイツ語(ドイツ) - GERMAN_GERMANY.WE8MSWIN1252


	
ヘブライ語 - HEBREW_ISRAEL.IW8MSWIN1255


	
日本語 - JAPANESE_JAPAN.JA16SJISTILDE


	
ロシア語 - RUSSIAN_RUSSIA.CL8MSWIN1251


	
スペイン語(スペイン) - SPANISH_SPAIN.WE8MSWIN1252


	
スペイン語(メキシコ) - MEXICAN SPANISH_MEXICO.WE8MSWIN1252


	
スペイン語(ベネズエラ) - LATIN AMERICAN SPANISH_VENEZUELA.WE8MSWIN1252









D.1.1.3 コンソール・モードおよびバッチ・モードでのNLS_LANG設定

SQL*Plus、SQL Loader、Import、ExportなどのOracleユーティリティをコマンド・プロンプト・ウィンドウから使用する前に、NLS_LANGパラメータのキャラクタ・セット・フィールドをレジストリでの値と異なる値に設定することが必要な場合があります。

これが必要なのは、コンソール・モードで実行されているプログラムでは、いくつかの例外を除き、GUIモードで実行されているプログラムとは異なるコード・ページ(キャラクタ・セット)を使用するためです。レジストリでは、デフォルトのOracleホームのNLS_LANGパラメータは、常に該当するGUIコード・ページに設定されています。コンソール・モード・セッションのNLS_LANGパラメータが適切に設定されていない場合、文字変換が正しく行われず、エラー・メッセージやデータが破損する可能性があります。

日本語、韓国語、簡体字中国語、繁体字中国語、タイ語およびベトナム語では、コンソール(OEM)コード・ページはGUI(ANSI)コード・ページと同一です。この場合、NLS_LANGパラメータを設定する必要はありません。他の言語では、影響を受けるユーティリティを起動するのと同じコマンド・プロンプト・ウィンドウでSET NLS_LANGコマンドを発行し、NLS_LANGに正しいキャラクタ・セットの値を設定します。

同様に、バッチ・モードで、バッチ・プロシージャで処理されるファイルのキャラクタ・セットに応じて、プロシージャの開始時に、SET NLS_LANGコマンドを挿入し、NLS_LANGに正しいキャラクタ・セットの値を設定します。

現在のコンソール・コード・ページを確認するには、コマンド・プロンプト・ウィンドウでCHCPコマンドを発行します。報告されたコード・ページ番号を使用して、対応するOracleキャラクタ・セット名を表D-1で検索します。

表D-1は、コンソール・モードのコード・ページに対応するOracleキャラクタ・セットの一覧です。


表D-1 コンソール・モード(OEM)コード・ページに対するOracleキャラクタ・セット

	OEMコード・ページ	コンソール・モードのOracleキャラクタ・セット
	
437(US)

	
US8PC437


	
737(ギリシャ語)

	
EL8PC737


	
775(バルト語)

	
BLT8PC775


	
850(多言語ラテンI)

	
WE8PC850


	
852(ラテンII)

	
EE8PC852


	
855(キリル語)

	
RU8PC855


	
857(トルコ語)

	
TR8PC857


	
858(多言語ラテンI + 西ヨーロッパ語)

	
WE8PC858


	
866(ロシア語)

	
RU8PC866


	
874(タイ語)

	
TH8TISASCII


	
932(日本語Shift-JIS)

	
JA16SJISTILDE


	
936(簡体字中国語GBK)

	
ZHS16GBK


	
949(韓国語)

	
KO16MSWIN949


	
950(繁体字中国語Big5)

	
ZHT16MSWIN950


	
1258(ベトナム語)

	
VN8MSWIN1258














D.1.2 翻訳リソースのインストール

Oracleコンポーネントのユーザー・インタフェースを異なる言語で表示するには、それらの言語に翻訳されたリソースをコンポーネントとともにインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle Database Vaultのユーザー・インタフェースのテキストの一部は、DVSYSスキーマのデータベース表に格納されています。デフォルトでは、これらの表には英語のみロードされます。Oracle Database Vault Configuration Assistantを使用すると、Oracle Database Vaultに別の言語を追加できます。必要な手順は、『Oracle Database Vault管理者ガイド』の付録Cを参照してください。







翻訳リソースをインストールする手順は、次のとおりです。

	
Oracle Universal Installerを起動します。


	
「セキュリティ・アップデートの構成」画面で、関連する情報を入力して「次へ」をクリックします。


	
ソフトウェアの更新のダウンロード画面およびソフトウェアの更新の適用画面で、関連のある情報を入力して「次へ」をクリックします。


	
「インストール・オプションの選択」画面で、インストール・オプションを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「システム・クラス」画面で、データベース・インストール用のシステム・クラスのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「Gridインストール・オプション」画面で、実行するデータベース・インストールのタイプを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「製品言語の選択」画面で、「使用可能な言語」フィールドから、製品を実行する言語を選択します。




	
注意:

「使用可能な言語」フィールドには、Oracleグローバリゼーション・ライブラリでサポートされているすべての言語が表示されます。通常、実際に翻訳されている言語はその一部であり、各コンポーネントによっても異なります。また、特定のコンポーネントにおいて翻訳の対象となる範囲は、言語によって異なります。たとえば、ユーザー・インタフェースのテキストがすべて翻訳されている言語もあれば、エラー・メッセージのみ翻訳されヘルプ・ファイルは翻訳されていない言語もあります。








	
「>」矢印ボタンを使用して、選択した言語を「選択された言語」フィールドに移動し、「次へ」をクリックします。




	
注意:

Oracle Universal Installerでは、「選択された言語」フィールドに移動した言語でも、翻訳されていない場合は無視されます。

















D.2 異なる言語でのOracle Universal Installerの実行

Oracle Universal Installerを実行する際に表示される言語は、使用しているオペレーティング・システムのロケールによって決まります。Oracle Universal Installerは、次のいずれかの言語で実行されます。

	
ポルトガル語(ブラジル)


	
英語


	
フランス語


	
ドイツ語


	
イタリア語


	
日本語


	
韓国語


	
簡体字中国語


	
スペイン語


	
繁体字中国語




Oracle Universal Installerを目的の言語で実行する手順は、次のとおりです。

	
「オペレーティング・システムのロケールの決定」の説明に従って、オペレーティング・システム・ユーザーのロケールおよびシステム・ロケールを変更します。


	
「Oracle Databaseソフトウェアのインストール」の説明に従って、Oracle Universal Installerを実行します。




前述の言語以外を選択した場合、Oracle Universal Installerは英語で実行されます。












E Oracle Databaseのポート番号の管理

この付録では、デフォルトのポート番号を示し、割り当てられたポートをインストール終了後に変更する方法について説明します。

	
ポートの管理


	
ポート番号とアクセスURLの表示


	
Oracleコンポーネントのポート番号とプロトコル


	
Oracle Enterprise Management Agentポートの変更


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更


	
Oracle Services for Microsoft Transaction Serverポートの変更






E.1 ポートの管理

インストールの実行中Oracle Universal Installerでは、各コンポーネントに対して、一連のデフォルト・ポート番号の中からいずれかのポート番号が割り当てられます。多数のOracle Databaseコンポーネントおよびサービスがポートを使用します。管理者は、これらのサービスで使用されるポート番号を把握し、同じポート番号がホスト上の2つのサービスに使用されないことを確認する必要があります。

ほとんどのポート番号はインストール中に割り当てられます。各コンポーネントおよびサービスには、ポート範囲が割り当てられています。これは、Oracle Databaseでポートの割当て時に使用される一連のポート番号です。Oracle Databaseでは、範囲の最小番号から順番に次のチェックが実行されます。

	
ホスト上の他のOracle Databaseインストールで使用されているポートかどうか。

インストールがその時点で稼働中または停止されている場合も、Oracle Databaseではポートが使用されているかどうかを検出できます。


	
現在実行中のプロセスで使用されているポートかどうか。

これは、ホスト上のプロセスであればOracle Database以外のプロセスであってもかまいません。




前述の設問に1つでも該当する場合、Oracle Databaseは割当済ポート範囲内で次に上位のポートに移動して、空きポートが見つかるまでチェックを続行します。






E.2 ポート番号とアクセスURLの表示

ほとんどの場合、Oracle Databaseコンポーネントのポート番号は、ポート構成に使用するツールに表示されます。また、一部のOracle Databaseアプリケーションのポートは、portlist.iniファイルに示されます。このファイルは、ORACLE_HOME\installディレクトリにあります。

ポート番号を変更してもportlist.iniファイル内では更新されないため、このファイルに依存できるのはインストール直後のみです。ポート番号を検索または変更するには、この付録で説明する方法を使用します。






E.3 Oracleコンポーネントのポート番号とプロトコル

表E-1に、インストール時に構成されるコンポーネントで使用されるポート番号およびプロトコルを示します。デフォルトでは、範囲内で使用可能な先頭のポートがコンポーネントに割り当てられます。


表E-1 Oracleコンポーネントで使用されるポート

	コンポーネントと説明	デフォルトのポート番号	ポート範囲	プロトコル
	
Oracle Netリスナー

Oracleクライアントは、Oracle Net Servicesを使用してデータベースに接続できます。このポートの番号はインストール時に構成できます。このポートを再構成するには、Net Configuration Assistantを使用します。

	
1521

	
1024-65535

	
TCP


	
Connection Manager

Oracle Client接続用のリスニング・ポート。インストール中に構成されませんが、Net Configuration Assistantを使用すると構成できます。

	
1630

	
1630

	
TCP


	
Oracle Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control用のHTTPポート。インストール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、「Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更」を参照してください。

	
1158

	
5500–5519

	
HTTP


	
Oracle Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control用のRMIポート。インストール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、「Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更」を参照してください。

	
5520

	
5520–5539

	
TCP


	
Oracle Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control用のJMSポート。インストール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、「Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更」を参照してください。

	
5540

	
5540–5559

	
TCP


	
Enterprise Manager Database Control Agent

Oracle Management Agent用のHTTPポートで、Oracle Enterprise Managerの一部です。インストール時に構成されます。このポート番号の変更方法については、「Oracle Enterprise Management Agentポートの変更」を参照してください。

	
3938

	
1830–1849

	
HTTP


	
Oracle XML DB

WebベースのアプリケーションがHTTPリスナーからOracle Databaseにアクセスする必要がある場合は、Oracle XML DB HTTPポートが使用されます。このポートはインストール時に構成されますが、その後は参照できません。

関連項目: 『Oracle XML DB開発者ガイド』のOracle XML DBデフォルト・ポートのかわりに標準ポートでHTTP(S)を使用する方法に関する項

	
0

	
手動で構成

	
HTTP


	
Oracle XML DB

アプリケーションがFTPリスナーからOracle Databaseにアクセスする必要がある場合は、Oracle XML DB FTPが使用されます。このポートはインストール時に構成されますが、その後は参照できません。

関連項目: 『Oracle XML DB開発者ガイド』のOracle XML DBデフォルト・ポートのかわりに標準ポートでFTPを使用する方法に関する項

	
0

	
手動で構成

	
FTP


	
Cluster Synchronization Service(CSS)

Group Manager用のCSSサービスのノード間接続。ポート番号は自動的に割り当てられます。その後は、参照も変更もできません。

	
42424

	
動的

	
TCP


	
Oracle Cluster Registry

ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられます。その後は、参照も変更もできません。

	
動的

	
動的

	
TCP


	
Microsoftトランザクション・サーバー用のOracleサービス

Microsoft Transaction Server用のポート番号は、特定のサーバーにMicrosoft Transaction Serverを初めてインストールする際に、Oracle Universal Installerでポート番号の値を入力するときに構成されます。Microsoft Transaction Serverを同じサーバーの複数のOracleホームにインストールする場合、Oracle Universal Installerは初回のインストールで指定したものと同じポート番号を使用します。

ほとんどの場合、ポート番号を再構成する必要はありません。ポート番号の変更方法は、「Oracle Services for Microsoft Transaction Serverポートの変更」を参照してください。

	
動的

	
49152-65535

	
TCP











	
関連項目:

Oracleコンポーネントで使用されるクラスタウェア・ポートの一覧については、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows x64 (64-Bit)』を参照してください。












E.4 Oracle Enterprise Management Agentポートの変更

Oracle Management Agentポートの現行の設定を確認するには、ORACLE_HOME\host_sid\sysman\config\emd.propertiesファイル内でEMD_URLを検索します。

Oracle Management AgentのHTTPポートを変更するには、次のようにemca -reconfig portsコマンドを使用します。


emca -reconfig ports -AGENT_PORT 1831






E.5 Oracle Enterprise Manager Database Controlポートの変更

現行のHTTP、RMIおよびJMSポート設定を確認するには、次のファイル内で検索します。

	
HTTPポート: ORACLE_HOME\host_sid\sysman\config\emd.propertiesファイル内でREPOSITORY_URLを検索します。


	
RMIポート: ORACLE_HOME\oc4j\j2ee\OC4J_DBConsole_host_sid\config\rmi.xmlファイル内でrmi-serverタグのport属性を検索します。


	
JMSポート: ORACLE_HOME\oc4j\j2ee\OC4J_DBConsole_host_sid\config\jms.xmlファイル内でjms-serverタグのport属性を検索します。




Oracle Enterprise Manager Database Controlポートを変更するには、次のようにemca -reconfig portsコマンドを使用します。


ORACLE_HOME\bin> emca -reconfig ports option setting


optionには次の値を使用できます。

	
DBCONTROL_HTTP_PORT: 次のようにHTTPポートを設定します。


emca -reconfig ports -DBCONTROL_HTTP_PORT 1820


	
RMI_PORT: 次のようにRMIポートを設定します。


emca -reconfig ports -RMI_PORT 5520


	
JMS_PORT: 次のようにJMSポートを設定します。


emca -reconfig ports -JMS_PORT 5521




次のように、1行に複数の-reconfig ports設定を入力できます。


emca -reconfig ports -DBCONTROL_HTTP_PORT 1820 -AGENT_PORT 1821 -RMI_PORT 5520






E.6 Oracle Services for Microsoft Transaction Serverポートの変更

ほとんどの場合、ポート番号を再構成する必要はありません。必要な場合は、レジストリ・エディタを使用して、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE\OracleMTSRecoveryService\Protid_0レジストリ・エディタ・キーの値を1024から65535の範囲の使用可能なポートに編集します。

このキーのポート値が設定されていれば、インストール中、Oracle Universal Installerではこの値が使用されます。設定されていない場合、49152から65535の範囲の空いているポートが選択されます。












F Oracle Database のインストールのトラブルシューティング

この付録では、次のトラブルシューティングについて説明します。

	
要件の確認


	
インストール・エラーが発生した場合


	
インストール・セッションのログの確認


	
サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理


	
ホスト名の変更およびCSSのトラブルシューティング


	
コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング


	
インベントリの問題のトラブルシューティング


	
画面表示問題のトラブルシューティング


	
インストール失敗後のクリーン・アップ







	
関連項目:

	
第7章「Oracle Databaseソフトウェアの削除」


	
Oracle Configuration Managerの使用中に発生する可能性がある一部のエラーの詳細と、これらのエラーのトラブルシューティングに関するヒントは、『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』の第6章「Oracle Configuration Managerのトラブルシューティング」を参照してください。














F.1 要件の確認

この付録に示すトラブルシューティングの手順を実行する前に、次を実行してください。

	
第2章「Oracle Databaseのインストール前の要件」をチェックし、システムが要件を満たしていること、およびインストール前の作業をすべて完了していることを確認してください。


	
製品をインストールする前に、その製品に関して使用しているプラットフォーム用のリリース・ノートを参照してください。リリース・ノートは、Oracle Databaseインストール・メディアで提供されています。リリース・ノートの最新バージョンは、次の場所にあるOracle Technology NetworkのWebサイトから入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/index.html









F.2 インストール・エラーが発生した場合

インストール中にエラーが発生した場合は、次のように操作してください。

	
Oracle Universal Installerを終了しないでください。


	
インストール・ウィンドウの1つに間違った情報を入力して「次へ」をクリックした場合は、「戻る」をクリックして元のウィンドウに戻り、情報を訂正します。


	
Oracle Universal Installerによるファイルのコピーまたはリンク中にエラーが発生した場合、対話型インストールについては「インストール・セッションのログの確認」、詳細は「サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理」を参照してください。


	
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にエラーが発生した場合は、「コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング」を参照してください。


	
問題を解決できない場合は、「インストール失敗後のクリーン・アップ」の手順に従って、失敗したインストールの内容を削除してください。









F.3 インストール・セッションのログの確認

インストール中には、Oracle Universal Installerにより実行されるすべてのアクションがログ・ファイルに記録されます。インストール中にエラーが発生した場合は、問題の原因と考えられる情報をログ・ファイルで確認してください。デフォルトでは、ログ・ファイルは次のディレクトリにあります。


SYSTEM_DRIVE:\Program Files\Oracle\Inventory\logs


対話型インストールからのログ・ファイル名は次の形式になります。


installActionsdate_time.log
oraInstalldate_time.err
oraInstalldate_time.out


たとえば、対話型インストールを2005年10月14日9:00:56 a.m.に行った場合、ログ・ファイルは次のような名前になります。


installActions2005-10-14_09-00-56AM.log





	
注意:

Inventoryディレクトリまたはその内容の削除や、手動での変更は行わないでください。削除や変更を行うと、Oracle Universal Installerでシステムにインストールする製品を見つけられなくなります。










	
関連項目:

サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理












F.4 サイレント・モード・インストールでのレスポンス・ファイルのエラー処理

サイレント・モード・インストールが正常に実行されたかどうかを判断するには、DRIVE_LETTER:\Program Files\Oracle\Inventory\logsにあるsilentInstallActionsdate_time.logファイルを確認します。

必要な場合は、前項を参照してInventoryディレクトリの位置を確認してください。

サイレント・インストールは、次の場合に失敗します。

	
レスポンス・ファイルを指定していない場合。


	
不正または不完全なレスポンス・ファイルを指定している場合。


	
Oracle Universal Installerにディスク領域不足などのエラーが発生した場合。




Oracle Universal Installerまたはコンフィギュレーション・アシスタントは、実行時にレスポンス・ファイルの妥当性を検査します。妥当性検査に失敗すると、サイレント・モード・インストールまたは構成プロセスは終了します。 




	
関連項目:

対話型インストールのログ・ファイルの詳細は、「インストール・セッションのログの確認」












F.5 ホスト名の変更およびCSSのトラブルシューティング

Oracle Automatic Storage Managementのホスト名を変更すると、Oracle CSSサービスは起動しません。この問題を解決するには、次の手順を実行します。

	
Administrator権限を持つユーザーとしてログインします。


	
roothas.plを実行し、CSSの構成を解除します。


C:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\grid\crs\install
perl roothas.pl -deconfig -force


これにより、古いホスト名を参照していたシステム上の構成関連ファイルが削除されます。


	
gridconfig.batスクリプトを実行し、新しいホスト名を使用してCSSを再構成します。


C:\> cd \app\oracle\product\11.2.0\grid\crs\config
gridconfig.bat


	
Gridホームのbinディレクトリに移動します。-c SINGLEフラグを指定してsrvctl add databaseコマンドを使用し、Oracle Restart構成にデータベースを追加します。また、srvctl addコマンドを使用して、Oracle Restart構成に、リスナー、Oracle ASMインスタンス、すべてのOracle ASMディスク・グループおよびデータベース・サービスを追加します。




	
関連項目:

『Oracle Database管理者ガイド』のsrvctl addに関する項















F.6 コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング

コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に発生したインストール・エラーのトラブルシューティング方法は、次のとおりです。

	
「インストール・セッションのログの確認」に示したインストール・ログ・ファイルを確認します。


	
ORACLE_BASE\cfgtoollogsディレクトリにある特定のコンフィギュレーション・アシスタントのログ・ファイルを確認します。エラーの原因となった問題を修正します。




	
注意:

パスにスペースが使用されていないことを確認します。








	
「致命的エラー。再インストールしてください」メッセージが表示される場合、ログ・ファイルを確認して問題の原因を調べます。詳細は、リカバリ不能なエラーに関する項を参照してください。





F.6.1 コンフィギュレーション・アシスタントの障害

Oracleのコンフィギュレーション・アシスタントの障害は、インストール・ウィンドウの最下部に表示されます。追加情報がある場合は、コンフィギュレーション・アシスタントのインタフェースに表示されます。コンフィギュレーション・アシスタントの実行ステータスは、installActionsdate_time.logファイルに格納されます。

次の表に、実行ステータス・コードを示します。


	ステータス	結果コード
	コンフィギュレーション・アシスタントの正常終了	0
	コンフィギュレーション・アシスタントの異常終了	1
	コンフィギュレーション・アシスタントの取消し	-1










F.6.2 リカバリ不能なエラー

コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にリカバリ不能なエラーが発生した場合は、次のようにします。

	
「インストール失敗後のクリーン・アップ」の説明に従って、失敗したインストールの内容を削除します。


	
リカバリ不能なエラーの原因を修正します。


	
Oracleソフトウェアを再インストールします。











F.7 インベントリの問題のトラブルシューティング

Oracleホームにおいて次の状況のいずれかに該当する場合は、opatch lsinventory -detailコマンドを実行してインベントリの内容を表示し、問題の修正について『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Windows and UNIX』のインベントリの破損からのリカバリに関する項を参照してください。

	
インベントリの手順を完了せずに、Oracleホームがクローニングされている場合。


	
不良インベントリが存在する場合。


	
インベントリが使用できないのに、別のOracleホームにOracle Enterprise Manager Agentがインストールされたときに作成されている場合。









F.8 画面表示問題のトラブルシューティング

画面の解像度を640x480または800x600にしてOracleデータベースに接続している場合、タスクバーの背後に隠れてしまうため、GUIの「次へ」ボタンが表示されません。この問題に対処するには、次のいずれかを実行してください。

	
タスクバーを非表示にします。


	
Oracle Universal Installerの画面を上に移動します。


	
画面の解像度を1024x768以上に設定します。









F.9 インストール失敗後のクリーン・アップ

インストールが失敗した場合は、インストール中にOracle Universal Installerで作成されたファイル、およびOracleホーム・ディレクトリを削除する必要があります。

削除ツールを実行する場合、「Oracle Databaseソフトウェアの削除」の手順に従ってください。












G インストールに関してよくある質問

Oracle Databaseコンポーネントのインストール方法を決定する際には、次のガイドラインに従ってください。

	
Oracle DatabaseまたはOracle Database Clientのインストール


	
Oracle Databaseツールのインストール


	
Oracle DatabaseおよびOracleのアプリケーションのインストール


	
Oracle Database Heterogeneous Connectivityツール(ゲートウェイ)のインストール






G.1 Oracle DatabaseまたはOracle Database Clientのインストール

Oracle Databaseのインストールに関してよくある質問は、次のとおりです。

	
Oracle Databaseインスタンスが1つのみ必要です。または、単に製品を理解するためにテスト・データベースをインストールしようと考えています。このような場合、Oracle Databaseをインストールするにはどうすればよいですか。


	
大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できるOracleデータベースを作成するにはどうすればよいですか。


	
複数のOracleデータベースをインストールするにはどのような方法が最適ですか。


	
Oracleデータベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。


	
クライアント・ノードのディスク領域が限られている場合、Oracle Database Clientを最も効率よくインストールするにはどうすればよいですか。


	
Oracle Databaseをアップグレードするにはどうすればよいですか。


	
コンピュータはサイトではクラスタとして動作するように構成されています。Oracle Databaseをインストールするにはどのようにすればよいですか。


	
Oracle以外のデータベースをOracle Databaseに移行するにはどうすればよいですか。





Oracle Databaseインスタンスが1つのみ必要です。または、単に製品を理解するためにテスト・データベースをインストールしようと考えています。このような場合、Oracle Databaseをインストールするにはどうすればよいですか。

	
デフォルトのインストール設定を使用してクイック・インストールを実行する場合は、プラットフォーム固有の『Oracle Databaseクイック・インストレーション・ガイド』を参照してください。


	
サイトに特殊な要件がある場合は、このマニュアルで詳細を参照してください。





大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できるOracleデータベースを作成するにはどうすればよいですか。

大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーション用に設計された初期データベースを作成する場合は、このマニュアルで詳細を参照してください。「拡張インストール」方法を選択し、「データベース構成の選択」画面で必要なデータベース・タイプを選択します。




	
関連項目:

インストール後に、『Oracle Databaseデータ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。







あるいは、Oracle Databaseのインストール時にOracle OLAPをインストールすることもできます。Oracle OLAPは、OLAP要件を満たす必要のあるデータベース環境に最適なサポートを提供します。そのためには、「データベース・エディションの選択」画面で「Enterprise Edition」を選択します。「オプションの選択」ボタンをクリックし、「コンポーネントの選択」画面でOracle OLAPを選択します。




	
関連項目:

	
『Oracle OLAPユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle OLAP DMLリファレンス』


	
『Oracle OLAP Java APIリファレンス』













複数のOracleデータベースをインストールするにはどのような方法が最適ですか。

このマニュアルに記載されている次のいずれかの方法でOracle Databaseをインストールします。

	
レスポンス・ファイルを使用したインストール: この方法では、各コンピュータに固有の設定を含むレスポンス・ファイルを使用して、Oracle Universal Installerをコマンドラインから実行できます。


	
データベースのクローニング: 対話モードを使用して1台のコンピュータにOracle Databaseをインストールします。データベースをクローニングすることもできます。データベースをクローニングする手順については、『Oracle Database管理者ガイド』で説明しています。





Oracleデータベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。

	
このマニュアルの詳細に従って、Oracle Databaseをサーバーにインストールします。


	
プラットフォーム固有のOracle Database Clientのインストレーション・ガイドに従って、Oracle Database Clientを各クライアント・ノードにインストールし、Instant Clientインストール・タイプを選択します。

多数のクライアント・ノードが存在する場合は、ソフトウェアを集中的にステージングし、ドライブをマップして、Oracle Universal Installerをサイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードで実行することを検討します。

クライアント・ノードで、新規Oracleホーム・ディレクトリにデフォルトでインストールするのみでよい場合は、このマニュアルで詳細を参照してください。





クライアント・ノードのディスク領域が限られている場合、Oracle Database Clientを最も効率よくインストールするにはどうすればよいですか。

	
このマニュアルの詳細に従って、Oracle Databaseをサーバーにインストールします。


	
プラットフォーム固有の『Oracle Database Clientインストレーション・ガイド』に従って、Oracle Database Clientを各クライアント・ノードにインストールし、Instant Clientインストール・タイプを選択します。

多数のクライアント・ノードがある場合は、サイレント・モードまたはレスポンス・ファイル・モードでのOracle Universal Installerの実行を検討します。





Oracle Databaseをアップグレードするにはどうすればよいですか。

『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。




	
関連項目:

ソフトウェアのクローニングを使用したOracle Databaseのアップグレードの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。








サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。Oracle Databaseをインストールするにはどうすればよいですか。

次のいずれかのインストール例に従ってください。

	
単一インスタンスのOracle Databaseをクラスタ環境で実行する必要がある場合は、Oracle Databaseのインストール前またはインストール後にOracle Grid Infrastructureをインストールします。


	
クラスタ内のすべてのデータベース用に連結された記憶域プールが必要な場合は、Oracle Grid Infrastructureをインストールし、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用してこの記憶域を管理します。その後、Oracle Database(単一インスタンス・データベースまたはReal Application Clusters)をインストールします。


	
Oracle Real Application Clustersを使用する予定の場合は、最初にOracle Grid Infrastructureをインストールし、次にOracle Real Application Clustersをインストールします。




Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Real Application Clustersをインストールするには、使用しているプラットフォーム固有の『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイド』、および『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』を参照してください。Oracle Clusterwareは、Oracle Grid Infrastructureインストールにインストールされます。Oracle ASMおよびOracle Databaseのインストール方法の詳細は、このマニュアルを参照してください。

Oracle Clusterwareは、Oracle Real Application Clustersインストールに必須の主要コンポーネントです。Oracle Clusterwareは統合クラスタ管理ソリューションであり、複数のサーバーをバインドして単一システムとして機能させることができます。これは、クラスタと呼ばれます。また、ワークロード管理とコンポーネントの再起動も実行します。たとえば、特定のサービスをサポートしているインスタンスに障害が発生すると、Oracle Clusterwareはそのサービス用に構成されている次に使用可能なインスタンス上でサービスを再開します。Oracle Clusterwareでは、高可用性APIを使用してOracle Clusterware環境内で定義されているプログラムであれば、Oracle以外のプログラムも監視できます。


Oracle以外のデータベースをOracle Databaseに移行するにはどうすればよいですか。

Oracle SQL Developerを使用して、Oracle以外のデータベースおよびアプリケーションをOracleに移行します。Oracle SQL Developerソフトウェアおよびマニュアルは、次の場所で入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/sql-developer/overview/index.html






G.2 Oracle Databaseツールのインストール

Oracleデータベース・ツールのインストールに関してよくある質問は、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverをインストールするにはどうすればよいですか。


	
Oracle Database製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。


	
Oracle Database製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。


	
Oracle Databaseを使用してXMLデータを管理するにはどうすればよいですか。


	
Oracle Databaseには、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるようにOLAPツールが用意されていますか。


	
Oracle Databaseには、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。


	
Oracle Databaseに対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいですか。


	
Oracle WorkflowはOracle Database 11gに含まれていますか。


	
Oracle Workflowを使用してソリューションを構築したユーザー用の移行プランはありますか。





Oracle WebLogic Serverをインストールするにはどうすればよいですか。

『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle WebLogic Serverの詳細は、次の場所にある製品ドキュメントを参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/weblogic/documentation/index.html



Oracle Database製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。

データベースの作成、構成、削除またはデータベース・テンプレートの管理など、通常の管理機能を実行するには、次のいずれかの方法を使用します。

インストールする単一データベースおよびリスナーを管理する手順は、次のとおりです。

	
このマニュアルに従って、Oracle Databaseをインストールします。


	
Oracle Databaseから、Database Configuration Assistantを使用してデータベースを管理します。

また、データベースの管理および監視にOracle Enterprise Manager Grid Controlを使用することもできます。このコンポーネントは、デフォルトでOracle Databaseとともにインストールされます。Oracle Enterprise Manager Grid Controlには、デフォルトでインストールされないエージェントが必要です。

Oracle Enterprise Manager Grid Controlには、Oracle Management Agent、Oracle Management Service、Oracle Management RepositoryおよびGrid Controlが組み込まれています。ブラウザ・ベースの中央コンソールであるGrid Controlを使用すると、管理者は社内の監視、管理および構成の作業をすべて実行できます。




	
関連項目:

Oracle Enterprise Manager Grid Controlインストール・メディアに収録されている『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』
マニュアルは、次に示すOracle Technology NetworkのWebサイトから入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html












Oracle Databaseの監視や複数のホスト、アプリケーション・サーバーおよびデータベース(インストールするデータベースを含む)の管理など、拡張管理タスクを実行するには、次の手順でOracle Enterprise Managerをインストールします。

	
このマニュアルに従って、Oracle Databaseをインストールします。

Oracle Real Application Clustersを使用する場合は、『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイド』および『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』に従って、Oracle Databaseをインストールします。


	
『Oracle Enterprise Manager Grid Control基本インストレーション・ガイド』に従って、Oracle Enterprise Managerをインストールおよび構成します。構成後の作業の詳細は、Oracle Enterprise Manager Grid Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイドを参照してください。

次のOracle Technology NetworkのWebサイトから入手できるマニュアルを参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html





Oracle Database製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。

オラクル社では、集中管理およびセキュリティ機能のOracle Internet Directoryとの統合を含めて、エンタープライズ環境向けの多様なセキュリティ・ソリューションを提供しています。Oracle Platform SecurityというOracleセキュリティ・サービス・セットにより、Oracle Database、Oracle WebLogic ServerおよびOracle Identity Managementインフラストラクチャに組み込まれたセキュリティ機能が統合されます。このように統合された機能により、セキュアなE-Businessアプリケーションを開発およびデプロイできます。

Oracle Identity ManagementにはOracle Internet Directoryが組み込まれています。Oracle Internet Directoryは、次のコンポーネントを使用してOracle環境におけるユーザーとアプリケーションの管理作業を簡素化する集中リポジトリです。

	
Oracle Internet Directoryクライアント・ツール(LDAPコマンドライン・ツール、Oracle Internet Directory SDKおよびOracle Directory Managerなど)。


	
Oracle Internet Directoryサーバー・コンポーネント(ディレクトリ・サーバー、ディレクトリ複製サーバー、ディレクトリ統合サーバー、サーバーの起動および停止用の各種ツールなど)。




Oracle DatabaseにはOracle Internet Directoryクライアント・ツールが組み込まれていますが、Oracle Internet Directoryサーバー・コンポーネントは組み込まれていません。Oracle DatabaseにはOracle Internet Directoryクライアント・ツールが組み込まれていますが、Oracle Internet Directoryサーバー・コンポーネントは組み込まれていません。Oracle Internet Directoryサーバー・コンポーネントをインストールするには、次の場所にあるOracle Fusion Middleware Oracle Identity and Access Managementインストレーション・ガイドとOracle Identity Managementのドキュメントを参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/id-mgmt/overview/index.html





	
関連項目:

	
『Oracle Application Serverインストレーション・ガイド』(Oracle Identity Managementのインストール方法)


	
『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』


	
『Oracle Databaseエンタープライズ・ユーザー・セキュリティ管理者ガイド』


	
『Oracle Label Security管理者ガイド』


	
『Oracle Application Serverセキュリティ・ガイド』


	
Oracle Technology Networkのデータベース・セキュリティに関する項: http://www.oracle.com/technetwork/topics/security/whatsnew/index.html">>http://www.oracle.com/technetwork/topics/security/whatsnew/index.html













Oracle Databaseを使用してXMLデータを管理するにはどうすればよいですか。

Oracle Databaseの一部としてインストールされるOracle XML DBを使用します。Oracle XML DBを使用すると、サイトにおけるXMLデータの格納、生成、取得、問合せ、および管理を効率的に実行できます。Oracle XML DBは、制約やトリガーを使用してXMLデータの参照整合性を管理可能にするなど、リレーショナル・データベースの長所をすべて備えています。Oracle XML DBでは、大量のXMLデータであっても、解析済のリレーショナル形式で格納することにより効率的に処理され、アクセス・パフォーマンスも向上します。

Oracle XML DBでは、XMLデータのネイティブ・データ型であるXML型をサポートしています。XML型に対しては、必要に応じて様々な記憶域オプションを選択できます。Oracle XML DBではその他にも、XML Schema処理、構造化記憶域および非構造化記憶域、一般的なプロトコル(FTP、HTTP(S)およびWebDAV)を使用してアクセス可能なコンテンツ・リポジトリ、XMLに対応したSQLの標準であるSQL/XMLをサポートしています。Oracle Database 11gリリース1(11.1)では、Oracle XML DBはXMLの問合せ、変換および構成に使用するXQuery言語、スキーマベースのXMLに関するメタデータをユーザーが独自に定義できる機能、XMLデータのDML処理に使用できる一連の新規SQL関数などに対するサポートを導入しています。

Oracle XML DBとOracle XML開発者キット(XDK)を併用することにより、Oracle DatabaseまたはOracle WebLogic Server上で実行されるアプリケーションを構築できます。




	
関連項目:

	
『Oracle XML DB開発者ガイド』


	
『Oracle XML Developer's Kitプログラマーズ・ガイド』













Oracle Databaseでは、使用するデータベースの傾向や時系列などのデータを分析できるOLAPツールを提供していますか。

はい。Oracle Databaseのインストールに含まれているOracle OLAPをインストールしてください。Oracle OLAPは、OLAP要件を満たす必要のあるデータベース環境に最適なサポートを提供します。

『Oracle Databaseインストレーション・ガイド』で説明している次のいずれかの方法で、Oracle OLAPをインストールします。

	
Oracle Universal Installerの実行時に、「データベース・エディションの選択」画面で「Enterprise Edition」を選択します。「オプションの選択」ボタンをクリックし、「コンポーネントの選択」画面でOracle OLAPを選択します。




	
関連項目:

	
『Oracle OLAPユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle OLAP DMLリファレンス』


	
『Oracle OLAP Java APIリファレンス』













	
「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択し、「データベース構成の選択」画面で「データ・ウェアハウス」構成を選択します。




	
関連項目:

インストール後に、『Oracle Databaseデータ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。











Oracle Databaseには、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。

はい、Oracle Data Miningツールを使用するにはOracle Enterprise Editionライセンスが必要です。Oracle Data Miningは、表4-1「Oracle Universal Installerのウィンドウ」で説明されているように、「データベース・エディションの選択」行にあるEnterprise Editionのオプションです。

Oracle Data Miningオプションを使用すると、様々なアルゴリズムを使用する予測的でわかりやすいデータ・マイニング・モデルを作成し実行できます。

このマニュアルに記載されている次の方法に従って、Oracle Data Miningをインストールします。

	
Oracle Universal Installerの実行時に、「Enterprise Edition」インストール・タイプを選択します。


	
「データベース構成の選択」画面で「汎用目的」または「トランザクション処理」構成を選択します。







	
関連項目:

Oracle Data Miningの詳細は、次のマニュアルを参照してください。
	
『Oracle Data Mining概要』


	
『Oracle Data Mining管理者ガイド』


	
『Oracle Data Miningアプリケーション開発者ガイド』


	
『Oracle Data Mining Java APIリファレンス』


	
『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』(Data Miningを検索)


	
『Oracle Database SQL言語リファレンス』(Data Miningを検索)













Oracle Databaseに対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいですか。

Oracle Databaseに統合されているバックアップおよびリカバリ・ツールであるOracle Database Recovery Manager(RMAN)を使用します。このツールは、高パフォーマンスで管理しやすいバックアップとリカバリという、重要なニーズを満たします。Recovery Managerはデータベース・サーバーに固有のものであり、自動的にデータベース構造の変更を追跡し、それに応じて操作を最適化します。また、Recovery Managerは先進的なテープ・メディア管理製品と統合されているため、Oracleデータベースのバックアップを既存のネットワーク・データ保護インフラストラクチャと統合できます。




	
関連項目:

	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle Database Recovery Managerリファレンス』













Oracle WorkflowはOracle Database 11gに含まれていますか。

Oracle Database 11g以降、Oracle Workflowはデータベースと一緒にはリリースされなくなりました。Oracle Workflowは、Oracle E-Business Suiteリリースに含まれます。




	
関連項目:

Oracle Workflowの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/overview/index.htmlの指示を参照してください。








Oracle Workflowを使用してソリューションを構築したユーザー用の移行プランはありますか。

2006年1月以降は、Oracle BPEL Process Managerを使用してワークフローを再作成および実装するようお薦めしています。オラクル社では、Oracle BPEL Process ManagerへのOracle Workflowプロセスの移行に関する詳細な推奨事項を記載した専門の移行ガイドを作成中です。




	
関連項目:

Oracle Workflowの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/overview/index.htmlの指示を参照してください。












G.3 Oracle DatabaseおよびOracleのアプリケーションのインストール

Oracle DatabaseおよびOracleのアプリケーションのインストールに関してよくある質問は、次のとおりです。

	
OracleのアプリケーションをOracle Databaseとともにインストールするにはどうすればよいですか。


	
Oracle Databaseと通信するWebアプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。


	
Oracleのアプリケーションで使用できるWebサーバーはどれですか。


	
Oracle以外のアプリケーションをOracleに移行するにはどうすればよいですか。





OracleのアプリケーションをOracle Databaseとともにインストールするにはどうすればよいですか。

ほとんどの場合は、Oracle Database自体をインストールした後、Oracleアプリケーションをインストールします。そのアプリケーションのOracle Universal Installerに、接続情報の入力を求めるプロンプトが表示されます。アプリケーションのマニュアルで要件を確認してください。

Oracle Real Application Clustersデータベースでアプリケーションを実装する必要がある場合は、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』およびプラットフォーム固有の『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイド』を参照してください。


Oracle Databaseと通信するWebアプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。

Oracle Application ExpressおよびWebサーバーをインストールしてください。このマニュアルに従って、Oracle Databaseをインストールします。Oracle Databaseをインストールすると、Oracle Application Expressは自動的にインストールされます。




	
関連項目:

『Oracle Application Expressインストレーション・ガイド』








Oracleのアプリケーションで使用できるWebサーバーはどれですか。

別のメディアで出荷されるOracle HTTP Serverをインストールするか、XML DB HTTPプロトコル・サーバーおよびOracle Database 11gリリース2とともにインストールされる埋込みPL/SQLゲートウェイを使用します。


Oracle以外のアプリケーションをOracleに移行するにはどうすればよいですか。

Oracle SQL Developerを使用して、Oracle以外のアプリケーションをOracleに移行します。Oracle SQL Developerソフトウェアおよびマニュアルは、次の場所で入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/sql-developer/overview/index.html






G.4 Oracle Database Heterogeneous Connectivityツール(ゲートウェイ)のインストール

次の項では、ゲートウェイ製品について説明します。

OracleのアプリケーションからOracle以外のデータベース・システムのデータにアクセスするにはどうすればよいですか。


OracleのアプリケーションからOracle以外のデータベース・システムのデータにアクセスするにはどうすればよいですか。

Oracle Database Gatewayを接続性ツールとして使用すると、OracleのアプリケーションでOracle以外のデータベース内のデータにアクセスできます。Oracle Database Gatewayの機能は次のとおりです。

	
Oracle以外のデータベースをOracle Database環境に統合します。


	
Oracle PL/SQLアプリケーションによるAPPC対応トランザクションとの統合、またはIBM WebSphere MQ内のメッセージへのアクセスを可能にします。




ゲートウェイ製品は、Oracleのアプリケーション、OracleデータベースおよびOracle以外のデータベースから独立してコンピュータにインストールできます。

たとえば、次の使用例を考えてみます。

	
Oracle DatabaseがLinuxコンピュータにインストールされています。


	
OracleのアプリケーションがMicrosoft Windowsコンピュータにインストールされており、Linuxコンピュータ上のOracleデータベースのデータにアクセスします。


	
Oracleのアプリケーションでは、Solaris Operating System上のDB2データベース内のデータとLinux上のOracle Database内のデータを結合する必要があります。




DB2を実行中のSolarisコンピュータ、Oracleを実行中のLinuxまたはそれら以外のコンピュータにDatabase Gateway for DRDAをインストールするように選択できます。

表G-1は、OracleのアプリケーションからアクセスできるOracle以外のデータベース・システムと、そのシステムに使用可能なゲートウェイ製品を示しています。


表G-1 Oracleゲートウェイ製品

	Oracle以外のデータベース	Oracleゲートウェイ製品およびマニュアル
	
IBM DB2 Universal Database(UDB)

	
Oracle Database Gateway for DRDA。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for DRDAユーザーズ・ガイド』を参照。


	
IBM DB2 z/OS

	
Oracle Database Gateway for DRDA。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for DRDAユーザーズ・ガイド』を参照。


	
IBM DB2/400

	
Oracle Database Gateway for DRDA。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for DRDAユーザーズ・ガイド』を参照。


	
WebSphere MQ

	
Oracle Database Gateway for WebSphere MQ。

『Oracle Database Gateway for WebSphere MQインストレーションおよびユーザーズ・ガイド』。


	
CICS/TS

IMSTM

	
Oracle Database Gateway for APPC。

Oracle Database Gateway for APPCのインストレーションおよび構成ガイドを参照。

『Oracle Database Gateway for APPCユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
SQL Server

	
Oracle Database Gateway for SQL Server。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for SQL Serverユーザーズ・ガイド』を参照。


	
Sybase Adaptive Server

	
Oracle Database Gateway for Sybase。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for Sybaseユーザーズ・ガイド』を参照。


	
Teradata

	
Oracle Database Gateway for Teradata。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for Teradataユーザーズ・ガイド』を参照。


	
Informix Server

	
Oracle Database Gateway for Informix。

Oracle Database Gatewayのインストレーションおよび構成ガイド、および『Oracle Database Gateway for Informixユーザーズ・ガイド』を参照。


	
IMS

	
Oracle Database Gateway for IMS。

Oracle Database Gateway for IMS, VSAM, and Adabasのインストレーションおよび構成ガイド、『Oracle Database Gateway for IMSユーザーズ・ガイド』および『Oracle Connect for IMS, VSAM, and Adabas Gateways Installation and Configuration Guide for IBM z/OS』を参照。


	
VSAM

	
Oracle Database Gateway for VSAM。

Oracle Database Gateway for IMS, VSAM, and Adabasのインストレーションおよび構成ガイド、『Oracle Database Gateway for VSAMユーザーズ・ガイド』および『Oracle Connect for IMS, VSAM, and Adabas Gateways Installation and Configuration Guide for IBM z/OS』を参照。


	
Adabas

	
Oracle Database Gateway for Adabas。

Oracle Database Gateway for IMS, VSAM, and Adabasのインストレーションおよび構成ガイド、『Oracle Database Gateway for Adabasユーザーズ・ガイド』および『Oracle Connect for IMS, VSAM, and Adabas Gateways Installation and Configuration Guide for IBM z/OS』を参照。

















 
用語集



Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループ

Oracle Automatic Storage Managementにより1つのユニットとして管理されるディスク・デバイスの集合。各ディスク・デバイスには、個別の物理ディスク、RAIDストレージ・アレイや論理ボリュームなどの複数のディスク・デバイス、または物理ディスク上のパーティションを使用できます。Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループは、Oracle Automatic Storage Managementインスタンスの作成時、またはOracle Database Configuration Assistantを使用して作成できます。






Oracle Automatic Storage Managementインスタンス

Oracle Automatic Storage Managementディスク・グループOracle Automatic Storage Managementディスク・グループを管理するOracleインスタンス。Oracle Automatic Storage Managementをインストールして構成すると自動的に作成されます。「Oracleシステム識別子(SID)」も参照してください。






Oracle Automatic Storage Management

Oracle Automatic Storage Managementでは、個々のディスク・デバイスの集合から1つのディスク・グループを作成できます。ディスク・グループ内の全デバイス間で、ディスク・グループに対するI/Oのバランスをとります。ストライプ化およびミラー化も実装し、I/Oのパフォーマンスおよびデータの信頼性を向上させます。





自動UNDO管理モード

UNDOデータが専用のUNDO表領域に格納されるOracle Databaseのモード。手動UNDO管理モードと異なり、ユーザーはUNDO表領域の作成のみを管理します。他のすべてのUNDO管理は、自動的に実行されます。






接続記述子

特別にフォーマットされた、ネットワーク接続のための宛先の記述。接続記述子は、宛先サービスおよびネットワーク・ルート情報を含みます。

宛先サービスは、Oracle Databaseの場合はサービス名、Oracleリリース11.2データベースでは、Oracleシステム識別子(SID)を使用して示されます。ネットワーク・ルートは、少なくとも、ネットワーク・アドレスを使用してリスナーの場所を示します。





接続識別子

接続記述子を解決する名前、ネット・サービス名またはサービス名。ユーザーは、接続するサービスに対する接続文字列内に、接続識別子とともにユーザー名およびパスワードを渡すことで接続リクエストを開始します。たとえば、次のようにします。


SQL> CONNECT user_name@connect_identifier
Enter password: password






制御ファイル

データベースの物理構造が記録され、データベース名、関連データファイルおよびオンラインUNDO表領域の名前および位置、データベース作成のタイム・スタンプ、現行ログ順序番号、およびチェックポイント情報が格納されているファイル。






デフォルト・ドメイン

ほとんどのクライアント・リクエストが発生するネットワーク・ドメイン。クライアントが置かれるドメイン、またはクライアントがネットワーク・サービスをリクエストするドメインとなることがあります。デフォルト・ドメインは、未修飾ネットワーク名リクエストに追加されるドメインを決定するクライアント構成パラメータにもなります。「.」文字を含まない場合、名前リクエストは修飾されません。






ディレクトリ・ネーミング

ネット・サービス名を接続記述子に解決するディレクトリ・サーバーを指定するネーミング・メソッド。ネット・サービス名は、ディレクトリ・サーバーに一元的に格納されます。





ディレクトリ・サーバー

Lightweight Directory Access Protocol(LDAP)準拠のディレクトリ・サーバー。ディレクトリは集中化された記憶域を提供し、データベース・ネットワーク・コンポーネント、ユーザー・ポリシーおよび企業ポリシーの設定、ユーザーの認証およびセキュリティ情報を取り出し、クライアント側とサーバー側のローカル・ファイルを置き換えます。





外部プロシージャ

Cプログラミング言語で記述され、共有ライブラリに格納されているプロシージャまたはファンクション。Oracleサーバーは、PL/SQLルーチンを使用して、外部プロシージャまたはファンクションをコールできます。Oracle Databaseから外部プロシージャに接続するには、サーバーをネット・サービス名で構成し、リスナーをプロトコル・アドレスおよびサービス情報で構成する必要があります。






グローバル・データベース名

データベースをネットワーク・ドメインの他のデータベースから一意に区別する完全データベース名。

次に例を示します。

sales.us.example.com

salesはデータベースに対して指定した名前、us.example.comはデータベースが置かれているネットワーク・ドメインです。






初期化パラメータ・ファイル

データベースおよびインスタンスの初期化に必要な情報を含むASCIIテキスト・ファイル。






インスタンス

実行中のOracle Databaseインスタンスに関連付けられているプロセス。(コンピュータのタイプに関係なく)データベース・サーバー上でデータベースを起動すると、Oracle Databaseではシステム・グローバル領域というメモリー領域を割り当て、1つ以上のOracle Databaseプロセスを開始します。システム・グローバル領域とOracle Databaseプロセスのこの組合せをインスタンスと呼びます。インスタンスのメモリーとプロセスにより、関連付けられたデータベースのデータが効率的に管理され、データベースのユーザーの要求に対応します。





インストール・タイプ

インストールするコンポーネントを自動的に選択する事前定義済コンポーネント・セット。各トップレベル・コンポーネントで使用可能なインストール・タイプのリストは、「Oracle Databaseのエディション」を参照してください。





プロセス間通信(IPC)

クライアント・アプリケーションで使用されるプロトコルで、データベースとの通信のためにリスナーと同じノードに置かれます。IPCは、TCP/IPより高速なローカル接続を提供します。






リスナー

サーバーに常駐するプロセスで、クライアントからの接続リクエストのリスニング、およびサーバーへの通信量の管理を行います。

クライアントがデータベース・サーバーとのネットワーク・セッションをリクエストするときに、リスナーは実際のリクエストを受け取ります。クライアント情報がリスナー情報と一致した場合、リスナーはデータベース・サーバーへの接続を許可します。






listener.oraファイル

次のものを識別するリスナーの構成ファイル。

	
リスナー名


	
接続リクエストを受け入れるプロトコル・アドレス


	
リスニング対象のサービス




listener.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminディレクトリにあります。

Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、サービス登録により、データベース・サービスを識別する必要がありません。ただし、Oracle Enterprise Managerを使用する場合は、Oracle Database 11gリリース2(11.2)に静的なサービス構成が必要です。






ローカル・ネーミング

ネット・サービス名を接続記述子に解決するネーミング・メソッド。この名前は、各クライアントのtnsnames.oraファイルに構成および保存されます。






手動UNDO管理モード

UNDOブロックをユーザーが管理するロールバック・セグメントに格納するデータベースのモード。






ネーミング・メソッド

クライアント・アプリケーションで、データベース・サービスへの接続を試行する際、接続識別子をネットワーク・アドレスに解決するために使用される解決方法。Oracle Net Servicesでは、次のネーミング・メソッドがサポートされています。

	
ローカル・ネーミング


	
ディレクトリ・ネーミング


	
ホスト・ネーミング


	
外部ネーミング









ネット・サービス名

接続記述子に解決されるサービスの単純名。ユーザーは、接続するサービスに対する接続文字列内に、ネット・サービス名とともにユーザー名およびパスワードを渡すことで接続リクエストを開始します。


SQL> CONNECT user_name
Enter password: password
SQL> @net_service_name


必要に応じて、ネット・サービス名は次のような様々な場所に格納できます。

	
各クライアントのローカル構成ファイル、tnsnames.ora


	
ディレクトリ・サーバー


	
外部ネーミング・サービス(ネットワーク情報サービス(NIS)、セル・ディレクトリ・サービス(CDS)など)









OPS$

オペレーティング・システム固有の頭字語。初期化ファイルのパラメータOS_AUTHENT_PREFIXにより、データベースへの接続を試行するユーザーを認証するためにOracleで使用される接頭辞をユーザーが指定できます。Oracleでは、このパラメータの値をユーザーのオペレーティング・システム・アカウント名の前に連結します。接続リクエストが試行されると、接頭辞の付いたユーザー名がデータベース内のoracleユーザー名と比較されます。

このパラメータのデフォルト値は""(NULL文字列)で、そのためオペレーティング・システムのアカウント名には接頭辞が追加されません。旧リリースでは、OPS$がデフォルト設定でした。






ORACLE_BASE

ORACLE_BASEは、Oracle Databaseディレクトリ・ツリーのルート。Oracleベース・ディレクトリはトップレベル・ディレクトリで、様々なOracleソフトウェア製品のインストールに使用できます。同一のOracleベース・ディレクトリを複数のインストールに使用できます。Oracle Universal Installerのデフォルト設定を使用してOFA準拠のデータベースをインストールする場合、ORACLE_BASEはX:\oracle\product\11.2.0になります。Xは任意のハード・ディスク・ドライブ(C:\oracle\product\11.2.0など)です。






ORACLE_HOME

Oracle Database製品が実行される環境に対応します。この環境には、インストールされた製品ファイルの場所、製品のバイナリ・ファイルを指すPATH変数、レジストリ・エントリ、ネット・サービス名およびプログラム・グループが含まれます。

Oracle Universal Installerのデフォルトを使用して、OFA準拠のデータベースをインストールする場合、Oracleホーム(このマニュアルでは\ORACLE_HOME)はX:\ORACLE_BASEの下に置かれます。デフォルトのOracleホームは、db_n (nはOracleホーム番号)です。Oracle Databaseソフトウェアの実行可能ファイルおよびネットワーク・ファイル用のサブディレクトリが含まれます。「Oracleホーム」も参照してください。





Oracleホーム

Oracleコンポーネントをインストールするディレクトリ・パス(C:\app\oracle\product\11.2.0\dbhome_nなど)。ファイルの場所の指定ウィンドウの「パス」フィールドでOracleホームを入力するようプロンプトが表示されます。「ORACLE_HOME」も参照してください。





Oracleスキーマ

LDAP準拠のディレクトリ・サーバーに格納できるものを決定するルールの集合。Oracleには、Oracle Net Servicesエントリなど、多くのOracleエントリ・タイプに適用される独自のスキーマがあります。Oracle Net Servicesエントリ用のOracleスキーマは、エントリに含まれる属性を含みます。






Oracle Net foundationレイヤー

クライアント・アプリケーションとサーバー間の接続の確立と維持、およびこれらの間でのメッセージ交換を行うネットワーク通信レイヤー。





プロトコル・アドレス

ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別するアドレス。

接続が行われるとき、クライアントとそのリクエストの受信者(リスナーまたはOracle Connection Managerなど)は同じプロトコル・アドレスを使用して構成されます。クライアントはこのアドレスを使用して接続リクエストを特定のネットワーク・オブジェクトの位置に送信し、受信者はこのアドレスでリクエストのリスニングを行います。クライアントと接続受信者に対して同じプロトコルをインストールし、同じアドレスを構成することが重要です。






RAWパーティション

最低限のディスク(ブロック)レベルでアクセスされる物理ディスクの部分。






REDOログ・ファイル

データベース・バッファ・キャッシュ内のデータに対する変更がすべて記録されるファイル。インスタンスに障害が発生すると、管理者はREDOログ・ファイルを使用してメモリー内で変更のあったデータをリカバリできます。






レジストリ

コンピュータの構成情報が格納されるWindowsのリポジトリ。






リポジトリ

Oracle Management Serverにアクセス可能なOracleデータベースにある表の集合。Oracle Management Serverでは、すべてのシステム・データおよびアプリケーション・データ、環境全体に分散している管理対象ノードの状態についての情報、および別途ライセンスを受けられるManagement Packに関する情報を格納するために、リポジトリが使用されます。





サービス登録

PMONプロセス(インスタンス・バックグラウンド・プロセス)がリスナーに情報を自動的に登録する機能。この情報はリスナーに登録されるため、この静的情報でlistener.oraファイルを構成する必要がありません。

サービス登録により、リスナーには次の情報が提供されます。

	
データベースにおける稼働中の各インスタンスのサービス名


	
データベースのインスタンス名


	
各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ(ディスパッチャおよび専用サーバー)

これにより、リスナーがクライアントのリクエストを正しく送信できます。


	
ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

これにより、リスナーがクライアントの接続リクエストを処理できる最良のディスパッチャを決定できます。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リスナーはその接続専用のサーバーを起動できます。




この情報により、リスナーはクライアントの接続リクエストを処理するための最良の方法を決定できます。






SID

データベースをコンピュータにあるその他すべてのデータベースと区別するOracleシステム識別子。SIDは、文字が8文字以上か、ピリオドを入力しないかぎり、グローバル・データベース名のデータベース名部分(たとえば、sales.us.example.comのsales)に自動的にデフォルト設定されます。デフォルト値は、そのまま確定することも、変更することもできます。

SIDはOracle Automatic Storage ManagementインスタンスのSIDも参照できます。これは、Oracle Automatic Storage Managementのインストール時に使用可能です。





sqlnet.oraファイル

クライアントまたはサーバーの構成ファイルで、次のものを指定します。

	
未修飾サービス名またはネット・サービス名に追加するクライアント・ドメイン


	
名前を解決するときにクライアントにより使用されるネーミング・メソッドの順序


	
使用するロギング機能およびトレース機能


	
接続のルート


	
外部ネーミング・パラメータ


	
Oracle Advanced Securityパラメータ




sqlnet.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。





Secure Sockets Layer (SSL)

ネットワーク接続の保護のためにNetscape Communications社によって設計された業界標準プロトコル。SSLは、公開鍵インフラストラクチャ(PKI)を使用して、認証、暗号化およびデータ整合性を提供します。





SSL

「Secure Sockets Layer(SSL)」を参照してください。






システム・グローバル領域

1つのOracle Databaseインスタンスのデータおよび制御情報が含まれる共有メモリー構造のグループ。





システム識別子

「SID」を参照してください。






表領域

データベース内の論理記憶域のユニット。表領域は、セグメントという記憶域の論理ユニットに分割され、セグメントはさらにエクステントに分割されます。






tnsnames.oraファイル

接続記述子にマップされているネット・サービス名を含む構成ファイル。このファイルはロカール・ネーミング・メソッドに使用されます。tnsnames.oraファイルは、ORACLE_HOME\network\adminにあります。






UNDO表領域

1つ以上のUNDOセグメントが含まれる表領域。UNDO表領域には、他のタイプのセグメント(表、索引など)は作成できません。

自動モードの場合、各Oracleインスタンスには、UNDO表領域が1つのみ割り当てられます。各UNDO表領域は、一連のUNDOファイルで構成されます。UNDOブロックは、エクステント単位でグループ化されます。エクステントは常に、トランザクション表に割り当てられている(使用されている)か、未使用かのいずれかです。

UNDO表領域内のブロックは、次のカテゴリにグループ化されます。

	
領域管理に使用されるファイル制御ブロック、ビットマップ・ブロックなど


	
トランザクション管理に使用されるトランザクション表ブロック、UNDOブロックおよびエクステント・マップ・ブロックを含むUNDOセグメント


	
ファイル制御にもUNDOセグメントにも割り当てられていない空きブロック








未修飾名

ネットワーク・ドメインを含まないネット・サービス名。





ユーザー・アカウント制御

特定の操作の実行時に許可または管理者権限を確認して、不正な変更を防ぐことができるMicrosoft Windowsの機能。一部のOracle管理タスクには、ユーザー・アカウント制御によって付与されたWindowsの管理者権限が必要です。
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